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重要魚種発生量調査

涌坪敏明・天野勝三

調査目的

昭和田年の本調査においては，ヤリイカ・マダイ・ウスメバル・スルメイカ等を対象とし，各種

ネットにより採集を行ったが，その結果今までにない程多数のスルメイカが採集された。本県漁業

の中核を占めるスルメイカの初期生活史については，まだ未解明の点が多く，解決の待たれるとこ

ろである。このため，本年はスルメイカ稚仔の採集を中心としその初期生活史及び発生量を把握す

ることにより，スルメイカの資源動向を予察する一助とする。

調査内容

1.調査期間 昭和59年 4~ 10月

2. 調査海域及び調査定点 日本海沿岸(図 1参照)

3. 調査船 試験船青鵬丸(56トン， D.250馬力)

4. 調査方法

(1) 元田式中層ネットによるサンプリング

水深 50mと100mでの 10分間の水平曳

(2) 桁網によるサンプリング

高山~十三湖沖にかけての水深 10~ 30 mで10分間の曳網

調査結果及び考案

調査実施要目を表1，元田式中層ネットによる調査月日別・採集地点別の稚仔魚・イカ稚仔・卵

の出現状況及び月別の出現個体数をそれぞれ表2，表 3に示した。

総出現個体数では，稚仔魚 309個体，イカ稚仔44個体，卵 156個となっている。月別にみると，

稚仔魚では9月>5月>10月の順で多く，イカ稚仔では9月以降出現し， 10月の方が出現が多し、。

卵では10月>9月>4月の順で多かった。

次に，海域を北部(St1 ~ 6 )と南部(St13 ~ 20 )に分けて出現数をみると，稚仔魚とイカ稚仔

では北部海域の方がやや多く，卵では南部海域の方が約2倍多L、。

また，曳網層別の出現状況をみると，稚仔魚・イカ稚仔は下層よりも上層に多く，全出現個体数

のそれぞれ79%，75%を占めている。卵は7月を除き，下層の方がやや多く出現している(表4)。

一方，桁網による採集結果を表 5，表6に示した。これによると，魚類の総出現個体数は 1，895

尾であった。魚類では，カジカ類 1，229尾が最も多く，次いでカタクチイワシ 151尾，アラメガレ

イ122尾，ネズッポ類似尾の順となっている。時期別には，カジカ類の出現した 5月が多く， 次

いで， 10月， 9月の順であった。主要出現魚種を時期別にみると， 4 ~ 5月にかけてはスケソウダ
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ラが多く， 5月になるとカジカ類(全長約20mm前後)が優占し 9 月~ 10月にかけてはアラメガ

レイが多く， 10 月にはカタクチイワシ(全長3O ~40m祝)が多くなっている。

今年は特にカジカ類の出現が多く， 5月では総出現個体数の 83~88% を占めたことが特徴であ

った。また， 10月9日の水深10m の地点でヒラメ・ネズッポ類のやや大型の個体(全長 15~ 2Ocm) 

が，カタクチイワシを抱食しており，カタクチイワシがこの時期の重要餌料となっている様子がみ

られた。

くむ:〉
大島

41。

島知

Gv

.ネットサンプリング

定点

圏ビームトロール曳

140。

図1 重要魚種発生量調査海域図
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表 1 調査実施要目

月 4 5 7 9 10 

日 13 14 16 11 12 15 24 25 2 6 6 7 8 9 

St2 St1 St13 St1 St13 St13 St1 St13 St13 St1 St9 St1"" 

調査内容
""6 元田 ""20 ""6 ""20 ""20 ""6 ""20 "":iD ""6 ""20 8桁

桁 桁
元田 桁 元田 元田 桁 元田 元田 元田 元田 桁 元田 元田 元田 元田

調査員 涌 坪 鈴 木 天野 兜森 兜森 涌坪

表2 元田式中層ネット採集結果表

① 調査月日 4月 13・14・16日 (13日・・…St.2 ""6， 14日…… St.1， 16日…… 13""20 ) 

曳網開始 曳 網 出 現 個 体 数
St 

(祝) 卵
備 考

時 間 水 深 稚 仔 魚 イカ稚仔

1 06 : 03 50 @ ② 

-50 
2 13: 32 

ホンホタfレイキ科カ
80 ホ⑪ モド

4 12: 40 50 

50 ① ① 
5 12: 09 

80 ① 

50 ① 
6 11:20 

100 ホ⑪

13 09 : 10 30 @ 

14 10: 05 50 ① 

50 
15 10: 30 

100 

16 11 : 39 50 @ 

50 ④ 
17 11 : 17 

1∞ ① 

。 @ 
19 12 : 12 

50 ④ 

50 ③ 
却 12: 32 

90 
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② 調査月日 5月11・15日 ( 11日…...St. 1 ~ 6， 15日ぃ・ St. 13~ 3}) 

曳網開始 曳 網 出 現 個 体 数
備 考St. 

時 間 水 深 (机) 稚 仔 魚 イカ稚仔 卵

25 ① 
1 13 :日

① 50 

50 ① 
2 13 : 08 

100 

50 ③ 
3 12 : 35 

① 1∞ 
50 

4 11 : 55 
① 75 

50 ① 
5 11 : 30 

100 ① 

50 
6 10 : 30 

100 

13 09: 35 30 ② 

25 ① 
14 10 : 38 

② 50 

50 ① 
15 11 : 14 

① ② 100 

16 12 : 17 50 ⑤ 

50 
17 11 : 54 

① 100 ② 

25 ② 
19 12 : 43 

50 

50 ① 
20 13: 04 

② 100 

③ 調査月日 5月24・25日 ( 24日・・… St. 13 ~20 ， 25日…… St.1 ~6 ) 

St. 
曳網開始 曳 網 出 現 {国 体 数

備 考
時 間 水 深 (祝) 稚 仔 魚 イカ稚仔 卵

1 10 : 57 50 ④ ②，ホ① ホタルイカモトキ季

50 @ 
2 10 : 18 

② 1∞ 
50 ③ 

3 09: 30 
① ホ①1nQ 

4 09: 07 50 

50 
5 08: 34 

① 100 

50 
6 07: 57 

100 
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曳網開始 曳 網 出 現 個 体 数
St. 

(m) 稚 イカ稚仔
備 考

時 間 水 深 仔 魚 卵

13 09 : 40 30 @ 

14 10 : 40 50 ⑥ 

50 ① 
15 11:08 

90 ④ ホ①

16 12 :却 50 ① 

50 未 採集
17 11 : 50 

90 一
19 12: 50 50 

50 
20 13 : 07 

90 

④ 調査月日 7月2日

曳網開始 曳 網 出 現 個 体 数
St. 

(飢) 稚
備 考

時 間 水 深 仔 魚 イカ稚仔 卵

13 09 : 50 30 

14 10: 52 30 ① @ 

50 ① 
15 11 : 30 

90 

16 13 : 50 50 ① @ 

50 @ ⑤ 
17 13: 28 

90 

19 14: 24 50 ① ④ 

50 @ 
20 14: 46 

90 

⑤ 調査月日 9月6日， 7日 ( 6日SU3~20 ， 7日SU~6 ) 

曳網開始 曳 網 出 現 個 体 数
備 考St. 

(祝)時 間 水 深 稚 仔 魚 イカ稚仔 卵

1 10: 57 48 @ ① 

50 ② ① 
2 10: 20 

90 @ @ 

50 ① ① 
3 09: 45 

80 ④ ① 

4 09: 27 50 @ ① 

50 ① 
5 ω: 07 

95 ① ① 
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曳網開始 曳 網 出 現 個 体 数
St. 

{ml 稚 仔 魚 イカ稚仔 卵
備 考

時 間 水 深

50 ① 
6 08 : 40 

100 @ ① ① 

13 10 : 10 

14 11 : 10 ⑥ ① 

50 ⑥ ① ⑥ 
15 11 : 40 

90 

16 12 : 51 ⑦ ① ⑥ 

45 @ ① 
17 12: 30 

卯 ④ ⑬ 

19 13: 23 ω 

50 ⑤ 
20 13: 46 

90 ⑫ 

@ 調査月日 10月8，9日 ( 8日St.1 ~6 ， 9 日 St.14~ 2O)

曳網開始 曳 網 出 現 個 体 数
考St. 

{ml 
備

時 間 水 深 稚 仔 魚 イカ稚仔 卵

1 11 : 03 50 ⑪ ② 

50 ⑤ ③ 
2 10:ぉ

100 ④ ⑦ ① 

50 ④ ④ ④ 
3 09 : 49 

100 

50 ① ② 
5 09: 15 

100 

50 ② ① ② 
6 08 : 43 

100 @ @ 

14 11:∞ 回 ③ ② 

50 ① ⑤ 
15 11:34 

1∞ 
16 11 : 46 50 @ @ ⑤ 

50 ② @ @ 
17 12 : 15 

1∞ ④ ① ① 

19 13 :初 50 ① 

50 ① 
20 13: 42 

100 ⑥ ① 
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表 3 元田式中層ネットによる月別出現個体数

全点、の出現個体数 St 1 ~ 6の出現個体数 St 13 ~ 20の出現個体数
月
稚仔魚 イカ稚仔 卵 稚仔魚 イカ稚仔

4 37 。 31 11 。
17 。 14 6 。

5 
71 。 6 51 。

7 6 。 17 。 。
9 115 12 42 67 9 

10 63 32 46 42 19 

計 309 44 156 177 28 

表 4 元田式中層ネットによる曳網層別出現個体数

月 曳網層 稚仔魚

上 層 35 
4 
下 層 2 

上 層 78 
5 
下 層 10 

上 層 6 
7 
下 層

上 層 85 
9 
下 層 30 

上 層 40 
10 
下 層 23 

上 層 244 

計 下 層 65 

計 3ω 
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卵 稚仔魚 イカ稚仔 卵

11 26 

4 11 

4 20 

。 6 

6 48 

29 21 

54 132 

カ稚仔

9 

3 

24 

8 

33 

11 

44 

。 20 

。 10 

。 2 

。 17 

3 36 

13 17 

16 102 

ss 

3 

28 

9 

11 

17 

20 

22 

21 

25 

70 

86 

156 

上層:ぉ~ 50 m 

下層:75 ~ 1∞前



表5ー 1 桁網による採集結果表

月 日 4月14日 5月 12日 5月 25日

曳網時間 07: 29~ 07 : 55"-' 08: 18~ 10:辺~10: 53~ 11 : 25~ 11:必~12: 07~ 12: 55~ 

曳網位置
両山沖 高山沖 局山神 向山沖 局山沖 向山沖 局山沖 局山f中 局山f中
水戸口 水戸口 E52σ rz50 

水戸口 高山
Co.235。Co. 211。 O目59"7イル 1.19"マイル 1.66マイル Co.235。Co. 270

0 

水深(祝〉 30 20 15 10 20 30 30 20 10 

表面水温CC) 5.5 6.9 一 12.7 12.0 

エ イ 類 ① 

カタクチイワシ

ヤガラ類 ⑮ 

タ イ

イシダイ

キ ス

ネズッポ類 ① ② ⑬ @ @ ② 

ギンポ類 ④ ⑬ 

ノ、 ゼ 類 ① ① @ @ 

コ チ @ ④ 

カジカ類 @ @ @ @ 
オコゼ類 ④ ① ① ① 

クサウオ ① @ @ ① 

スケソウダラ @ @ ① @ 

ヒ フ メ

アラメガレイ ② ① @ 

イシガレイ ① 

その他カレイ類 ④ @ ① ② @ 

ササウシノシタ ① 

クロウシノシタ

カワハギ

不 明 魚 ⑤ ⑦ 

魚 計 @ @ ① @ @ @ ⑬ 
、、、 ミイカ ① @ 

コウイカ類 ② ① 

タ コ @ 

カ 一
ニE ビ ④ @ @ ⑤ @ 

ヒ ト ア ⑦ @ ⑧ ③ 

ゴカイ努昏 ゴ州類のみ

備 考 砂利多し 藻あり 藻多し藻・砂利 アミ類 アミ類昏
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表 5-2 桁網による採集結果表

月 日 7月6日 9月 7日 10月9日

曳網時間 06:50~ 07:0~ 11: 35----11 :5号~ 12:~主r-- 12:日~ 13:1~ 13:3少、J

曳網位置
高山沖 高山沖 高山沖 高山沖 高山沖 高山沖 高山沖 両山沖 高山沖

水戸口 水戸口 水戸口 水戸口 水戸口 水戸口 鯵ケ沢 鯵ケ沢
白.1250 白 2400 Co.292'。 仁:0，1450 Co.65。 Co.3ぴ Co. 100 Cα2ぴ

水深 (m) 10 20 30 26 3) 30 20 10 

表面水温CC) 3).2 19.8 19.0 計

二E イ 類 ① 

カタクチイワシ @ @ 
ヤガラ類 ⑮ 

タ イ ① @ ③ 

イシダイ ① ① 

キ ス ⑦ ② ⑥ ⑮ 

ネズッポ類 ② ② ⑬ ⑤ ⑥ @ 

ギンポ類 @ 

ノ、 ゼ 類 ③ ① @ 

コ チ ① ① @ ⑪ 

カジカ類 @ ~ 
オコゼ類 ⑦ 

クサウオ ⑮ 

スケソウダラ @ 

ヒ フ メ ① ① ⑦ ⑨ 

アラメガレイ ② ① ⑬ @ @ @ @ 
イシガレイ ③ ① ⑤ 

その他カレイ類 @ ① ③ @ 

ササウシノシタ ① ② ① ⑤ 

クロウシノシタ ④ ① ③ @ 

カワノ、ギ ⑤ ① @ 

不 明 魚 ① ① @ 

魚 五十 ⑪ ④ ⑪ @ ⑪ ① @ @ ~ 
、、 ミイカ ① 

コウイカ類 ① 

タ コ ① ① ② 

カ 一 ① 

こに ビ @ ① ⑤ ⑥ ⑫ ① @ 

ヒ 卜 ア ② ⑮ 

備 考 ゴカイ類宅事
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表 6 桁網による採集日別の魚類出現個体数及び主要魚種

採集月日 総出現個体数 主 要 魚 種

4月14日 85尾 スケソウダラ 48尾， クサウオ 11尾， コ チ 7尾

5月12日 794 カジカ類 660 スケソウダラ 43 ハゼ類 39

5月25日 637 カジカ類 563 ギンポ類 22 ヤガラ類 15

7月 6日 32 カレイ類 15 カジカ類 8 

9月 7日 111 アラメガレイ 52 ネズッポ類 23 キ ス 9 

10月 9日 236 カタクチイワシ 151 アラメガレイ 55 ネズッポ類 8 

一10ー



中層資源開発調査

中田凱久・田村真通・兜森良則

調査目的

サバ，イワシ，スケトウダラ等の表，中層資源、を対象とした中層トロール漁法の導入をはかり，

本県底びき網漁業の経営安定に資する。

調査内容

1. 調査期間 昭和 59年 4月および昭和 59年 11月~ω年 2月

2 調査海域青森県太平洋沖合海域(図 1) 

3. 調査船試験船開運丸(299.56トン， D.770馬力)

4 調査方法 オッタートロール漁法による中層曳漁業試験

調査結果

1. 漁獲試験

本年は異常低水温にかかわる海洋観測およびサケ，マス資源調査準備等のため，開運丸を計画

どおり運航出来す，図 1に示す海域で， 6航海延 21回の試験操業を行った(表 1)。

魚種別漁獲量はスケトウダラ 541.4 kg，アブラツノザメ 28尾，マイワシ 7kg， ドスイカ 38尾，そ

の他ホタルイカ， ミ之イカ，キュウリエソ，ハダカイワシ，ウマヅラハギ，ソウハチ，アナゴ，

エイ，ネズミザメ，サクラマス，マダラ，ハタハタ等の入網が認められた。昼間に海底付近の曳

網が多かったためスケトウダラが主に漁獲されたが各魚種共漁獲量は少なかった。

2. 魚体調査

入網した漁獲物は，各魚種別に魚体測定をおこない，その結果は図 2~図 4 に示した。

(1 ) スケトウダラ

漁獲されたスケトウダラの体長範囲は 16~ 41 cm台で，モードは 20~ 23 cm， 26 ~ 28c祝，30~40 

cm台に認められるが，漁獲量がもっとも多いのは 28~29cmで、ある。生殖線については重量が維

では 0.1~4 g台，雌は O.3~5.2 gにあって，すべての魚体が未熟であった。胃内容物につい

てはほとんどアミを捕食していた。

(2) アブラツノザメ

全長の範囲は 40~79 cm台にあった。

(3) ホタノレイカ

胴長範囲は 27~46 mm台にあった。

(4) マイワシ

体長範囲は 1O ~15cm台にあり，モード 11cm台と小型が主体であった。
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3. 標識放流

試験的に4月26日に入網したスケトウダラ 7尾にアンカータグ(アオ 127~ 133黄色)を付し

標識放流を実施した。なお，放流魚は再捕されていなし、。

今後の課題

本年の調査結果からみると，魚、探反応の多いところで曳網しても皆無の状態で，特に対象魚種の

マサパ，マイワシの漁獲がほとんどなかったことは，曳網速度が 3ノット以下であり，曳網速度が

足りなかったためではないかと思われる。マサバ，マイワシ等遊泳速度の速い浮魚の漁獲効率を高

めるため袖網，胴網およびオッターボードの改良等により曳網速度を 5ノット以上に速めることが

必要と思われるO なお，調査海域および時期と各魚種の生態との関連を把握した上，曳網する時刻

とそのときの深度などを調整して調査を実施する必要もあろう c

30' 

20' 

10' 

41' N 

50' 

40' 

30' 

30' 40' 50' 142' E 20' 

図1 中層資源調査海域図
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表 1 中層資源開発調査結果

操 業 次 数 1 2 3 4 5 

月 日 59， 4， 13 59，4，13 59， 4，16 59， 4， 16 59， 4， 17 

投網位置 N 40 -49(水深) 40-51( 11 ) 40 -48( 11 ) 40 -42( 11 ) 40 -42( 11 ) 

(網安定) E 141 -59(345) 141-41(2∞)  142 -00(410) 142 -01 (325 ) 142 -00 ( 210 ) 

揚網終了 N 40-51(水深〕 40-48(庁〕 40 -42( 11 ) 40 -47( 11 ) 40-33(庁)

(揚網開始) E 141-52(3∞) 141-32(170) 142-03(460) 141-57(290) 142-00(210 ) 

曳 網 開 始 06 05 11 05 09 : 45 13 03 05 25 

曳 網 終 了 09 00 14 00 12 00 16 02 08 34 

曳網方向(度) 315 130 160 340 160 

曳網水深(m ) 165~1 1O 50 ~ 30 50 ~ 100 135 ~ 50 60 

網口高さ(m ) 17 17 17 17 17 

曳網速度(ノット) 2. 7 2.5 3 2 5 3 

曳網層水温 Cc) 4. 7 ~ 46 4.6 4.6 4. 9 ~ 4.5 4.3 

ワープ長(m ) 450 350 800 ωo 350 

天 (戻 bc bc d C f 
気
風向・風力 WNW4 WNW3 S E 3 SE2 S E 1 

象
温気 4.4 7.5 4.0 4.6 4.3 . 

海
戸よえコし 圧 1，014 1，014 1，020 1，019 1，022 

象
波 浪 3 3 2 2 2 

う ね り 3 3 2 2 2 

。官l 2.4 2.4 2. 7 3.5 3.2 

水 10 2.16 2.20 2. 70 3.64 3.10 

20 2 09 2.96 2.60 4.01 3.09 

30 2.08 3.65 2.81 4.58 2.55 

50 2.81 3.89 2.94 4.81 3.23 

75 3.57 4.04 3.30 

100 4.26 4.14 3.80 4.88 3. 73 

150 4.82 4.60 4.37 4.91 4.31 

温 200 4 55 4.64 4.95 

300 4.56 4.71 

漁
スケトウダラ 2 kg 7.2 kg 50 kg 100 kg 

アブラツノザメ 皆 1尾 5尾

獲 -:( イ ワ 、/

ホタルイカ 無
量
ド ス イ カ 2尾

ミミイカ，数尾 ソウハチ 1尾

備 考
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6 7 8 9 10 11 

59，4，24 59，4，24 59，4，25 59，4，25 59，4，26 59，4，26 

40 -55(水深) 40-51( 庁) 40-57( 11) 40 -54( 11 ) 40 -44( 11 ) 40 -32( 11 ) 

141-32(225) 141ー 54(350) 141 -35(355) 141 -47(315) 141 -59(230) 142一06(345)

40 -50( 11 ) 40 -56( 11 ) 40-53( 庁) 40 -56( 11 ) 40 -31( 11 ) 40 -38( 11 ) 

141 -51 (215) 141 -44(305) 141 -50(340) 141-35(230 ) 142 -03(お0) 142一03(338) 

05 : 38 12 : 08 06 : 03 11 : 42 05 : 58 11 : 42 

10 : 53 16 : 12 10 : 33 15 : 54 10 : 30 14 : 00 

130 298 121 275 156 358 

75 ~55 60 ~25 55 ~40 95 ~ 40 30 ~80 55 ~28 

16 17 16 16 16 17 

2.8 3 2.5 3 2.5 3 

5.4 5.2 4.6 4.5 5.5 ~ 5.1 4.8 ~4. 7 

お0 600 651 500 450 700 

b b b b b b 

W 3 W 4 W 2 NNW2 SWl S 1 

5.0 7.1 6.6 8.2 5.2 7. 1 

1，018 1，018 1，020 1，023 1. 027 1，026 

3 4 2 2 1 1 

3 4 2 3 2 2 

4.0 3. 7 4.5 3.3 4. 7 4.9 

3.58 3.04 3.15 2.31 3.48 3.70 

3.86 3.34 3.10 2.39 3.51 3.53 

4.10 3.47 3.36 2.62 3.92 3.67 

4.50 3.56 3.85 3.99 4.30 4.02 

4.60 3.98 4.07 4.20 4.40 4.29 

4.64 4.33 4.37 4.42 4.51 4.46 

4.57 5.32 4.70 4.67 5.06 5.05 

5.66 5.06 4.43 5.29 

4.63 4.76 

1. 8 kg 2.8 kg 9.5 kg 加 kg 90 kg 1. 8 kg 

3尾 5尾 3尾

8尾

2尾

ハダカイワシ2尾 アナゴ 1尾 スケトウダラ7尾

標識放流
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中層資源開発調査結果

操業次数 12 13 14 15 

月 日 59. 4.26 59.11. 11 59.11.30 59.11. 30 

投網位置 N 40-46 (水深) 40-34 40-54 ( 11 ) 40-55( 11 ) 

(網安定) E 142-∞(300) 142-12 141-43 (270 ) 141-49( 365) 

揚網終了 N 40-35 ( 11 ) 40-35 40一51( 11 ) 41-11 

(揚網開始) E 142ー02(280) 142-10 141ー50(225) 141-40 

曳 網 開 始 15 42 07 : 30 06 : 40 09 : 40 

曳 網 終 了 18 :ぉ 08 : 08 08 : 40 15 : 38 

曳網方向(度) 158 285 135 350 

曳網水深(m) 40~ 15 30 15~50 90~44 

網口高さ(m) 16 8 15 16 

曳網速度(ノット) 3 2.8 2.4 3.5 

曳網層水温(OC ) 4.9 1 1. 4~1 1. 2 

ワープ長(m ) 6aJ 100 647 250 ~ 150 

天 侯 bc c C c 

気 風向・風力 S 2 SW 2 W 4 W 4 

象 気 温 7.2 13.7 10.6 11. 0 

海 気 圧 1，024 1，009.5 1，020 1，020 

象 波 浪 2 2 4 4 

う ね り 2 1 3 3 

。m 4. 7 15.4 11. 6 11. 6 

水 10 3.93 

20 3.44 

30 3.53 15.3 11. 6 11.5 

50 3.68 15.3 11. 5 11. 4 

75 3.79 15.2 11. 3 11.3 

100 4.02 15.2 11. 3 11. 2 

150 4.50 15.2 10.9 11.0 

温 200 4.96 9.0 11.0 10.7 

300 3.3 5.3 

スケトウダラ 50kg 1尾

漁 アブラツノザメ 皆

獲 てr イ ワ シ 5尾 7 kg 

量 ホタルイカ 無 3尾

ド ス イ カ

ウマヅフハギ

数尾
備 考

魚探反応あり 魚探反応あり 魚探反応あり
」一一一 」
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16 17 18 19 20 21 

59.12. 4 59. 12. 18 59.12.20 59.12.21 60. 2. 7 60. 2. 8 

40 -44( 1/ ) 40-53 ( 1/ ) 40 -51 ( 1/ ) 40 -52 ( 11 ) 40-53 ( 11 ) 40-56 (庁)

141 -54( 140) 141-53 (320) 141 -55 (306) 141-50 (340) 141 -52 (340) 141-42 (340) 

40 -42( 11 ) 40 -40 (グ) 40-43 40-47 ( 11 ) 40-44 ( 11 ) 40-47 ( 11) 

141 -56( 150) 142 -03 (460) 142-01 142-57 (320) 142-02 (360) 141 -56 (245) 

14 :∞ 06 : 14 12 : 07 03 : 52 12 : 50 03 : 50 

14 52 11 17 16 : 40 07 : 53 16 : 50 08 : 30 

155 145 135 145 135 145 ~ 120 

110 ~ 135 

15 15 16 

3 2.5 2.5 

7.2 7.0~7.1 

3∞ 700 7ω~500 

b C C C C C 

SW  3 NNW3 SW  3 W 3 NNW4 NE  3 

12.5 3.6 4.0 4.0 3. 7 0.5 

1，020 1，012 1，016.0 1. 015 1，014.5 1， 021 

3 2 3 2 4 2 

4 2 3 2 3 2 

11. 7 10.4 11. 2 11.2 6.1 4.7 

11. 7 10.3 11.2 11.2 6. 1 5. 0 

11. 7 10.1 11.2 11. 2 6.15 7. 0 

11. 5 9.8 11.2 11. 2 6.15 7. 1 

11. 2 9.7 11.2 11.2 6. 2 7.15 

8.8 11. 2 11.1 6. 2 7. 2 

8.0 11. 2 10.8 6. 5 7. 1 

4.5 7.2 8.3 6. 6 7. 0 

6.3 kg 10 kg 10 kg 60kg 60kg 

皆 3尾 3尾 5尾

1尾

無 2尾 若干

30尾 4尾

エイ類 1尾 ハダカイワシ ネズ之ザメ 1尾

2尾
サクラマス2尾
マダラ 1尾

ノ、タハタ キュウリエソ若干
ケガニ 1尾

魚探反応あり 2尾
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イカ釣用省エネルギー集魚灯実用化促進事業

兜森良則・赤羽光秋

目的

イカ釣漁業は多量の集魚灯用燃油を消費し，そのため経営が著しく圧迫されているので，省エネ

型集魚灯の開発普及によって当該漁業の経営安定に資するものである。

なお，昭和 59年度は普及活動を推進するとともに，省エネ型集魚灯取付民間漁船における省エネ

効果と漁獲効呆について追跡調査を実施した。

普及活動

1.活動期間昭和 59年 4月~昭和ω年 3月

2 活動内容

(1 ) ビデオとパンフレットの作成・広報

(2) 講演会の開催

ア演題・演者

⑦省エネ集魚灯の理論- 北海道大学水産学部教授 鈴木恒由

イカの生態と集魚の原理・集魚灯省エネ化の理論について

④ 省エネ集魚灯(スポットライト式集魚灯)の効果

開発の経緯・試験結果について

イ 開催日・場所

…漁業部技師兜森良則

昭和 ro 年 3 月 12 日~ 14日 三厩村，大間町，六ケ所村泊

追跡調査

1.調査期間昭和 59年 6月~昭和60年 3月

2 調査実施船とその要目 表 1

3. 調査方法

スポットライト式集魚灯を自主装備した民間イカ釣漁船を対象に，必要項目について聞取形式

で実施した。なお，県内船については，予じめ調査用紙を渡し，燃油充填量・漁獲尾数等を逐一

記録するように依頼しておいた。

4 結果

調査実施船は 6.5トンの小型船から 96トンの中型船であり，全船がスポットライト式集魚灯と

他集魚灯との併用であったため，燃油量の詳細がわからず3隻の年間消費量がおおよそわかった

だけであった。それによれば第58幸栄丸は約 120kt，龍徳丸は約9Okt，第 35宏緊丸は約200ktで，
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このうち頻繁にスポットライト式集魚灯を使用し操業した第 35宏緊丸についてはスポットライト

式集魚灯 10灯が増えたため約'2fJkt増加した。

また県内船では，日毎の漁獲尾数のデーターは第 35宏緊丸のものだけしか入手できず，全ての

データーが併用時のものであった。

このため予定していた省エネ・漁獲の両効果について解析はできなかった。スポットライト式

集魚灯を使用してみての感想を聞取ったところ， 5隻の意見は一致していた。それは光力の小さ

いスポットライト式集魚灯を使えば燃油は少なくて済むことは確実と思われるが，漁獲効果は大

光力船に劣るというものであった。つまり，白船が他船と非常に離れた海域で，他漁船の集魚灯

に影響されないような場所での操業ならある程度の漁獲はあるものの，隣接して操業する場合は

自船の漁は全くなくなり，非常に明るい大光力船にイカを誘因，漁獲されてしまうため，イカ漁

獲の決め手は集魚灯の明るさ(光力)にあるとするものである。この他，県内の小型船 2隻では

集魚灯の電極部に焦げ付き欠損が生じた。これは過電圧使用が原因と思われる。

5 考察

昭和 57年より開始されたこの事業は，直接的には燃油低消費型でしかもある程度の漁獲性能

をもっ集魚灯を開発・実用化し究極的にはイカ釣漁業の経営安定化を図るものであった。

その成果は，一つはイカ漁獲に必要な集魚灯の光力はそれ程大きなものではないこと。今一つ

は開発したスポットライト式集魚灯の使用で燃油が従来の 5~7 割の大巾な省エネになることで

ある。

我々はこの 3年間試験研究を進める一方で，並行して研究成果の広報と開発集魚灯の普及活動

を実施してきたところであるが，現段階における普及は十分ではなし、。その要因を探ってみると

大きく二つが考えられる。

まず事業開始の時期的タイミングが考えられる。昭和57年は従来からの白熱・ハロゲン灯から

放電灯への急転換が始まった時期にあたる。当時この放電灯は高価格で，漁業者は大きな負債を

抱えこむことになり，これより 1~2 年遅れて販売体制のできたスポットライト式集魚灯はいか

に低価格のものであってもその普及は難しい状況下にあった。

次に重要視されることは，漁獲と集魚灯光力との関係に対する漁民の経験的意識を変えること

が極めて困難なことである。それは前述したが，漁獲競争のもとでは船間同士の漁獲の優劣は集

魚灯光力の大小によって決まるとするものである。これを裏付けるように，省エネと漁獲効率の

向上を銘打った放電灯が普及して4年目を迎える生産現場では，一部で光力規制を行なっている

ところもあるものの，光力競争へと走りはじめている。

更にこのような事態は再びイカ釣漁業を燃油多消費型漁業に逆戻りさせ，果てしない漁獲競争

は資源の悪化を招き，ひいては経営不振の度を強めることにもなろう。

なお，イカ釣漁業の経営安定に資するため，今後とも自然科学面から漁船が込み合うような操

業形態下におけるイカの対光行動等の解明して行くべき問題もあるが，資源管理型漁業を指向す

る行政の積極的な対応も望まれる。
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表 1 追跡調査実施船

番号 船名(トン数) 使用集魚灯 CkwX灯数) 割合C%) 船籍港

1 第 21 和晃丸 グリーンビーム ( 2 X 3) 11 泊

(19) 

白 熱 (2.5 X 4) 18 

S 灯 (1.5X26) 71 

2 龍 徳、 丸 ノ、 ロ ゲ ソ ( 3X26) 72 泊

(9.6) 

ネンピカット (1.5 X 16) 22 

S 灯 (1.5X 4) 6 

3 第 8 正栄丸 ネンピカット ( 1 X 6) 27 
オヒ 海 道

(6.5) 泊

ハッピーライト ( 1 X 2) 10 

白 熱 ( 2 X 4) 36 

S 灯 (1.5X 4) 27 

4 第 58 幸栄丸 キャッチライト ( 2 X 46) 91 新 潟

(59.臼)

S 灯 (1.5X 6) 9 

5 第 35 宏緊丸 キャッチライト ( 2X36) 83 八 戸

(96) 

S 灯 (1.5X10) 17 

一ーーー」ーー
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津軽海域総合開発事業調査(ウスメバル)

涌坪敏明・田村民通

調査目的

青森県日本海沿岸域の小型漁船による一本釣・見事j網漁業の重要対象魚種であるウスメバルの生態

・漁場環境を解明し，資源維持・増殖を目指した海域礁の漁場造成のための適地選定及び設置構造

物の検討をすることにより，津軽海域総合開発事業の開発計画算定に資する。

調査内容

1.調査期間 昭和59年 4月~昭和ω年3月

2. 調査項目及び調査方法と結果

(1) 海域礁設置のための適地選定

昭和55~59年に行ったウスメバルの生態・蝿集環境及び海底地形(水深・底質)調査結果に

基づき，次のような適地選定基準を設定した。

ウスメバルの生態としては，

@ 成魚の生息適水深が8O~150m であること。

@ 潮上域へ集群する傾向のあること。

海底地形からみた適地の条件としては，

@ ウスメバルの蝿集のみられない砂泥域であること。

@ 沿岸の天然礁の潮上であること。

以上の観点から，小泊沖と岩崎沖 (58年)の水深間~90mの砂泥域を海域礁の適地として選

定した(図 1)。

(2) ウスメバル漁場調査

設置構造物の広がり・高さを検討するため，海域礁設置予定海域周辺の天然礁において，魚

群探知機(以下，魚探とする)による海底地形調査及び一部釣獲試験を実施した。

魚探による海底地形調査の方法一一ウスメバルと思われる魚探反応のある天然礁(根)に

おいて，一定の速力により天然礁の中心を通り，潮流方向とそれに直交する方向の 2つの線上

の魚探記録をとる。これにより，天然礁の広がりと高さを把握した(図 3)。

実施要目を表lに，実施場所を図2に示した。延25ケ所の天然礁の調査を行い，このうち12

ケ所で釣獲試験を行った。

調査海域は，水深60~170m ( 60~90m が中心)の岩礁地帯。海況条件としては，対馬暖流

が津軽海峡へ流入する海域となっている。

1つの天然礁における潮流方向への広がりは. 133 ~ 376 mで平均担8mであった。また同

様に，潮流方向と直交する方向への広がりは. 151 ~ 421 mで平均 250mであった。 1つの天

-21ー



然礁における高さは， 2 ~54 m で平均lO m(4~5m が中心)であった。

釣獲試験を魚探調査後に同地点で10分間ぐらいを目途に実施したところ，ウスメバルが多か

ったのは 1ケ所のみであった η しかし，調査を実施したこれらの天然礁は沿岸域での好漁場と

なっていることから，設置構造物(魚礁群)の配置の条件として，広がりおOmぐらいで高さ

4~5mの規模が適当と考えられる。

N 41。

2OO'W 
大島

2∞てろ六島

E 1400 

図 1 海域礁選定適地

表 1 ウスメバル漁場調査実施要目

調査年月 日 魚探調査回数

60. 1. 21 2 (①~②〉

1. 27 4 (③~⑥) 

2. 5 6 (⑦~@) 

2. 6 7 (⑬~⑬〉

3. 12 6 (@~@) 

- 22ー

1:選定適地

釣獲試験回数

2 (①~②〉

1 (⑥) 

3 (⑦~@，⑮〕

1 (⑬) 

6 (@~@) 



表 2 ウスメバル漁場調査結果一覧

調査地点
月 日 時 間

位置 水深
流向
①潮流方向 ①と直交する 天然礁の

釣 獲 状 況No. 権現崎竜飛崎 (m ) の距離(m) 方向の距離刈 高さ(m)

① 1. 21 08 : 14~伺:初 マ1寸1.l3レ Y1.7 108 ~ 160 sw 371 151 54 

@ /1 09 :初~09 : 45 12.2 5.5 1随 ~164 /1 376 318 50 

@ 1.27 11: 伺~11:48 5.4 4.7 103 ~ 110 28.0 159 223 7 

@ /1 12 :∞~12 : 11 5.3 4.5 部~ 105 /1 257 350 17 

@ /1 12 : 36~12 : 45 5.0 4.8 94 ~ 99 /1 297 2但 5 

@ H 15:41~15:50 2.5 6.3 78 ~ 82 45 244 294 4 ウスメバル33尾，ホッケ1尾，ソイ 1尾

⑦ 2.5 09 : 47~09 : 58 2.3 6. 7 78...... 80 /1 178 196 2 

@ /1 10 : 15 ~10 : 25 2.0 7.4 81...... 86 /1 289 2印 5 

@ /1 11 : f6......11 : 36 4.8 7.3 116 ~ 119 280 276 244 3 

⑬ /1 12 :∞......12 : 15 5.6 7.5 130 ...... 133 /1 321 302 3 ウスメバル14尾，ソイ 1尾，ホッケ20kg

@ /1 13 : 35......13 : 45 6.4 7.6 148 ......156 300 265 421 8 
!::l 

⑫ /1 15 : 25......15 : 35 5.8 7.2 127 ~ 130 /1 302 313 3 

⑬ 2.6 10 : 1O ~10 : 21 5.4 7.6 132...... 170 2加 250 270 38 ウスメバル3尾，ホッケ 40kg 

⑬ /1 11:20......11:29 5.4 7.8 134...... 154 /1 195 288 20 

⑬ /1 13 :却......13:28 4.2 4.8 74...... 77 45 185 225 3 

⑮ /1 13 : 45~13 : 53 3.8 5. 1 61 ~ 66 /1 238 165 5 

⑪ /1 14 : 25......14 : 33 3.2 4.7 78...... 80 /1 255 208 2 

⑬ /1 14 : 50......14 : 58 3.2 4.7 66...... 70 /1 173 230 4 

⑬ /1 15 :包......15: 30 1.7 9.5 61 ~ 63 /1 328 283 2 

@ 3.12 12 : 10......12 : 17 2.4 6.9 82...... 86 220 212 249 4 ホッケ 5尾

@ /1 12 : 3O ~12 : 35 2.4 6. 7 84~ 88 M 223 225 4 /1 3尾

@ /1 12 : 45......12: 53 2.8 6.3 85 ~ 89 /1 初9 212 4 ウスメバル6尾，ソイ 2尾

@ /1 13 : 55......14 : 03 3.1 5.9 79 ~ 83 /1 212 307 4 /1 7尾，ホッケ 6尾

@ /1 14 : 2O ~14 : 25 4.4 4.9 83...... 88 /1 167 207 5 /1 3尾，アイナメ 1尾

@ /1 15 :∞~15 : 10 3.4 5.2 63...... 67 /1 207 188 4 
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魚群反応
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図 3-1 魚探記録
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大規模増殖場開発事業調査(ヤリイカ)

敏明史紀・涌坪真通・鈴木田村

的目査調

昭和 57年度より小泊沖と大戸瀬沖にヤリイカ産卵礁の設置が行われているが，これらの事業効果

ヤリイカ漁業の振興に資する。とヤリイカの生態の未解明部分を明らかにすることにより，

法査方調

験実ss 産1. 

1辺が約 50cmの産卵実験箱 6個を岩崎沖に設置し， 1ヶ月毎に引揚げ，その産卵状況を確認した。

図 2) 産卵箱

司

図1.(昭和 59年 1- 6月実施，調査海域
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岩崎沖ヤリイカ産卵箱設置位置図
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図2 産卵調査に使用した実験施設の概要図

2. 産卵テスト礁試験

産卵テスト礁 1基を岩崎沖に設置し潜水によりその産卵の方向性，設置構造物の状況の確認

を行った。テスト礁の設置昭和59年10月13日。潜水調査実施昭和60年 3月16日。

居
轄
。
の
ト
-
[

32∞酬

図3 ヤリイカ産卵テスト礁

- 35ー



3. 

4. 

鯵

赤

標 識 放 流

btl 
伺

g 

~ 

富。

s 

ヤリイカ

\..~産卵施設
:t=100m 

s 
i 松神大型定

~ 

。1 2 
図4岩崎沖ヤリイカ産卵実験施設設置位置図

3 4 5 km 

日本海側のヤリイカ冬群の回遊移動状況を把握するため，小型定置網(底建網)に入網したヤ

リイカ 34尾にアンカータッグを付けて放流し， その移動経路の解明を行った。

標本漁船調査

ヤリイカ冬群の来遊状況を調査するため，昭和 59年 11月から昭和田年 3月までの期間に 6隻

の漁船に操業記録の記入を依頼し操業状況のデータを収集した(表 1)。

表 1 標本漁船名簿

地 区 氏 名 住 所 船 名

ケ 沢 斎 藤 敏 市 鯵ケ沢町舞戸町 長 徳 丸

" ユノな，、 良 義 光 " 浜町 神 陽 丸

石 長谷川 栄 " 赤石 長 進 丸

" 石 岡 繁 春 " 豊 栄 丸

大 戸 瀬 野 久 逸 深浦町北金ケ沢 徳 正 丸

" 八木橋 勲 " 多 賀 丸

- 36ー



5. 資源状況調査

ヤリイカの資源状況を明らかにするため，関係漁協のヤリイカ漁獲量に関する情報収集を行っ

。
た

なお，上記2を除く 1- 5の調査は，ヤリイカ増殖研究推進委員会(内山博夫委員長)に業務

委託して実施したものである。

調査結果

1.産卵実験

1月23日に産卵箱を岩崎沖に設置し 1ヶ月毎にその産卵状況の確認を行った。その結果， 2 

月には 1箱平均 20本の卵のうがみられ，冬群の産卵が確認された(表2)。

また， 5 - 6月の春群の産卵量は非常に少ないものに終ったが，この原因として昭和 59年春の

異常低水温が考えられた。この異常海況の状況をみるため，まず，鯵ケ沢定置水温の旬別推移を

みると， 2月未以降例年より 1-30C低めとなっていた(図 5)。一方，本県沖の定線観測結

果から沿岸を覆っている対馬暖流の推移をみると， 0・50・100m層の中心水温，流量，流巾等

の流勢指標の平年偏差の標準偏差に対する割合は， -200%( 20年に 1回の出現確率)を越えて

おり，青森県日本海沿岸の海水温は異常に低かったものといえよう。(表3)。

表2 産卵箱 1箱当り平均付着卵のう数の推移
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5 

0 

6 

5本

項 目
11 月上旬 3 月 中旬 4 月上旬

4(4/月21-下26旬) ( 10/31-11/1) ( 3/14-11 ) ( 4/2-3 

水深 現 況 17.30C 7.50C 8.00C 9.00C 

。机 平年値 18.3::i:: 1. 1 8.9土0.6 8.9::i:: 0.8 11. 9士1.0

対 偏 差 -1.0 -1.4 -1.4 -2.9 

，馬 標準偏差に
-91% -233% -172% -290% 

対する割合

暖 現 況 17. 70 oC 6.91 6.78 7. 980C 

流 50 m 平年値 18.39士0.91 8.88土0.58 8.99土0.53 9.93士0.73

中 偏 差 -0.69 -1. 97 -2.2 -1.95 

dむ 標準偏差に 一76% -340% -417% -267% 対する割合

水 現 況 14. 97 oC 6.89 6. 660C 7. 140C 

温 100 m 平年値 16.60士1.79 8.78士0.63 8. 79士0.57 9.35土0.82

偏 差 -1. 63 -1.89 -2.1 -2.21 

標準偏差に
-91% -300% -374% -270% 

対する割合
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項

対馬暖流水塊

深度(70C等

温線の深さ)

対馬暖流流巾

(1∞m層 50C
等混線の距岸

位置)

対馬暖流流量

(x 10・wl/句)

目

現 況

平年値

偏 差

標準偏差に
対する割合

現 況

平年値

偏 差

標準偏差に
対する割合

現 況

平年値

偏 差

標準偏査に
対する割合

偏

℃ 

20 

10 

3 

2 

。
差-1 

-2 

-3 

58' 
10 

10 

11 月 上旬 3 月 中旬 4 月 上旬 4 月 下旬
( 10/31 ~11/1 ) ( 3/14 ~15) (4/2~3) ( 4/21 ~26 ) 

196 m 50 m 20 m 106祝

194士45 190士34 182士38 177士40

+ 2 -140 -162 -71 

+4% -412% -426% -178% 

48マイル 30マイル 18マイル 31マイル

59士13 51士19 46.5士15.7 41士H

-11 -21 -28 -10 

-85% -111% -179% -90% 

3.17 0.51 1.09 0.98 

3.64::!:: 0.95 2.∞::!:: O. 33 1.90士0.52 2.19士0.64

-0.47 -1. 49 -0.81 -1. 21 

-49% -452% -156% -189% 
L一一一

※平年値S39~58 年

58 -59年傾

一一一一一一
11 12 1 2 3 4 5 月

59' 年

/¥ 12八 l 八 2 3 4 5 月

図5 鯵ケ沢定置水温旬別推移 平年値:S. 29年からの

平年値
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2. 産卵テスト礁試験

昭和59年 10月 13日に設置した産卵テスト礁におけるヤリイカの産卵状況ををみるため，昭和

60年3月 16日に潜水調査を実施したが，ヤリイカ(冬群)の産卵はみとめられなかった。

また，設置状況ではテスト礁周辺の洗掘が激しかった(表4，図 6)。このため，産卵礁設置

海域としては，砂層が薄い海域を選定すること及び，産卵礁の構造としても洗掘の起こりにくい

構造であることが必要とされる。

表4 テスト礁，潜水調査結果

項 目 内 F骨』

潜水月 日 昭和田年3月 16日

潜水時間 第第 1 回 11 43 時時31 59 分分~~ 11 44 時時0450 分分
2回

水 深 48m 

調査対象 産卵テスト礁 1基

底 質 砂

設置の状況 洗掘して頭が 20cm程出ているのみ

ヤリイカ卵のう なし

蝿 集 魚 なし

付着生物 ゴカイの生活管が全体の 80%をおおう。

テスト礁

T
Y
 

持一一 3∞cm---+1 

図6 岩崎沖産卵テスト礁の状況

3. 標識放流

昭和59年 1月2 日に冬群を対象に鯵ケ沢沖5.3~ 6.3マイル，水深64~82 机で 34 尾の標識

放流を実施したが，再捕報告は得られなかった。

今期の漁況は，後述の漁獲状況からも明らかなように極めて不振であり，来遊量が少なかった

ものと考えられる。このため，放流尾教も 34尾と少ないものであった。

4. 標本船調査

標本船の底建網設置位置は図 7のとおりで，網口の方向は北から東向きとなっており，例年と

同様である。

標本船の日別網別漁況推移をみると図 8 のようになり，漁期は 12 月中旬~1 月下旬とみられる。

日降は2月中旬項まで漁期が続いたので，漁期が短くなっているのがわかる。さらに地域的な漁
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況をみると，鯵ケ沢から赤石沖では 12月中旬と 1月上旬に 2回の漁況の山，大戸瀬沖では 1月を

中心とする漁況の山，田野沢沖では 12 月下旬~1 月上旬を中心とする漁況の山がみられる。これ

ら漁況の特徴としては，赤石~大戸瀬を境として，北の海域では漁況の山が 2回，南の海域では

1回の山がみられることである O

C.P.U.E(lケ統当り漁獲量)は 30ケース(120 kg )で，昭和 57. 58年と比べると約

11%と漁況は不振であった(陥和 57年 249ケースニ996kg，昭和 58年 2b5ケース=1，0回 kg)。

一方，水深別の漁獲状況をみるため，操業水深別の C.P.U.Eをみると，水深71~90m

で漁獲が多く，脳和 57・58年の漁獲の多かった水深 81~ 100 mて、の漁獲割合は少なかった(表5)。

N 150 
100 50m 

150 

占
』

• A 
o B 

100 
C

D

E

F

 

A

a

ロ
畠

矢印:網ロの方向

図7 標本漁船底建網設置位置及び網口の方向
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表 5. 水深別漁獲状況

ミ寺実
11 ~ 3月 c P U E 平均に対する比率

57 年 58 年 59 年 57 年 58 年 59 年

五豆町 37ケース 189ケーF 17ケース 0.1 0.8 0.6 

~60 154 137 0.6 0.6 

~ 70 79 185 25 0.2 0.7 0.8 

~加 221 3部 46 0.8 1.6 1.5 

~90 370 375 31 1.4 1.5 1.0 

~1∞ 358 227 24 1.4 0.9 0.8 

~110 お0 398 17 1.1 1.6 0.6 

平 均 265 249 30 

5. 資源状況調査

日本海主要6港のヤリイカ漁獲量を表6に示す。昭和59年漁期は冬群・春群とも過去最低水

準の漁獲となっていた。

(1) 昭和 59 年春群の漁獲状況(昭和 59 年 3~6 月の漁期)

昭和 59 年 3~6 月までの漁獲量は 94 トンであり，昭和 36 年以降では昭和 56 年( 76トン)

に次ぐ不漁となっている。

(2) 昭和 59年冬群の漁獲状況(昭和59年 11月~昭和田年2月の漁期)

昭和 59年冬群の漁獲量としては初Oトγであり，前年の約 39%となった。これは，昭和51

年に底建網漁法が普及して以来最低水準を示した。

このように本県への来遊数量が激減したことや来遊水深に変化がみとめられたことは，異常低

水温現象との関連が考えられ，海況変化によってヤリイカ分布の変異がもたらされたものと考え

られる。
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表 6 青森県日本海側主要港のヤリイカ冬期接岸群(W群)と春期接岸群(s群)の漁獲状況
単位:切

12 ~ 2 月 w 群 3 ~ 6 月 S 群
年
深浦 北金ケ沢 鯵ケ沢 沢辺 小泊 下前 言十 深浦 北金ケ沢 鯵ケ沢 沢辺 小泊 下前 計 総 計

35~36 43，999 66，583 72，232 182，814 130，525 1佃， 176 64，417 75，264 378，382 561， 196 

36~37 8，614 39，699 53，225 101，538 55，929 119，623 61， 361 105，492 342，405 443，943 

37~38 19，4印 26，547 27，157 73， 154 117，405 89，897 44，870 137，295 389，467 462，621 

38~39 28，559 47，058 66，844 15，400 157，861 102，712 199，619 53，830 171，811 363，326 891，298 1，049，159 

39~40 22，755 37，595 4，972 70 1，115 66，507 160，509 お5，123 お8，795 112，577 242，889 1，039，893 1，106，400 

40~41 13，399 18，903 10，368 530 43，2∞ 119，233 81，741 149，629 189，284 486，165 1，026，052 1，069，252 

41 ~42 10，8ω 114，537 13.483 138.829 96，031 92，131 22，096 93，387 27，9印 331，605 470，434 

42~43 69，412 216，387 56，568 180 6，125 348，672 146，448 36，196 10，945 255，603 327，362 776，544 1，125，216 

43~44 45，937 123，299 133，838 19，201 14 3，283 325，572 146，351 56，587 13，925 94，970 12，460 27，317 351，610 677， 182 

44~45 48，955 120，806 27，956 5，958 585 加4，2印 117，497 82，371 1，030 87，916 38，823 57，402 385，039 国:9，299

32 45~46 73，146 146，701 58，981 15，250 13，646 307，724 120， 763 59，602 24，913 93，740 244， 707 929，091 1，472，816 1， 7卸， 540

46~47 164，831 403，869 184，067 25，038 34，400 812，205 148，477 70，509 2，686 141，412 165，385 314， 762 843，231 1，655，436 

47~48 112，7∞ 149，910 169，497 7，176 2，912 10，622 452，817 231，641 349，190 357， 180 90，601 88，048 118，028 1，233，688 1，686，505 

48~49 42，278 255，066 98， 720 1，564 792 398，420 41，425 47，180 88，611 29，208 18，304 219，792 444，520 842，940 

49~50 23，418 169，271 27，494 4，224 344 224，751 90，436 31. 958 11，449 88，847 176，294 61，302 460，286 685，037 

50~51 19，979 336，289 54，972 12，258 702 424，200 69，361 125，186 27，313 154，095 156，024 185，023 717，002 1，141，202 

51~52 19，638 272.507 72，864 1，472 。366，481 54，598 43，616 2，201 79，386 86，288 65，765 331，854 698，335 
52~53 104，766 732，772 168，294 10，176 。1，016，∞3 22，591 56，793 3，534 29，0剖 75，524 53，867 241，389 1， 257， 397 
53~54 29， 199 5剖，566 158.258 859 40 7臼，922 68，450 170，402 69，503 32，149 88，563 33，868 462，925 1， 231， 847 

54~55 32，295 834，732 260，345 2，718 18，335 1，148，425 75，027 114，628 9，826 61， 371 107，362 86，311 454，525 1，602，950 

55~56 38，299 613，500 401，034 1，195 8 1，054，036 13，670" 32，0α1 607 19，313 2，577 7，団9 75，856 1，129，892 

56~57 13，461 474，078 184，625 16 6，275 3，344 681， 799 15，576 41. 318 7，114 7，180 5， 794 43，155 120， 137 801，936 

57~58 18，647 543，222 195，746 112 11，232 6，937 775，896 19，966 141，582 7，330 15，314 14，294 13，427 211，912 987，808 

58~59 43，414 480， 715 254，306 434 556 116 779，541 23，017 48，148 598 7，752 7，945 6，865 94，325 873，866 

59~60 29，805 194，315 75，326 1，140 183 。300， 769 



魚礁漁場利用開発試験

敏明勝三・涌坪真通・天野史紀・田村鈴木

的目査調

人工礁漁場造成海域において適性な漁具の開発及び生物蛸集量を明らかにし魚礁漁場の利用促

進を図ることにより，沿岸漁業経営の安定に資する。

法方査調

昭和田年8月~昭和 60年 2月調査期間1. 

三沢地区及び西津軽地区人工礁漁場造成海域調査海域2 

D 250馬力，佐々木武三船長他8名)青鵬丸(56トン，調査船

調査項目

3. 

4. 

アイナメ篭，釣，延縄による漁獲試験を行った。漁具，漁法適性試験一刺網，(イ)

魚群分布密度調査一計量用魚探(SIMRAD.EY-M型)を使用して，魚礁周辺海域(同

の分布量調査を行った。

査結果調

漁具漁法適性試験1. 

魚礁漁場に蝿集する魚を効率よく漁獲しかつ魚礁としての機能が低下しない適性な漁具を検

討するため刺網，一本釣，アイナメ篭および延縄による漁獲試験を三沢，西津軽両地区で実施した。

三沢地区(イ)

実施海域及び試験結果は図 1表 1に示した。

漁獲試験結果(魚礁漁場)

漁 法 東j 網 アイナメ篭 延 縄|

操業月日
59. 

8. 28 ~31 
8. 28 ~29 

使用漁具数 5反 10ケ 5鉢

[~鉢に 25
本の針

漁獲尾数 16尾 。 。
ヒ フ メ 9 

ノミノtガレイ 4 

アイナメ 1 

エゾイ、刀イナメ 1 

キツネメバル 1 
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o 3 km 

-漁獲試験調査点

図 1 調査実施位置図

人
工
礁
漁
場
造
成
海
域

淋代



アイナメ篭，延縄の漁獲状況は皆無であった。一方刺網 (5反使用， 3寸6分)には5種 16

尾の漁獲があった。漁獲魚種はヒラメの 9尾を最高にパバガレイの4尾，アイナメ，キツネメ

バル，エゾイソアイナメ夫々 l尾づつであった。

操

表 2には刺網に漁獲された魚体の測定結果を示した。ヒラメは全長33~67 cmの範囲で平均

40 cm，パパガレイは平均29cmで、あった。

表2 魚礁漁場利用開発試験調査魚体測定

業 月 日 刺 網 魚 種 名 全 長侃 体 長側

59. 8. 28 ~ 29 ヒ フ メ 35.2 29.8 

33.8 28.9 

35.8 30.6 

36.4 30.4 

51. 2 43.0 

67.8 58.4 

33.4 28.0 

34.0 28.5 

34.0 29.0 

パパガレイ 28.5 24.2 

29.0 25目4

30.2 25.0 

28.0 24.3 

ア イ ナ メ 35.5 31. 0 

エゾイソアイナメ 29.4 26.0 

キツネメバル 20.2 17.9 

ホ ヤ 13ケ

ウ 一一 300ケ

ツ フ 5ケ

※ 三沢地区

(ロ) 西津軽地区

実施月日は 11 月 8 日 ~11 月 21 日の期間にアイナメ篭，釣による漁獲試験を行った。

実施海域及び試験結果は図 2，表3に示した。
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図2 調査実施位置図

アイナメ篭は， 11月8日に入篭し 11月

17日に揚篭するまでの9日間魚礁ブロッ

ク周辺域に設置したが，漁獲魚種はイシ

ダイ等4種 26尾であった。魚種組成は，

イシダイ 14尾，マダイ 9尾，キツネメバ

ル2尾，エゾイソアイナメ 1尾であった。

表 4には魚体測定結果を示したが，イ

シダイは 9~ 15 c視の範囲で平均 13cm， 

マダイが 8~11cmの範囲で平均 9cmで，

いづれも幼魚中心であった。

一本釣による漁獲試験では.11月20

日と 11月21日の2日間実施した。 11月

20日に実施した漁獲試験では，キツネメ

パル 2尾 (TL15.5 cm， 23 cm) ，ウマズラハ

ギ1尾 (TL23棚〉の計3尾である。

表 3 漁獲試験結果表

項目~漁法 釣 アイナメ篭

月 日 11/20 11/21 11/8~11/17 

使 用 数
針(1テグス10ケ)

7 ケ100ケ 100ケ

漁獲尾数 26 尾

マ ダ イ 9 

イ ユノ ダ イ 14 

キツネメバル 2 2 2 

エゾイソアイナメ 1 

ウマズラハギ 1 

エゾメバル 1 

ア イ ナ メ

※ 西津軽地区
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11月21日では，キツネメバル 2尾 (TL20侃・ 21cm) ，エゾメバル 1尾 (Tロ3cm) ，アイナメ

1尾 (Tl2Ocm)の計4尾であった。魚体は未成魚中心であった。

以上三沢，西津軽両地区の人工礁漁場造成海

域で・行った漁獲試験による適性漁具の検討は，

時化等で一つの漁法を継続して行うことはでき

なかったが，この結果から魚礁漁場に向いた漁

具を考えるならば，東j網及び一本釣が適したも

のと考えられる。 しかし両漁法等で操業をす

る場合，網が魚礁ブロックに被ぶらないような

配慮，あるいは，分銅がブロック内部に絡まっ

て揚がらない場合があるため，操業方法につい

て配慮をする必要がある。このことは，刺網試

験や潜水調査等で行った魚群の水平距離からみ

た効果範囲，あるいは，魚礁周辺に分布する魚

群の行動等から，ある程度，魚礁ブロックから

漁具を離すことによって，漁具の被害を最少限

にくいとめることが出来るのではなL、かと思わ

れる。

2. 魚群分布密度調査

表4 魚体測定結果(篭)

マダイ イ 、ノ ダ イ

T L c机 T L cm T L cm 

11.0 14.0 9.0 

8.5 15.0 8.5 

9.0 15.2 10.6 

8.5 15.0 11. 2 

9.0 10.2 

8.8 15.2 

9.0 12.8 

8.5 14.1 

9.0 14.0 

9.0 12.5 
」ー

キノ¥ツネメ
ノレ

T L cm 

25.2 

13.1 

エゾイソ
アイナメ

TLcm 

25.0 

魚礁周辺域の魚群分布密度(相対的数量)を明らかにするため， S IMRAD・EY-M型の

計量魚探を使用して行った。計測結果は，魚探記録紙のほか，カセットテープに収録したデータ

ーをS1 M R A D . Q D . Degi ta1 Echo 1 n tegra torで解析を行った(外部委託)0 QDで

は，水深を 10層に分け，船速・積分距離(最小0.1マイル〉を与えることにより層別に距離内

の容積1m3当りのSV (平均後方体積散乱強度)を dB単位で出力し，この dB値を魚群分布密

度とした。積分層は第 1層を 3~ 10 m， 2層以降は 10~ 15 m， 15 ~ 20 祝，aJ ~25m ， 25~30m ， 

30~35 肌 35 ~ 40 m， 40 ~ 1∞mとし海底と魚群反応を分離するため2層(海底 1'~6 m上を
第 10層， 6~11 m上を第9層)にわけで行った。

付)三沢地区

当地区では， 8月28日， 29日に図 lに示す魚礁周辺域で・行ったが，テープに信号音が収録

されていなかったため，解析は出来なかった。

(吋西津軽地区

調査は 11月と 2月に延4日間，人工礁漁場造成海域周辺で行ったが，魚礁ブロック周辺の相

対的な魚群分布密度を図 3に示した。

58年の三沢地区の結果では，魚礁ブロックの SV値は 4O~ー 50 d B値で，その近傍の

50~-60dB値は魚群として評価したが，今回の西津軽地区の魚礁ブロックの SV値は -50

~- 60 d B値であった。このため，魚群の分布密度値を-60~ ー 70 d B値で評価すると， 11
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月及び2月では，魚礁周辺あるいは表層に魚群として評価できるが，大部分の層では-80dB 

値の拡がりがみられ，魚群の分布密度はうすい状況であった。

一方，海底と魚群の反応を分離した9・10層の分布をみると，魚礁ブロック周辺に密度の高
い場所が出現していることは，魚礁ブロックの存在が魚の蝿集条件に何らかの影響を与えてい

るものと考えられる。

S V (d B) ・:・ 40~50 鶴 50~60 績回 ~70

線 70~80 口 80>

上図魚探記録
中図第1層~第8層のSV鉛直断面図
下図第9層~第 10層

図3 平均後方体積散乱強度 (SV) レベルの鉛直断面

(d B値はマイナス)
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人工礁漁場造成事業効果調査

鈴木史紀・天野勝三・中田凱久

調査目的

人工礁漁場造成海域において魚礁の設置状況，魚類の蝿集状況，利用状況等について基礎的資料

を収集し当事業の推進に資する。

調査方法

(1) 調査期間

(2) 調査地区

(3) 調査項目

昭和 59 年 4 月 ~60 年 2 月

A).三沢地区 B).西津軽地区

イ)潜水調査:民間会社に委託し魚礁ブロックの設置状況，魚類の蝿集状況，生物の付着状況

について潜水による視認調査を行った。(三沢地区)

ロ)漁獲試験:釣及び固定式底刺網漁具を使用して漁獲試験を行った。(西津軽地区)

ハ〕利用状況:市場職員の協力を得，水揚時に漁業者から操業海域の聞きとりを行い，水揚伝票

に記録して漁場毎に整理した。(三沢，西津軽地区)

調査結果

A 三沢地区

イ)潜水調査

8月27日・ 28日に図 1・2に示

す海域で延4回の潜水を実施しブ

ロックの設置状況・魚類の蝿集状況

・生物の付着状、況の観察を行った。
， 

._・ー ー'『、.、・J 入 2∞m
， .__・一，.、.町、
， ~持，， ，、
" u'-' 

， "" 
'~~V 

~~~ 

50 m 

図1 調査海域図

。 3伽

図2 調査実施位置図
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魚礁プロック(三角型プロック 4基・角型5基〉の設置状況(損壊・倒壊等〕は良好であっ

Tこ。

魚類の観察魚種は表1に示したが，観察した魚種は7種187尾であった。魚種別の観察割合

をみるとウマズラハギが全体の 80%を占め.51年からの調査では58年 (92%)に次ぐ高い割

合であった。重要魚種のクロソイ・キツネメバル・アイナメ・ヒラメ・パパガレイの 5種の占

める割合は 18%と低かった。

ソイ・メバル類は全般にまた，重要魚種の 1回当り観察状況の経年変化を図3に示したが，

低い状況が続いている。アイナメは57年3月までの増加の一途であったが，その後は冬期(3月)

に高く，夏期 (8月)に低い不安定な状況がみられる。ヒラメ・カレイ類はブロックの底部や

海底に着底しているケースが多いため潜水では見落すことが多く観察状況は低い結果となって

いる。

以上，魚礁周辺で観察される魚類の数量変動はここ 2~3 年不安定なものとなっている。

υ
υ
l
qぺ
l
i

t-、山市

尾
20 

10 

(尾)

立三議
8月27日 8月初日 計

2 2 4 

フサギンポ 1尾 3尾 4 尾

ク ロ ソ イ 2 2 

キツネメバル 4 9 13 

ア イ ナ メ 7 7 14 

ヒ フ メ 1 1 2 

パパガレイ 2 2 

ウマズラハギ 90 60 150 

計 103 84 187 

観察フーロック基数 ②2 ③ 2⑨ 5 ②4⑨ 5 

観察状況(潜水調査)表 1

年別 1回当り観察状況図3

⑨角型ブロック③三角型ブロック

計
量

ロ)利用状況

漁場造成海域の利用状況を明らかにする

ため.58年度と同じ方法で資料を収集し解

(図4，表2参照)析をした。

調査対象漁業は刺網漁業とした。漁場区

分は図5に示す海域で区分した。

市

理
会
ヨ
項

管
員
司
君
事

礁
委
銑
討

工
営
阿
検

人
運
臼
未

hv 
一一+水試担当ーー+漁協担当

調査を行った水揚伝票の件数 (4~11月〉

は1，520件で，このうち操業海域が記入さ

資料収集及び解析フローチキート図4れたものは 673件 (44銘〉で，記入率は58

年度 (4~ 11月)と同程度の状況であった。
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これは，市場職員が漁業者に聞きとる方法で行っているためと考えら 表2階層別漁船規模

れ，漁業者が直接操業海域の申告を行うことにすれば伝票への記入は

上向くのではなし、かと考えられる。

月別の記入状況は表3に示したが.10・11月に低くなっているのは

サケの水揚げが始まり市場職員の事務量が増えるためと考えられる。

次に，操業海域が記入された水揚伝票(延673隻〉から漁場区分別

・月別の利用状況を表4にまとめたが，漁場別の利用状況は並型礁漁

場

-並型礁
@大型礁

ロ人工礁
晶天然礁

階 層

0"'3トシ

3~5 トン

5 ~10 トン

計

1一般漁場
¥ -)11目
U2) 

隻数

17隻

40 

3 

60 

※(1) ()内の数字は漁場番号図その他仕切伝票に漁場区分が記入されていないもので，ソ

イ・アイナメの漁獲がみれた漁場を 13. ソイ・アイナメの漁獲がみられていない漁場を14

として区分を行った。

※(2) 漁場の範囲
並型礁漁場(1)六川目~細谷神水深14-19担天然礁 (7)

(2) 四川目~鹿中沖 /1 16 ~ 18 m (8) 

大型 /1 (3) 細谷沖 /1 35~37 m 一般漁場 (9) 

(4) 四川目~鹿中沖庁 35~37 m UO) 

(5) 二川目沖 /1 38~40m ω 
人工礁

六川目~細谷沖水深 25~35m

淋代沖 20~35m 

砂ケ森~塩釜~織笠沖

六川目~細谷~淋代沖

五川目~四川目~鹿中~三川

目~二川目(6) 五川目~四川目~鹿中沖
38~45m ω一川目沖
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3隻(0.4%)大型礁漁場6隻(0.9第)，人工礁漁場10隻(1.4 %)，天然礁漁場169隻 (25%).

一般漁場485隻(72~ゆで.58 年の利用状況(一般漁場>天然、礁漁場>魚礁漁場〉と同じ傾向

であった。しかし，魚礁漁場の利用率は 58年(11 ~引と比べ大巾に下回っている。

表4 月別・漁場別操業状況 刺網漁業(三沢地区) 延出漁隻数

主子一一一E 4 5 6 7 8 9 10 11 計

1 1 1 2 
①並型礁漁場

2 1 

3 1 1 

②大型礁漁場 4 1 3 1 5 

5 

@人工礁漁場 6 1 3 6 10 

7 6 4 2 2 1 15 
④天然、礁漁場

8 15 56 30 3 2 30 17 1 154 

9 6 4 6 2 13 4 1 36 

10 3 1 3 5 3 14 12 41 
([一般漁場

11 27 92 89 46 35 78 40 1 408 

@そ

12 

言十 53 163 132 61 42 143 76 3 673 

13 22 36 15 4 2 3 34 51 167 
の他

14 42 18 54 61 102 101 193 109 680 

計 117 217 201 126 146 247 303 163 1，520 

次に， 4 ~ 11月の期間の漁獲状況を表5に示したが，総漁獲量は 46.4トンで58年(101トン)

を大巾に下回り不振であった。特にヒラメの減少が大きく 58年(74 トン〕の 11~ぢである。ま

た，ソイ・メバル類・アイナメの漁獲量は 2.4トンで 58年の ω勿増で天然礁漁場での漁獲が

目立っている。

次に漁場区分別・魚種別の CPUEを表 6に示したが. C P U Eの高い漁場は大型

礁漁場の 45kgで.次いで，天然礁・並型礁・一般・人工礁漁場 (26kg)の順となっている。

また，魚種別のCPUEをみると，ヒラメは 6kgで.漁場別では人工礁漁場と一般漁場で 6kg 

台，大型礁・天然礁で 4kg台，並型礁では 1kg以下と他の漁場と比べ低L、。カレイ類は17kgで，

漁場別では大型礁で 31kgと最も高く，次いで，天然礁の 25kg，最も低いのは一般漁場の 15kg 

となっている。ソイ・メバル類・アイナメのCPUEは2kgと3魚種の中で一番低いが，漁場

別のCPUEの順位はカレイ類とほぼ同じ傾向にある。
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表5 漁獲状況 (4 ~ 11月〕

~ 延隻数 ヒラメ カレイ類 タ イ アイナメ ノソミイル・猿メ正イシナギ スズキ その他 五十

並型礁 1 2隻 1.~ 6. fg Kg o. J<g kg Kg Kg 
32.lg 40.9Kg 

漁場 2 1 54.4 54.4 

大型礁 3 1 14.8 17.4 0.8 33.0 

漁場 4 5 11. 2 166.5 14.8 23.2 18.5 234.2 

5 

人工 6 10 65.2 159.5 15.4 22.4 262.5 
礁漁場

天然礁 7 15 50.2 339.3 22.6 6.5 27. 7 4<l>.3 

漁場 8 I 154 678.4 3，802.1 543.2 240.3 653.6 5，917.6 

9 36 183.7 698.9 12.6 1.0 989.4 1，885.6 

一般 10 41 286.7 514.0 20.5 2.8 453.7 1，277.7 

漁場 11 408 2，616.2 6，007.0 2.0 410.1 183.3 5. 7 1，684.9 10，909.2 

12 

小計 673 3，907.6 11，765.4 2.0 1， 040.6 479.5 5. 7 3，860.6 21，061.4 

13 167 885.0 3，964.0 3.5 588.3 333.5 5.3 931. 0 6，710.6 
その他
14 680 3，437.2 8.787.0 1.0 17.5 6，340.5 18，578.2 

合計 1，520 8，229.8 24，511.4 6. 5 1，628.9 813.0 28.5 11，132.1 46，350.2 

表6 刺網 1操業当漁獲量 (kg) 三沢地区

語読息き1ヒ フ メ カレイ類 アイナメ・ そ の他 計ソイ・メノミノレ

並 型 0.4 20.2 0.2 10.9 31. 7 

大 型 4.3 30.7 6.4 3.1 44.5 

人工礁 6.5 16.0 3.8 26.3 I 

天然礁 4.3 24.5 4.8 4.1 37. 7 

般 6.4 14.9 1.3 6.4 29.0 

平 均 5.8 17.4 2.3 5. 7 31. 2 

以上のことから，漁場の利用状況と CPUEの関係をみると，人工魚礁漁場での利用が低

いのに対L CPUEは高い傾向がみられる。このため，人工魚礁漁場を有効に活用すること

によって漁獲量の増加に結びつけることができるのではなし、かと考えられるO
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B 西津軽地区

イ〕漁獲試験

西津軽地区人工礁漁場管理運営委員会が実施した漁獲

試験の調査海域は図 6. 7に示した。

また，刺網と 1本釣の結果を表7に示した。刺網試験

は 7~9 月に固定式底刺網漁具(三枚網・中網の日合 3.6

寸)延 42反を使用して延7回行った。試験は魚礁ブロッ

クから 25~ 30祝離れた海域で行ったが，漁獲魚種はヒ

ラメ等 16種2お尾(128.6 kg)で反当り 5.5尾(3.0 kg) 

であった。魚種組成はヒラメが最も高く48%.次いで，

ガンギエイ類23%.ソイ・メバル類9.4%.カレイ類

¥ 

¥ 

¥ 

ε1 
8! 
NJ 
， 
臼本海

図6 調査海域図
7.7%の順となっている。

1 本釣は 6 月と 9 月に魚礁ブロックから45~50m 離れた海域で、延 4 回行った。漁獲魚種はソ

イ・メバル類等 12種 128尾で6月に全体の 80% ( 103尾)を漁獲した。魚種組成はソイ・メ

バル類が 59%.アイナメ 30%でこの両種で89cぢを占めている。

以上のように，漁法の違いによる魚種組成の相違が図8に示すとおめ今回の調査でも明らか

となった。
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図7 調査実施位置図
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表2 漁獲試験結果(西津軽地区)

試 験 月 日 7.28~30 8. 3 ~ 5 8.25 ~27 

漁 法 刺 網 刺 網 束。 網

漁 獲 努 力 網 6反 6反 6反

魚礁との距離 25m 25~30 m 30 m 

水 深 40~45 m 45~50 m 45 m 

一字 ダ イ 2 0.8 

"7 サ ノ、子

ホシザメ 1 1.4 3 4.8 

メ
ノ、、、 ノレ 0.8 

魚 エゾメノミノレ O. 1 

ソ イ 類 2 1.2 8 3.0 7 1.7 

アイナメ 2 1.1 

ホ ツ ケ

カ サ ゴ 3 0.6 

種 チチビツカジカ

カジカ類

ウマヅラハギ 1 0.2 5 1.4 

rミ フ 類

ヒ フ メ 15 6.5 56 22.0 15 5.4 

名 マガレイ 3 0.9 2 0.5 

ノミノミガレイ

メイタガレイ

イシガレイ

ガンギエイ類 6 2.4 10 4.3 

アカエイ類

計 18 9. 1 82 34.7 43 15.3 

一一←

9.1 ~ 3 9.13 ~ 14 

刺 網 刺 網

6反 6反

30η1 30押1

42~45 m 45 m 

1 0.1 

1 O. 1 

9 3.0 11 5.3 

1 0.5 0.2 

7 2. 7 8 4.0 

1 23.0 

19 20.3 21 9.6 

9.15 ~ 17 9.28~ 1O 計 6.10 9.9 9. 13 9. 24 計

刺 網 刺 網 一本釣一本釣 一本釣 一本釣

6反 6反 竿 6 本 5本 6本 6本

30 m 25~30 m 。官1 o m o m 。官1
45 m 45 m 45~50 m 45~50 m 45 m 45~48m 

2尾 。す 1 0.2 0.2 2尾 0.4 nZ7 

1 O. 2 1 0.2 

4 6.2 

1 O. 8 11 2.2 1 0.2 12 2.4 

1 0.1 18 2.7 6 0.9 24 3.6 

17 5.9 34 6.0 3 0.9 37 6.9 

2 1.1 31 10. 1 5 2.3 2 O. 5 、穏 12.9 

4 1.5 4 1.5 

3 0.6 3 0.6 3 0.6 

1 0.1 2 0.2 4 0.4 

I 0.2 0.2 

2 1.0 3 1.0 12 3.7 4 0.6 4 0.6 

0.1 1 0.1 

2 1.0 4 1.3 112 44.5 

1 0.3 1 0.2 9 2.6 

1 0.4 I 0.4 

1 0.1 3 O. 7 4 0.8 

2 0.6 2 O. 6 4 1.2 0.2 1 0.2 

8 3.0 14 4. 1 53 20.5 

3 16.0 4 39.0 

17 6.1 33 24.5 233 128.6 103 23.5 20 5.0 1 0.2 4 0.9 128 27.6 



本

釣

刺

網

.カレイ類昌弘ノL類~アイナメ図ヒラメ口その他

図8 漁法別魚種組成図

ロ)利用状況

三沢地区と同様に水揚時に漁業者から図9に示す漁場区分の番号を聞きとり，仕切伝票に番

号を記入する方法で資料を収集した。

対象漁協は鯵ケ沢・赤石水産の両漁業協同組合とした。対象漁業は地区の沿岸漁業の主力で

ある刺網・底建網漁業のほか魚礁と関連のあると考えられる一本釣，延縄漁業とした。対象魚

種は 11種選定したが地区の重要魚種であるヒラメ・カレイ類・ヤリイカとした。

漁場範囲は，人工魚礁・天然礁漁場が存在する海域とし，夫々の海区を 3kmX 3 k皿のメッシ

ュに仕切った。漁場別のタイプ分けは図9に示したが，分類の方法は人工魚礁の効果と考えら

れる漁場をタイプ 1 (海区数6)とし天然、礁の効果と考えられるタイプを 2 (海区数8)と

しそれ以外の漁場を一般漁場のタイプ3 (海区数 17)として行った。

地区の漁船規模は表8に示したが，ここではo~ 10トγ階層を 1つにして処理した。

調査処理した水揚伝票の件数 (6~ 2月)は表 9に示した。

表8 漁業種類別階層別経営体数

漁法¥階層 。~ 3 3 ~ 5 5 ~ 10 計

期j 網 7 27 28 62 

釣 8 13 4 25 

延 縄 2 1 5 8 

底 建 網 1 17 38 56 

計 18 58 75 151 

表 9 水揚伝票処理件数

漁法¥月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 計 J
刺 続 707 220 173 159 13 2 。 。 。1，274 I 
釣 105 181 75 33 257 61 。 。 34 746 I 

延 縄 9 6 7 5 5 1 。 。 11 44 

底建網 640 必8 243 。 。 249 1，583 1，088 880 
計 1，461 895 498 198 275 313 1，583 1，侭8 925 Z竺J
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水揚伝票から 6~2 月の努力量は 7， 235 隻で，漁業別にみると底建網漁業が高く 5， 171 隻(71

%) .次いで刺網漁業 1，274隻(18 ro) • 釣漁業 746 隻 (10%) .延縄44隻(1 9も)であっ

た。また，このうち漁場番号が記入された伝票は7.098件 (98%)で，釣漁業の 89%が最低

であった。

記入された水揚伝票から漁業別・漁場区分別(タイプ別)の漁獲努力量を表 10に示した。刺

網漁業の努力量は6月に全体の 55%を占めている。また. 12月以降は底建網漁業に従事する

ため着業はみられない。タイプ別ではタイプ1とタイプ2の利用率が全体の;以下(附)と

低い。

釣漁業は，ウスメバル・ヒラメを対象とした 7月と，プリ・マグロを対象とした 10月の努力

量が高く全体の 65%を占めている。タイプ別では，釣漁業に適しているタイプ1の利用が低く

(5 %) .刺網漁業同様タイプ3の利用 (65%)が高L、。

延縄漁業は，タイやマスを対象としているが，全体の努力量は他の漁業と比べ低いものとな

っている。タイプ別の利用はタイプ3で全体の 74%を占めている。

底建網漁業は，冬期のヤリイカを対象として行われているが，タイフ。別にみた利用率はタイ

プ1が高く全体の46%を占めている。タイプ3の利用率は 199らであった。

以上のことから，地区の沿岸漁業の努力量は刺絹・底建絹漁業に比重がかかっている。また，

漁業毎の利用漁場をみると，刺網，釣，延縄漁業はタイプ3の一般漁場・底建網漁業はタイプ

1の人工魚礁による効果と思われる漁場で努力量が高い傾向にある。

表 10 漁場区分別漁獲努力量(延出漁隻数)

付)刺網漁業

漁議終
6月 7月 8月 9月 10月

タイプ 1 122 8 。 。 。
タイプ 2 157 9 。 。 。
タイフ，.3 410 184 1回 159 13 

区域外漁場 。 。 。 。 。
計 689 却1 160 159 13 

(ロ)釣漁業

漁五~ 6月 7月 8月 9月 10月

タイプ 1 12 13 。 。 。
タイフ。 2 2 。 。 。 。
タイプ 3 56 161 39 1 128 

区域外漁場 。 。 。 26 128 
計 70 174 39 27 256 
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11月 12月 1月 2月 計

。 。 。 。 130 

。 。 。 。 166 

2 。 。 。 928 

。 。 。 。 。
2 。 。 。 1，224 

11月 12月 1月 2月 言十

。 。 。 1 36 

。 。 。 。 2 

45 。 。 。 430 

16 。 。 33 203 

61 。 。 34 661 



け延縄漁業

漁よ穿旦¥ 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

タイプ l 。 。 。 。 。 。 。 。
タイプ 2 。 。 。 。 。 。 。 。
タイフ。 3 7 6 7 5 5 1 。 。
区域外漁場 。 。 。 。 。 。 。 。
言十 7 6 7 5 5 1 。 。
(ニ) 底建網漁業

漁場主言丈 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

タイフ。 1 350 278 147 休 休 154 臼0 必8

タイフ。 2 156 111 55 51 526 342 

タイプ 3 116 88 46 漁 漁 43 314 224 

区域外漁場 18 11 。 1 103 74 

計 640 必8 243 249 1，583 1，鴎8
L一

※タイプ1 人工魚礁漁場 (漁場番号 12.16. 17. 19. 21. 26) 

タイプ2 天然礁 H

タイフ。3

区域外漁場

般"

グ 3.5. 9. 11. 13. 14. 18. 21) 

グ 上記の番号のほか0を除いた漁場)

グ o ) 

2月 計

。 。
。 。
。 31 

11 11 

11 42 

2月 計

377 2.389 

279 6.520 

167 998 

57 264 

880 5，171 

次に表 11同土地区の主力漁業である刺網と底建網漁業のヒラメ・カレイ類およびヤリイカの

CPUEを示した。これから，漁業別・魚種別・漁場別のCPUEをみると，刺網漁業のヒラ

メはタイプ2で最も高く 11.4 kg，次いで、タイプ1の9.3kg，漁場の利用度が高いタイプ3では

6.0 kgと低かった。カレイ類はヒラメと比べCPUEは低いが同じ傾向にある。

一方，底建網漁業によるヒラメの CPUEは，タイプ1で高く 7.2kg，次いでタイプ3で

6.4 kg，タイプ2で5.7kgである。ヤリイカはタイプ2で高く 16.3kg，次いでタイプ3の 13.0

kg，タイプ1の 12.8kgとなっている。

以上西津軽地区の人工魚礁漁場の利用状況は底建網漁業を除いて低い状況にあり，特に地区

の主力漁業となっている刺網漁業をみると 8月以降全く利用されていなし、。しかし 8月の漁

獲試験によればヒラメの分布がみられていることから，魚礁漁場を活用することによって三沢

地区同様に漁獲増に繋がるのではなし、かと考えられる。
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表 11 漁業別・魚種別・漁場タイプ別・月別CPUE 西津軽地区 kg 

漁業 魚種 漁場タイプ 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 計

タイプ 1 9.4 7.0 。。。。 9.3 

ヒ
タイプ 2 11.4 12.0 。。。。 11. 4 

フ

刺
メ
タイフ。 3 8. 1 4.9 3.6 4.6 4.1 8.5 6.0 

区域外漁場 。。。。。。 。
タイプ 1 3.6 5.4 。。。。 3. 7 

カ
絹 レ

タイフロ 2 6.3 0.8 。。。。 6. 0 

イ タイフ。 3 2.0 3.1 O. 7 3.0 4.2 。 2.2 
類

区域外漁場 。。。。。。 。
タイフ。 1 9.3 4 3 3.9 10.3 12.0 6. 1 0.3 7.2 

ヒ
タイフ。 2 7.9 3.3 2.7 7.3 9.0 4. 7 0.3 5. 7 

底 フ

メ
タイフ。 3 8.5 3.8 5. 7 10.6 10.7 4.5 0.4 6.4 

区域外漁場 15.4 7.6 。 2.0 6.5 4.3 0.2 5.2 

建
タイフ。 1 。。。 3.8 27. 8 26.8 0.4 12.8 

ヤ
タイフ。 2 。。。 4.6 29.2 26.4 0.4 16.3 

網
イ タイフ。 3 。。。 4.6 24.2 22.3 0.2 13.0 
カ

区域外漁場 。。。 01 21. 8 25.0 0.2 15.6 
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卵・稚仔魚群分布精密調査

天野勝三・涌坪敏明

調査目的

2ω海里漁業水域の設定に伴ない，当該水域内における漁業資源を粋勃号根拠に基づいて評価し，

漁獲許容(可能)量等の推計に必要な資料を整備する。

1.調査期間 昭和59年4月~陥和的年3月

(太平洋6・9・11・3月，日本海4・5・6・7・9・10・11・3月)
2 調査海域 青森県太平洋及び日本海の沖合，沿岸海域(図 1~2 ) 

3. 調査船 開運丸(299.56トン， D 770馬力)，東奥丸(134，47トン， D 550馬力)

青鵬丸(56トン， D 250馬力)

4. 採集方法

(1)日本海

a.浮魚類対象(マアジ，マサパ，マイワシ)4 ~ 7月， 3月

⑮ネットを用い水深 1ω mJ.;J_深の地点、で、は繰り出しワイヤ一長 150視の，また，水深 150m 

以浅の地点では海底直上よりの鉛直採集を行なった。

b.スルメイカ対象 9~11 月

ノルパックネットを用いたほかは，上と同じ。

(2)太平洋

a.スルメイカ，アカイカ対象

⑮ネットを用い表層を 5分間曳網し水平採集を行なった。

b.浮魚類対象

⑥ネットを用い，日本海側と同様の鉛直採集を行なった。

5. 調査項目

(1)種の査定

採集物より，魚類卵，稚仔及び頭足類の幼生を選別し，種の査定，計測を行ない，選別後の

残余プランクトンについて，代表定点における指標種及び主要構成種の査定を行なった。

(2) 分布量の把握

浮魚類(マアジ，マサパ，マイワシ類)，スルメイカを主対象に，出現した分布量を把握し，

選別後の残余プランクトンについて沈殿量及び湿重量を測定した。
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調査結果

1 日本海(表一 1) 

試験船東奥丸及び青鵬丸で， 59/4・5・6・7・9・10・11・ω/3月に調査を実施し

サンフ。ル数 200本，延調査日数 19日であった。

2. 太平洋(表ー 1) 

試験船開運丸及び東奥丸で， 59/6・9・11・60/3月に調査を実施し，サンフ。ル数 72本

，延調査日数 19日であった。

3 卵・稚仔魚の出現状況

(1) 日本海

昭和 59年度の⑨ネット(3 ~ 7月)，ノルパックネット(9 ~ 11月)による採集状況を表-

2， 4に示した。採集された卵は 146個，稚仔 26個体であった。稚仔出現数は 58年(35個体)

と同レベルで、あるが， 4 ~7 月には採集例がなかった。卵は 58 年( 87個)の約1.6倍と多く，そ

のうち 7月のカタクチイワシ卵が約 1/2を占めた。

(2) 太平洋

稚魚ネットによる採集状況を表-3， 5に示した。採集卵のうち目立ったものは 9月のホタル

イカモドキ科のもので， 58年にはまったく採集されなかったものである。 稚仔魚では9月のカ

タクチイワシと 3月のヨコスジカジカが目立っていた。

139 

8 9 10 11 • 

6 
@ 

5 

4a 3b3a 2a 
・ f 念。ー._.~争@
4 3 2 1 

140 

図 1 昭和59年度 日本海卵稚仔採集定点図

o 14 s t. 4・5・6・7・9・10・11・3月 o ~ 400 m測温採水

• 20 s t. 9・10・11月 表面測温及び卵稚仔採集(ノルパックネット)

・.025s t. 4・5・6・7・3月 向上 (⑮ネット)

- 64-

41 



141 143 

図-2 昭和59年度太平洋卵稚仔採集定点、図

・9S t 稚魚ネット，@ネット
表-1 調査実施結果表

調査月 別調査 日
調査海域 調査船

4 5 6 7 8 9 10 

開運丸 4 6 

太平洋
東奥丸 (18) (18) 

東奥丸 2 3 2 3 3 2 
日本海

青鵬丸 (25) (25) (25) (25) (25) (25) 
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42 

& 9 10 

11 ト41

14 13 12 

40 

数 (サンフ。ル数)

11 12 1 2 3 合計

5 4 19 

(18) (18) (72) 

2 2 19 

(25) (25) 



表-2 日本海出現稚仔魚リスト

3月 4月 5月
種 類

6月 7月 9月 10月 11月

卵 稚仔 卵 稚仔 卵 稚仔 卵 稚仔 卵 稚仔 卵 稚仔 gls 稚仔 卵 稚仔

カタクチイワシ 69 19 I 3 2 

キュウリエソ 3 5 1 11 

不 ズ ツ ポsp. 1 

サ ノ、守 型 1 2 

不 明 魚 類 1 1 3 25 5 1 2 

ス ノレ メ イ カ 3 

ホタルイカモドキ科 2 8 3 

計 1 3 2 105 27 1 7 5 l 19 

表 3 太平洋出現稚仔魚リスト

6 月 9 月 11 月 3 月
種 類

卵 稚仔 卵 稚仔 卵 稚仔 卵 稚仔

カタクチイワシ 2 33 

ススキハダカ属 4 

フ リ モ ド キ 1 

ト ピ ウ オ""Sp. 1 

サ
ノ、、、 1 

ア イ ナ メ 1 

ヨコスジカジカ 22 

異 体 類 1 

不 明 魚 類 2 12 2 14 

ホタルイカモドキ科 2 39 

言十 6 51 42 1 14 23 
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表-4 白本海における卵・稚仔の出現状況

調査年月日 S t. 位 置 採集時刻

59. 3. 15 2 
4iJ -36.6 

12 :23 ~ 
139 -40.0 

59. 3. 14 13 -b 41 -00.0 12 :21 ~ 
140 -13.0 

40 -54.0 
59. 4. 2 14 

140 -07.0 13:55 ~ 

59. 4. 25 2-a 
40 -36.6 
139 -45.0 17:20 ~ 

40 -36.6 
3-a 139 -34.0 18:55 ~ 

59. 7. 2 1 
40 -37.6 

13:10 ~ 139 -50.0 

2 
40 -36.6 

06:50 ~ 139 -40.0 

3 -a 
40 -36.6 

07:29 ~ 139 -34.0 

59. 7. 6 13 -a 
41 -00.0 
140-16.0 05:25 ~ 

13 -b 41 -∞.0 05:05 ~ 
140 -13.0 

13 -c 
41 -00.0 

04:30 ~ 
140 -07.0 

魚 卵 稚 仔 魚

個体
種 名 卵 径脚 個数 種 名 全 長脚

数 i
不 明 1.5 1 

不 明 6.4 1 

不 明 1. 4， 1. 5 (2) 3 

ホタルイカモドキ 1.6 1 

ホタルイカモドキ 1.4 1 

カタクチイワシ 1.3，1.4 2 

キュウリエソ 1.1 1 

ホタルイカモドキ 1. 3(2~ 1.4(2) 4 

不 明 1.0 1 

カタクチイワシ
1.1(2)， 1. 2(8)， 1. 3(7) 

19 
1. 4 (2) 

ホタルイカモドキ 1.4 1 

不 明 1.0 1 

ホタルイカモドキ 1.3 1 

不 明
0.9(2¥ 1.0， 1.1 

7 1.0， 1.4， 1.5 

カタクチイワシ 1.3 1 



魚 卵 稚 仔 魚

調査年月日 S t. 位 置 採集時刻

種 名 j;)s 径脚 個数 種 名 全 長棚 {剛体
数

キュウリエソ 1. 3 (2) 2 

ホタルイカモドキ 1. 4 (2) 2 

不 明 0.9，1.0(8)，1.1 10 

14 
40 -54.0 

08:45 ~ カタクチイワシ
1.1(4¥ 1.2(7)， 1. 3a~) 

140 -07.0 1.4 
24 

不 明 1.1，1.2(2) 3 

59 7. 6 14 -a 
40 -54.0 

08:10 ~ カタクチイワシ
1. 1 (2)， 1. 2目的， 1. 3 (3) 

140 -14.5 1. 4(2) 
23 

不 明 O. 9 ， 1. 0， 1. 3 3 

~ 59. 9. 4 1 
40 36.6 

12:00 ~ カタクチイワシ 1 
139 -50.0 

1.2 

キュウリエソ 1. 1， 1. 2 (3) 4 

2 
40 -36.6 

10:30 ~ ホタルイカモドキ 1.4 1 
139 -40.0 

59 
41 -00.0 

12:24 ~ キュウリエソ 1.2 1 
139 -54.0 

13 
41 -00.0 

11: 1O~ 不明(サパ型)
140 -00.0 

2.5 

41ー 00.0
10:42 ~ 59 9. 1 13 -b 140 -13.0 ホタルイカモドキ 1.4 1 

41 -00.0 
11:11 ~ 13ーc 140 -07.0 ホタルイカモドキ 1.4 1 

14 -a 
40 -54.0 

12: 18 ~ 1. 2 a3)， 1. 3 (5) 
140 -14.5 カタクチイワシ 18 

59. 10. 2 1 
40 -36.6 

11:36~ 有ミ 明139 -50.0 
2.6 1 



σ、
<0 

調査年月日

59. 10. 3 

59. 10. 2 

59. 11. 9 

59. 11 8 

St. 

2 -a 

7 

10 

13 -a 

13 -c 

2 

3 

4 -a 

11 -a 

12 -b 

13 -b 

13 -c 

14 

位 置

40 -36. 6 
139 -45.0 

440 -48. 0 
138 -20. 0 

41 -00. 0 
139 -00.0 

41 -00. 0 
140 -16.0 

41 -00. 0 
140 -07.0 

40 -36. 6 
139 -40. 0 

40 -36. 6 
139 -20. 0 

40 -36. 6 
139 -12.0 

41 -00. 0 
139 -30.0 

41 -00.0 

139 -47. 0 

41 -00. 0 
140 -13.0 

40 -54. 0 
140 -07.0 

40 -54.0 
140 -07.0 

魚
採集時刻

種 名 卵

12:13 ~ 
キュウリエソ 1.0 
不 明 1.5 

22:47 ~ 

04:09~ 

03:14 ~ 不 明 2.3(2)， 2.4 

04:03 ~ カタクチイワシ 1.4 

15:28~ 

13:33 ~ 

12:43~ 

20:55 ~ 

18:47 ~ 

不 明 1.2 
15:58 ~ 

16:30 ~ 

14:08 ~ 

卵 稚 仔 魚

径四 個数 種 名 全 長皿 個数体

1 
1 

不明(サパ型) 3.9 1 

不明(サパ型) 5.5 1 

3 

1 カタクチイワシ 22.1， 10.4， 8.8 3 

スルメイカ 3.7 (ML) 

スノレメイカ 2.4 (ML) 
カタクチイワシ 7.5 

キュウリエソ 7.0， 8.8 

キュウリエソ
6.2， 7.2(3)， 7.6(2) 
8.2， 8.4 

8 

不 明 1 

カタクチイワシ 21. 4 1 

1 ネズッポ Sp・ 4.5 1 

キュウリエソ 8.2 1 

スルメイカ 1.7 1 
不 明 5.3 1 
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表-5 太平洋における卵・稚仔の出現状況

調査年月日 St. 位 置 採集時刻

59. 6. 21 2 
41 -26. 0 

15:00 ~ 
141 -40. 0 

59. 8. 26 2 
41 -26. 0 

16:55 ~ 
141 -40. 0 

4 
41 -26. 0 

23:05 ~ 
142 -20.0 

59. 8. 27 7 
41 -26. 0 ll:oo ~ 
143 -20.0 

8 
41 -26. 0 

13:10 ~ 
143 -40. 0 

魚

種 名

カタクチイワシ

ホタルイカモドキ

不 明

ホタルイカモドキ

ホタルイカモドキ

不 明

ホタルイカモドキ

不 明

卵 稚 仔 魚

卵 径皿 個数 種 名 全 長皿 個数体

1.3，1.5 2 

1. 4 (2) 2 

1.0，1.1 2 

カタクチイワシ 5.3，5.4，5.6，5.8，6.0 

6.2， 6.4， 6.5 (3)6.6， 

10，7.2，8.2，8.4，8.9 23 

9.0，10.0，10.9，14.0 

14.5， 16.0(2) 

不 明 11. 5 1 

1.7 1 カタクチイワシ
5.3，6.7，14，10.6 

6 
10.7，12.2 

ススキハダカ属 22目0，33.0(2) 3 

ブリモドキ 14.5 1 

異 体 類 5.0 1 

2.5 1 カタクチイワシ 15.0 1 

2.4(3¥ 2.5(4)， 2.6 8 

1. 4， 1. 5 (3) 4 

2.4， 2.5 2 



‘d 
H 

回-

59. 8. 28 

59. 8. 27 

59. 11. 8 

60. 2. 27 

60. 2.26 

60. 2. 25 

10 
41 -26. 0 
144-20.0 

14 
40 -32.0 
143 -40. 0 

19 
40 -32.0 
142 -00. 0 

2 
41 -26. 0 
141 -40.0 

7 
41 -26. 0 
143 -40.0 

8 
41 -26. 0 
143 -40. 0 

14 
40 -32.0 
143 -40.0 

16 
40 -32. 0 
143 -00.0 

15:17 ~ ホタルイカモドキ
1. 4 (2)， 1. 5 (6)， 1. 6 (23) 
1.7 

01:38 ~ ホタルイカモドキ 1.4 

不 明 2.2(2) 

11:26 ~ 

12:45 ~ 不 明 1. 4 (3)， 1. 5 (4) ， 1. 6 (2) 

19:55~ 不 明 1. 6 (3)， 1. 7 

16:20 ~ 不 明 3.3 

21:45~ 

17:35~ 

32 

カタクチイワシ 15.5，26.0，29.0 3 

2 ススキハダカ属 45.0 1 

トビウオ Sp. 31. 0 1 

不 明 4.8 1 

サ /~ 4.0 1 

9 

4 ヨコスジカジカ 9.9， 10.4， 11. 4 3 

1 

ア イ ナ メ 21. 5 1 

ヨコシズカジカ 10.1，11.5，11.8 19 

12.0(2)， 12. 5 (2) 
13.0(3)， 13.5(4) 

14.0(4)， 14.5 



組織的調査研究活動推進事業(佐井地区)

田村真通・天野勝三

発表誌名

昭和58・59年度組織的調査研究活動推進事業報告書

抄 録

1. 下北郡佐井村を活動の対象地域とし，研究・行政の両部門からなる活動チームにより当該地

域における漁業振興上の技術需要に対応する指導方針を確定すると同時に，重要試験，研究課

題を摘出し，その解決促進をはかることを目的として調査を実施した。

2. 漁民意識調査，漁獲状況調査，漁業収支状況調査を実施した。その結果，漁民の意識として

は「漁業では食べていけないJ， r子供には後を継がせたくなL、」というマイナス面の意識が

強い反面， r経営規模を拡大したいJ， r養殖技術を身につける」等により，漁業を継続した

いと考えていることがわかった。また，漁獲状況をみると，総漁獲数量は昭和 53年以降，急激

に減少しており，この減少は主としてイカナゴ漁獲量の減少によるものと判明した。漁業収支

の状況では，採貝，採藻を主とする階層において，漁業粗収入の低さが問題となるように思わ

れた。

3 このようなことから，本地区においてはイカナゴの資源動向や海況変動との関連についての

研究が急がれ，また，増殖場造成等による沿岸漁業振興の施策が望まれる。
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発表誌名

漁況海況予報事業

赤羽光秋・田村真通・中田凱久・鈴木史紀

天野勝三・涌坪敏明・兜森良則

昭和 59年度 漁況海況予報事業結果報告書

抄 録

I 海況

1 日本海

昭和 59年の日本海は観測史上稀にみる低水温であった。特に春先は平年と比べ 1~ 3 ocも

低温で，夏期表層ではやや高めとなったものの，依然中・下層は激しい冷え込みが持続し，

11月になってようやく平年並に回復した。

2 太平洋

津軽暖流域は日本海と同じような状況を呈した。親潮は全般に強勢で，特に 3月は顕著で

E 1420 以東の本県沖は 1~一 1ocの極冷水で覆われていた。

E 漁況

異常低水温の影響で，春先海峡でタイのタモすくい漁や太平洋側での養殖アワビ大量弊死等

がみられ，漁況全般が危具されたが，太平洋ではマサパ，日本海ではスルメイカ及びヤリイカ

の来遊不振が特に目立つ程度であった。このほか近年資源が不安視されているアカイカは本年

も低調に終り，その減少傾向は続いている。
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太平洋イカ類漁場開発調査

(開運丸アカイカ漁場調査，東奥丸イカ類漁場調査)

発表誌名

天野勝三・中田凱久・涌坪敏明

兜森良則・田村真通

イカ釣漁場開発調査資料x(昭和60年 3月)及び昭和 59年度外洋性イカ(スルメイカ・アカイカ)
に関する生物測定・標識放流・海洋観測基礎資料集

抄 録

昭和 59 年6~10月の期間において，試験船開運丸(調査海域北緯 390- 41'~430-07'.東経 1410-30' 

~l580ー 03う及び東奥丸(北緯 400- 22'~ 420ー 31'，東経 1410_ 23'~ 1510-49')によって，スルメ

イカ・アカイカ等の漁場環境，イカ類分布の状況及び群の生物的特性等についての調査を行った。

1. スルメイカ及びアカイカ漁場の環境について

昭和59年春は北日本を中心として，異常低水温にみまわれた。夏以降表層水温は回復したが，

中層以深は年聞を通じて低自に推移したものと思われる。

2 スルメイカ，アカイカの分布

(1 ) スルメイカ

両試験船によるスルメイカ漁獲尾数は 22.527尾で 57年 58年を大きく上回っている。 主

な漁獲位置は 400N， 1430Eの本州寄り， 400N~420N. 1450E~ 1460Eの道東沖であった。

また， 410 30' N， 1520 E付近の沖合にも分布がみられた。

(2) アカイカ

両試験船によるアカイカ漁獲尾数は 67，7部尾であった。漁期初めのアカイカの濃密な分布域

は400N， 1580Eと400N， 1530 E付近にみられ，以後の標本船操業位置から判断すると，同

群と後続群はこれらの経度付近に分布していたものと思われる。

3. アカイカ来遊群の性状及び漁獲量について

青森県の釣によるアカイカ水揚量は 10.4∞トソと最盛期(昭和昨)の2の低レベルに落ち
込んだ。標本船の結果によれば，年平均C.P. U. E.，魚体ともこれまでの最低を記録しそれぞ

れ 12.1尾， 455.9であった。

- 74-



日本海スルメイカ漁場開発調査

(東奥丸・イカ類漁場調査，青鵬丸・魚群情報速報事業)

発表誌名

兜森良則・田村真通・中田凱久

赤羽光秋・天野勝三・鈴木史紀

イカ釣漁場開発調査資料x(昭和 60年 3月)及び昭和 59年度外洋性イカ(スルメイカ・アカイ
カ)に関する生物測定・標識放流・海洋観測基礎資料集

抄 録

昭和 59年 6~ 12月の期間，試験船東奥丸と青鵬丸によって漁場調査を実施した。

1. 日本海は全般に極度の低水温にみまわれ，本県対馬暖流域では夏~秋にかけ 50m以浅では高

温であったものの，総じではなはだしく冷水勢力が強かった。

2 期間中，東奥丸で 29回，青鵬丸で 21回，計 50回の漁獲試験により，スルメイカ 6，746駒 1

釣獲された。これは昭和 58年の約 3分の lで低調に終った。

3 海況の影響で来遊時期が 1ヶ月程遅れ，また 6月は魚体が昨年に比べ 5cmも小さかった (M

L 15~16cm) 。

4. 日本海からの総水揚量は 28，337トンで昨年より沿岸・沖合域とも低調であったが，沿岸漁場

の水揚は極度に不振だった。
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水産生物分布調査

佐藤直三・沢田兼造・池内 仁

調査目的

本県日本海沿岸域における底棲魚類の生態を把握し，沿岸資源の維持と漁業経営の安定を図るた

めの資料蓄積を行なう。

調査方法

l 調査期間 昭和59年 4-5月， 11月~昭和60年2月

2. 調査海域 青森県日本海沿岸

3. 調査船 試蜘白青鵬丸 (56トン， D. 250馬力)

4 調査項目 1般びき機船底曳網漁法による漁獲物の多項目測定

5. その他 上記の期間中調査日数は延19日，延曳網回数55回(実質54回，残 1回は空中網)

であった。

なお，調査定点を水深 100. 150. 250 mに設けたが，操業時定点付近に刺網

等があったため場所を変更したこともあった。

調査結果

アブラツノザメ以下27種の入網がみられた。漁獲量の多かったのはスケトウダラ(全漁獲量の

37.4%) .アブラツノザメ(14.1%) ，ホッケ(11. 6%)で，前年多かったヒレグロは少なく，ア

カガレイ(9.9仰が多くなったo (寄

1 スケトウダラ

011月6日.12月10日曳網の多項目調査で雌雄ともに成熟魚は認められなかったO

0肥満度は雌 8.伺(6. 58 -10. 02) ，雄 8.29 (6.11 -10. 07) と雄が高く，その範囲の幅も雄が

広かった。またこの約 1月で肥満度は雌 0.8.雄 O.9増加しfこo

0今年は秋~冬にかけてのみ漁獲された。

。体重 (W)と体長(L)との関係式(L = 25.9 -45. 5 c祝)

♀ w ( [} ) = O. 01752 L (cm) 2. 7882 

2. ホッケ(図1， 2) 

2.1658 o W=  O.お59L (c刀1)

0春 (4- 5月〉は雌雄ともに未熟(放卵・放精済〉であった。

0春の尾又長のモードは雌雄ともに 21.0 -21. 9cm. 27.0-27.9 cmの 2ケ所に認められたが，秋は

1ケ所のみであり，かつ秋は小型魚が少なくなっていたO

0肥満度は雌雄ともに春が大きく，かっその範囲も広かった。

※春♀ 13.87( 10.10-17.54) 合 13.79 (11.88-17.20) 
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秋♀ 13.31 (11.49-15.36) o 13.26 (11.08-14.47) 

O体重 (w) と体長(L)との関係式 ( L = 18.3-32.7 c祝〕

♀春 w(9) = o.侃870L (cm) 2.6313 秋 w=0.006617 L (c視)3.2125 

S 春 w(9) = O. 02962 L (c抗)3.1293 秋 w= 0.006821 L (cm) 3.2061 
3. ヒレグロ(図 3)

0春のみの調査であったが. 4月の個体の殆どが半熟~成熟で. 5月の調査で放卵・放精済の個

体が認められるようになった。

0尾又長のモードは雌 22.0-23. 9cm.雄 20.0-21. 9仰に認められたo

O肥満度はやや雌に大きい傾向がみられた。

※♀ 12.53 ( 10.01-15.82) 古 12.30( 9. 79 -15. 17 ) 

0体重 (w)と体長(L)の関係式 (L = 14.0-29.5cm) 

宇 w(9) = o.∞5218 L (cm) 3. 2962 古 Wニ 0.008582L Ccm) 3. 1577 

4. アカガレイ(図 4. 5) 

O春は雌雄ともに殆んどが未熟であった(半熟早1.2 %.古 2.2'7も〕。秋はすべて未熟だっfこ。

O雌雄の大きさは異なり，春の維は平均体長23.2cmC 16.5-32.5)でモードは20.0-21.9. 26.0 

- 27.9cmの2ケ所に認められたが，維のそれは 20.6cm ( 14.5-26.5) .でそードは 20.0~

21. 9 cmの1ケ所だけであった。体重も各々 182.0 9 (55 ~ 492)， 129. 7 9 (40 ~ 252 )であった。

秋もほぼ同じ傾向がみられた。

0肥満度は春の雌 13.40 (10.80-15.74) .雄 14.25( 12. 10 -16.60)で雄がやや大きかった。

また秋についても雌 14.23(11. 56 - 17.65) .雄 14剖 C11. 96 -16.44) と同じ傾向であった。

O体重 (w)と体長 CL)の関係式

♀春 wC 9) = 0.007237 L C cm) 3. 2242 

S 春 W (9) = 0.02023 L Ccm) 2.94回

5. マガレイ

秋 w= O. 01292 L (仰1)3.0297 
秋 w= O. 005779 L C cm) 3. 3082 

05月12日曳網の多項目調査 1回のみで雌雄ともにすべて未熟であった。

0雌雄の大きさはほぼ同じで(平均体長♀ 14.90cm. 古 14.21cm) • 肥満度は雌 20.20 (17.66-

23.33) .雄 18.50 (18.07 -19. 35)と雌が大きかっfこ。

0体重w(9)と体長L(c胃1) との関係式 CL=13.0-16.0cm) 
W (9) = 0.03017L (cm) 2.8388 

6. マコガレイ

04月10日曳網の多項目調査1回のみで雄だけが採捕され半熟~成熟であった。

0体長は平均 23.0cmC 19.8-26.6cm)で肥満度は 20.49(16.80 -24.伯〕であった。

O体重W (9)と体長L (cm)との関係式

W (9) = 0.01283 L (cm) 3.1490 

7. ノ、ツメ

012月11日曳網の多項目調査 1回のみで雌雄ともにすべて未熟だった。

- 78-



0雌雄の大きさはほぼ同じで(平均体長♀ 13.7cm ( 11. 2~ 16.5) • 古 13.2cm(1 1. 0~ 15.5)) 

あった。

0肥満度も雌 18.09(14. 79 ~ 22.71) .雄 18.15(15. 70 ~ 20. 26)ともほぼ同じであったが，その範囲

は雌が広かった。

。体重w(9) と体長L (cm)の関係式
♀ w (9) = o.∞2471 L (cm) 3.7607 古 Wニ 0.01012L (cm) 3.2262 

8 ハタハタ(図 6)

0雌雄ともに体長13c胃1台を境にして大型群は放卵・放精済，小型群は未熟であった。

0大型群の平均体長は雌 17.3cm(14.0~21. 8) .古 14.9c祝 (13.2~17.9) で，小型群のそれは

雌 11.2cm(7.8~ 13.8) .雄 10.3 cm ( 8. 4 ~ 13. 7)であった。

0肥満度は大型群の雌で 10.35 (8. 31 ~ 12.13) .雄 11.42 (10. 35 ~ 12.84). IJ型群の雌 11日

(10.11 ~ 12.85).雄 11.77 (10. 11 ~ 13.33)であった。

0体重w(9)と体長L(cm)の関係式
♀ w (9) = 0.01790 L (，侃)2.8090 r = 0.9927 

合 W(9) =0.01ω6 L (cm) 2.8692 r = 0.9941 

9. ホッケの卵径と成熟度指数について(図 7. 8) 

11月6日漁獲されたホッケの雌17尾について，平均卵径y (脚)と成熟度指数x(%) (卵巣

重量/体重x100)を調査した。

この結果. y (仰) = 0.2923 + O. 1528 X (%) r = O.鰯 4と非常に高い相関が得られむ

また指数5以上(3尾). 1~5 (6居. 1未満(8尾)に分けてその分布域をみると. 5 

以上のものにのみ 2つの山が認められた。
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表 操業次別魚種別魚獲量

操 業 月 日 4/9 4/10 4/12 5/7 

操 業 次 数 1 2 1 2 3 1 2 3 4 1 2 3 1 

N 
。 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 ， 52.5 54.5 58 58 53 51. 8 50. 1 56 56 52 52.5 54.2 56.2 

漁 場

E 
。 139 140 140 140 140 140 140 140 140 140 139 140 140 
' 58 03 10.8 06 09 01 02.5 07 10 03.5 59 09 03.4 

アブラツノザメ 0.5 

ホ こム/ ザ メ

ホ ツ ケ 10 10 11 10 50 

スケトウダラ

ヒ フ メ

ア カ ガ レ イ 1.5 5 4 2.3 0.9 0.6 40 

てr ガ レ イ

マ コ ガ レイ 10 

ヒ レ グ ロ 1 5 5 8 3 3.7 5.2 

ソ ウ ノ、 チ 1 

ノ、 ノ、守 ガ レイ

ム シ ガ レ イ

ヤナギムシガレイ

マ ダ イ 1.2 

ノ、 タ ノ、 タ

ア ン コ ウ

カ ナ ガ「 、/ フ

タ コ 1 1 3 2. 5 1.4 5 

ナ マ コ l 0.3 

そ の 他 10 

言十 13.5 11 11 12 10 9 2.3 12.5 4 17 16.4 91. 2 8 
」一一一一一

※その他 アマダイ，ニギス， トラザメ，アイナメ，スルメイカ，カスベ，ハツキ，キス
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5/8 5/12 lV6 12/7 12/10 12/11 12.-〆12

2 3 1 2 1 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 1 

41 40 41 41 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 。。 56.2 。。 01 51 52 53.4 54.4 51. 5 52 53 53.2 53.3 52.9 54.2 52.5 
140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 
03 佃 07 10 03 03 02 03 00.6 00.2 01. 5 01. 9 01. 7 01.0 03.3 07 

51 6 

0.5 

4 2 48 15 

35 2 10 3 10 15 470 120 卯 70 85 

0.4 

2.6 5 20 42 26 38 20 

0.6 1 

1 

1.9 

6 

0.2 0.2 

1 0.5 0.1 

2 

0.2 

2 2 16 3 11 12 7.5 10.5 7.5 

0.2 1 

1 2.5 0.4 3 1.6 4 2 3.8 

4.5 10.4 5.3 83 61. 4 47 6.5 16 26 485 177 125.1 128.6 114.5 5.9 
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操 業 月 日 2/5 2/6 2/8 2/13 2/  

操 業 次 数 2 3 1 1 2 3 1 2 3 4 1 2 

N 
。 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 ， 
3 2 7 54 53 52 52.05 53 51 51 52 51. 5 52 漁 場

E 
。 140 139 140 140 140 139 140 140 140 140 140 140 140 ， 
02 58 02 01 02 58 02 04 04 01 04 05.5 02.7 

アブラツノザメ 10 15 20 180 30 10 5 1 5 5 5 7 

ホ ツ ザ メ 10 15 10 50 50 20 20 5 

ホ ツ ケ 20 10 20 5 5 7 7 0.5 2 2 

スケトウダラ 9.5 

ヒ フ メ 0.4 2.4 

ア カ ガ レ イ 2 4 2 4 3 2 4.4 5 8.5 

マ ガ レ イ

マ コ ガ レ イ

ヒ レ グ ロ

ソ ウ ノ、 チ 0.2 0.5 0.5 0.2 0.2 0.1 

ノ、守ノ、守 ガ レ イ 0.5 2 0.2 

ム シ ガ レ イ 1.2 0.5 0.5 

ヤナギムシガレイ 0.5 0.5 3 2 

マ ダ イ

ノ、 タ ノ、 タ 0.2 1 1 

ア ソ コ ウ 22 5 

カ ナ ガシ フ 0.1 0.2 0.1 o. 3 

タ コ 4 3 3.5 7 2 2 4 

ナ てr コ

そ の 他 4. 1 3 0.5 

言十 56.4 48. 7 54 248.8 90.3 43.5 64.1 1.5 18 91 12 12.5 15.5 
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18 2/19 2/20 2/28 計 kg 

3 4 1 2 3 4 5 1 1 2 3 4 5 

40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 
53.2 52 56 57 57 57 57 57 57.4 57 58 58 57 

140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 
01 02.5 11 15 15 15 11 10 12 10 11 13 11. 5 

3 353.5 

180.5 

5 1 3 5 1 2 3 3 8 11 7 2 289.5 

5 根 13 937.5 

が 3 3 4 4 4 O. 4 3 5 3 2 3 37.6 

3.5 か 249. 1 

り 7 13 3 4 2.5 0.5 6 6 7 5 6 61. 6 

11. 0 

32.8 

2. 7 

8. 7 

2.6 

0.5 6.5 

2 3.2 

1 4.8 

43.5 25 97.5 

0.9 

10 4 5 21 15 3 2 1 2 5 1 180.9 

1 3 2 8.5 

35.9 

18 34 23 17 30 69 6.9 15 20 51 21 12 2，505.3 
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七/1

餌料生物分布調査

池内 仁・小田切譲二

調査目的

ヒラメ稚魚期の主要餌料であるアミ類の分布を調べ，餌料生物と稚魚との関連(生存率・成長へ

の影響等〕を究明する。

調査方法

1 調査期間

2. 調査海域

昭和59年 6月~同年11月

本県日本海沿岸(図 1) 

水深 5m及び10m地点

3. 調査船 試験船青鵬丸 (56トン)

用船旭光丸(6.49トン)

4 調査内容

アミ類は，幅 2mそり状枠っき桁網(目合 2

棚)(1)を速度約1.5ノットで10-20分間曳網し

採集した。

一方，分布量の日周変動をみるため，ソリネ

ット(幅60C1/!， 目合 0.7脚)を使用し一昼夜

採集(4時間毎，一曳網時間10分〕を 3回(6 

月29-30日， 7月12-13日， 7月26-27日)実

施した。

採集生物は船上で109もホルマリン固定し帰

場後ソーティ γグしアミ類はろ紙上で充分に

水分を除去し重量を測定した。また同時に採集

されたヒラメ稚魚(0才魚〉は，胃内容物を調べた。

小泊岬

SL6 

St.211/出来島

図 1 調 査 点

krn 
30 

20 

10 

。

なお，アミ類の分類はFaunajaponica Mysidae ( Ii. 1964) (2)に従ったが，記載されていな

い種は東京水産大学・村野正昭博士に同定をお願いした。稿を進めるにあたり同博士に厚くお礼

申し上げる。

結果と考察

I アミ分布量(採集密度)

昭和56-59年の 4ヶ年のアミ分布量の時期別変動を示した(図 2)。分布量のピークは，毎年

水深 5mでは 8月の上・中旬頃に，10mでは 8月上旬から 9月上旬にかけてみられる。このこと
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8月といえる。又，年度毎の差をみると，水深 5m及び10アミ分布量が最大となるのは，から，

58年が最も少なかった。mとも57年が最も多く.
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アミ類の分布量の時期句変動(昭和56-59年)
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図3に59年のアミ類種類別分布量の時期別変動を示した。出現種は下記の 7種類で，以下略号

により表現する。

Proneomysis ornata 

Proneomysis . perminuta 

Acanthomysis sp.l 

Neomysis spinosa 

Neomysis japonica 

Neomysis intermedia 

Gas t rosaccus ohshima i 

略号:P 0 

PP 

H A1 

" NS 

NJ 

N 1 

GO 

(new species) 

(和名 トゲイサザアミ)

ニホンイサザアミ〕

イサザアミ)

水深 5mでは. A 1が殆どの割合を占めていたが.10 mではPOが最も多く，次いでA1， N 

Sの順であった。このように，種毎に主な生息水深を積み分けており. 5 mで多いのがA1. 10 

mで多いのがPO.両威に平均的に分布しているのがNSといえるO

各種類毎の雌性出現率.抱

卵抱幼生率及び平均体重を表

1に示した。雌性出現率では

種間の差はみられないが，抱

卵抱幼生率はA1が最も高く，

POは低い値を示した。又，

平均体重でも. A 1が最大で

POは小さい。上記のように，

水深 5mで‘の優占種はA1で

あったが，この種の抱卵抱幼

生率が高かった事と何らかの

関連があるのかもしれない。

水深別の平均体重は. P 0は

10 mの方が大きく. A 1は5

mが大きく. NSには余り差

がみられなかった。

次に. st2に於ける一昼夜

採集のアミ分布量の臼周変動

を図 4に示した。昼間と夜間

の差は，顕著にはみられなか

った。また，水深別の差でも

7月26-27日の昼間に 5mで

多かったことを除けば，余り

差はなかった。

(1/19 /ぽ)

120 水深 5m

1∞ 

80 

60 

40 

20 

。
Sep. Jul. Aug. 

ω」水深10m 11 P.O 
40 

20 

。
r"l. 

P. P 

口A.1
醐 N.S 

圏 G.O
図3 アミ類種類別分布量の時期的変動
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表 1 アミ種類別の雌性出現率，抱卵抱幼生率及び平均体重

(水深 5m) 

凶1
P .0 P.P 

雌性抱卵・平均 雌性抱卵・平均

出現%)率幼生)率体重 出(現%率)幼生率) 体重
(%) I (%) I (11/9) (%) I (昭)

6 / 22 53.9 5.8 4.4 51. 9 。 2.6 
7 / 11 57.目 3 1.4 4.0 

7 / 23 54.5 1.3 3目1

8 / 8 65.8 。 2.4 
9 / 14 65.8 8.2 1.9 58.4 3.4 1.3 

11 / 5 70.6 。 3.2 37.0 。 2.6 
全 期 間 59. 4 3. 7 3.0 55.6 2.1 1.8 

(水深10m) 

ぷ!
P.O P.P 

雌性抱卵・平均 雌性抱卵・平均

出現%率幼生率) 体重 出(現%率)幼(生%率)体(11/9重) (%) I (%) I (11/9) 

6 / 22 64.7 4.6 5.4 46.4 2.0 3.3 

7 / 23 62.0 2.5 3.4 47.7 4.1 1.9 

8 / 8 52.3 2.4 2.6 

全 期 間 ω9  3.2 3.8 48.6 2.9 2.4 

A . 1 N.S G.O 

雌性抱卵・平均 雌性抱卵・平均 雌性抱卵・平均

出現%率幼生)率体重) 
(%) I (%) I (11/9 出(現%)率幼(生%率) 体(砂重) 出(現%率)幼(生%)率体(11/9重) 

51. 2 '2fJ.7 8.4 44.2 15.8 6.4 53.9 10.3 5.8 

46.5 33.1 9.9 48.9 18.2 6.8 

50. 7 18.2 6. 7 57.8 3.8 3.9 

49.1 42.1 7.5 52.2 28.8 7.1 

68.4 42.6 6.6 51. 1 19.1 3. 7 

51. 0 71. 7 17.5 62. 7 17.7 5. 7 

51. 1 33. 7 8.3 51. 3 19.9 6.5 56.8 15.9 5. 3 

A . 1 N.S G.O 

雌性抱幼卵・平均 雌性抱卵・平均 雌性抱幼卵・平体 均
出現率) 生率) 体重) 出(現%率) 幼生率)体重 出現率) 生)率 重
(%) I (%) I (11/9 (%) I (砂) (%) I (%) I ("拶)

51. 3 5.0 6. 7 

48.9 27. 6 6.2 55.0 18. 1 6.4 45.8 18. 2 4.4 

50.5 29.6 6.3 55.2 17.6 6. 3 48.8 7.7 5.2 
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図 4 アミ類分布量の日周変動

ヒラメ稚魚胃内容調査

まず餌料の質的な側面から，胃内容物をアミ類，魚類及びその他に分類Lて.その重量比歩調

べた。図 5aに，ヒラメ稚魚全長別の各餌生物の重量比を示した。ヒラメの成長に伴い，主要な

餌生物がアミ類から魚類へと変化しており，餌料転換サイズ(胃内容中の魚類の重量比がアミ類

のそれを上回り始めるヒラメ稚魚のサイズ)は，全長 3cmで、あった。本海域での過去の調査では
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転換サイズは，昭和56年には 7叩， 57年には 8cm(3)であり，九州・福岡産稚魚が全長12cm前後ま

では，ア之類の占める比率が高いこと(4)が報告されており，今回の 3cmという転換サイズは，こ

れまでと比較しても極めて小さし、。そこで， 59年と同様の方法で57年の本海域産ヒラメ稚魚の官

内容物重量比を図 5bに示した。胃内容組成の重量比を比較すると57年はアミ類主体， 59年は魚

類主体となり餌生物組成に著しい差がみられる。このことから，両年の餌料環境を推測してみる

と， 57年にはアミ類が多く， 59年には魚類(シラス)が多かったものと思われる。実際アミ類の

分布量は， 59年より57年が多いと言う結果(図 2)が得られており同じ海域でも年により餌料環

境が異なり，これがヒラメ稚魚の摂餌形態を異ならせているものと思われ両年のより詳細な比較

を行なってみた。
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先づ，量的な側面から，各全長毎の最

大摂餌率を比較してみた(図 6)。各全

長階級のサンプル数が 100-150と多い

ので，飽食時の摂餌率に近いものと思わ

れる。両年を比較Lてみると， 59年の全

長 3-6仰の最大摂餌率が著Lく高い値

(最高a.9%)を示した。同サイズのヒ

ラメ稚魚は， 57年にはアミ類を59年には

魚類を主な餌料としていた(図 5a及び

5 b)ので，それぞれアミ類，魚類を餌

料とする場合の摂餌量の差が問題となる。

そこで， ヒラメ稚魚をアミ類を主餌料

とするク守ループ(官内容中のアミ重量が

魚類の10倍以上)と，魚類を主餌料とす

るグループ(同様に魚類重量がアミ類の

10倍以上)に分け両者の摂餌率の平均値

を比較してみた(図 7a及び 7b)。こ

れらの図から両年とも全長 4c抗以上にな

ると魚類グループの方が高い摂餌率を示

すようになる。 4cm以上に成長すれば，

魚類(シラス)がアミ類よりも効率的な

餌料となるのであろう。逆に，魚類を充

分に捕食・摂鰐可能な最小サイズは，全

長 4cmと推察される。また，両年を比較

すると，アミグループの方には平均摂餌

率に差はみられないが，魚類グループで

は59年の方が高い摂餌率を示している。

このことからも57年よりも59年に，魚類

(シラス)の分布密度が高かったことが

推察される。

却(%)
r 

15 

10 

開
10 
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それでは，群れ全体としてのヒラ

メ稚魚の摂餌を考えた場合はどうで

あろうか。図 8a及び8bに，水深

別の平均摂餌率(全長階級毎の全数)

を示した。水深10mでの全長 3-5

cmを除けば， 57年が若干高い傾向が

窺える。この原因としては，図 9に

示すように， 59年ではヒラメ稚魚の

うち空胃個体の出現率が高かった事

が考えられる。このことは，アミと

魚類(シラス)の分布スタイルの反

映であろう。即ち，アミがパッチ(密

集域)を形成して分布していること

は，これまでにも観察されており，

シラスも同様に，均一に分散してい

るのではなく，パッチを形成してい

るものと推測される。しかし両者

のパッチを比較した場合，アミは小さ

なパッチが多数分布しているのに対L，

シラスは大きなパッチが少数分布して

いるものと推測される。このことが，

アミ類の多かった57年に比べて，魚

類(シラス)の多かった59年に空胃

個体が増加した原因だと考えられる。

また，水深10慨に於て59年の全長 3

-5cmのヒラメ稚魚は極めて高い摂

餌率を示Ltこが， 6 cm以上になると

急激に低下した。そこで， 59年のヒ

ラメ稚魚の時期別分布密度を調べて

みた(図10)， 8月8日の水深10m

では， 132尾/1000rr{ (モード4cm)

であったが， 9月3日になると53尾

/1∞o rr{ (モード 6cm)と半分以下
に減少している。 8月8日のモード

が摂餌率の高かったサイズ， 9月3

日のモードが低かったサイズに一致

例
8 

、、
、入 57年

、、

59年

TL 
(冊)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

開
8 

図 8a 平均摂餌率(水深 5m) 
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していた。分布密度の低下は，沖合への分散に密接に関連しており餌のシラスが減少したので，

それを求めてヒラメ稚魚も沖合に移動Lたという一つのモデルが考えられる。
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ヒラメ 0才魚分布密度

被捕食アミ類体長(棚)

15 

10 

図10

最後に，

魚によるアミの摂餌

状況を調べてみた。

まず，捕食してい

るヒラメ稚魚の全長

ヒラメ稚

と捕食されているア

5 
ミ類の体長を比較し

ヒてみた(図11)。
* 

ラメが全長 3.5侃以

上に成長すると，捕

10 
捕食ヒラメ
全長(侃)

8 6 4 2 
。

食しているアミのサ

... 
不明

安

PO 
ム

NS+GO 
ロ

NJ 
o 
A1 

イズは変わらなくな

被捕食アミ類体長と捕食ヒラメ全長との関係図11
それ以下での

ヒラメでは大きなサ

るが，

イズ(10111111以上)のアミを捕食していなし、。アミのサイズ選択が，全長 3.5cm以下のヒラメでは

ヒラメ稚魚の胃内容中で確

働いている可能性があるO

次に，アミ類の種に対する選択性について検討Lてみた(表 2)。
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認されたアミの種は，環境中の第一，第二及び第三優占種であり，分布密度が高いアミを摂餌し

ている。このことから，特定の種に対するヒラメ稚魚の選択性は認められなかった。

表 2 ヒラメ 0才魚胃内容中アミ類と環境アミ類との比較

St 一水深 PO PP Al NS 

8/8 2 - 5 4 (5.3) 。(0.3) 2 (49.4) 2 (18.5) 
3 - 5 3 (1. 1) 。(0.1) 3 (62.7) 。(20.0) 
4 - 5 3 (2.1) 。(1. 3) 19 (202.4) 。(6.4) 
5 - 5 1 (0.5) 。( 0) 15 (74.5) 。(0.5) 
2 -10 5 (4.0) 1 ( 0) 10 (20.2) 2 (23.7) 

3 -10 15 (6.3) 。( 0) 35 (113.8) 4 (69.5) 
9/14 5 - 5 3 ( 0) 。( 0) 1 ( 0) 。( 0) 
6 - 5 。(0.7) 。(0. 1) 。(0.4) 。( 0) 

1l/5 3 - 5 。(0.2) 。( 0) 1 (3.0) 。(0.1) 
数字は， ヒラメ 0才魚胃内容中で確認されたアミ類種類別尾数

)内は，環境中のアミ類種類別採集密度<TT19/11l>

文 献

1) 小田切譲二・横山勝幸・小川弘毅:栽培技術. 12(1)， 1983 

GO NJ 

。(0.4) 。( 0) 
。(0. 1) 。( 0) 
。( 0) 。( 0) 
1 (0.2) 。( 0) I 
。(0.1) 。( 0) 
。(0.4) 。( 0) 
。( 0) 。( 0) 
。(0.4) 8 (1. 5) 
。(1. 6) 。( 0) 

2) Naoyoshi 1 i : F AUNA J APONICA MYSIDAE， Biogeographical Society of 

Japan. 1964 

3) 小田切譲二・木村大・奈良賢静:ヒラメ生態調査 (57年度).青水試事業概要

4) 今村博道:日水誌， 46(4)， 1980 
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イカナゴ資源・生態調査

奈良 賢静・佐藤直三・小倉大二郎

調査目的

本県沿岸漁業の重要魚種であるイカナゴの資源・生態を解明L.資源管理のための基礎資料を得

る。

調 査 内 壬'*'ヨp

1.調査海域 日本海~津軽海峡~むつ湾(図 1- 3 ) 

2. 調 査 船 試験船青鵬丸(56トン， D， 250馬力)

3 

用船兼田丸(3.4トン， D， 35馬力)

調査方法

(1 )統計調査

昭和59年のイカナゴの漁獲状況をつかむため，各漁協の水揚台帳より日別漁獲量を調べた。

また，県統計より市町村別イカナゴ漁獲量の推移(昭和34-58年)を調べた。

(2) 稚仔魚調査

① 稚仔魚分布調査

稚仔魚採集のため，試験船で稚魚ネットを 5-10分間曳網Lた(図 1- 2)。第 1回調査

は昭和59年 4月，第 2回は昭和60年 3月に行い，調査時の曳網水深は，第 1回は水深 5mの

み，第 2回は水深 5m及び50mの2層で行った。

②標本船調査

本県沿岸でイカナゴ(コウナゴ)漁を営んでいる漁業者15名に，漁期間中，操業状況の記

録及びサンプリングを依頼Lた。

(3) 成魚調査

イカナコ成魚採集のため，試験船で桁網を10分間曳網した(図 3)。調査は昭和59年11月~

12月にかけて行った。更に，今別町東部漁業協同組合所属船を用船し，同町沿岸部で桁網調査

を行った。調査は昭和59年9月-10月にかけて行った。

なお，本年度は脇野沢漁業協同組合より，イカナゴ成魚 300尾をサンフ。ルとして入手L.

部はアイソザイム用として北海道大学水産学部へ送った。

(4) 系群調査

本県産イカナゴの系群を推定するため，脊椎骨の計測を行った。計測に用いたサンフ。ルは，

東通村白糠で漁獲された稚魚(昭和58年及び59年のもの)及び，脇野沢村で漁獲された稚魚(昭

和58年)，成魚(昭和59年)である。

成魚はSoftexによるX線撮影，稚魚はHollister法によるアリザニン染色を行い，ビノキュラ
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下で計測し計測範囲はAtlasからUrostyleまでとした。

なお.x線撮影に際L多大な協力をいただいた，弘前大学医療短期大学部診療放射線学科久
保田 護先生に，ここに感謝の意を表する。

調査結果

1 統計調査

昭和59年の主要漁協における，イカナゴ日別漁獲量を表 1に，市町村別漁獲推移を表 2に示し

た。

今年は，日本海・太平洋沿岸でやや漁が目についた程度で，過去県内の漁獲量の大部分を占め

ていた津軽海峡，むつ湾沿岸では皆無状態であった。また，県内全体の漁獲量も33トンと過去最

低であった。

2. 稚仔魚調査

① 稚仔魚分布調査

第 1回調査では，計31尾のイカナゴ稚仔魚を採集した。最も採集尾数が多かったのは，今別

町大j白沖(s t 4)の14尾であった(表 3)。体長(以下S.Lを指す)は 7-23仰，平均は12.7 

開，モードは10-Ummにあった(図 4)。

第 2回調査では，計36尾の稚仔魚を採集した。最も採集尾数が多かったのは，平舘村磯山沖

( s t 7)の29尾であった(表 4)。体長は 3-10醐で，平均は 5.1mm. モードは 4- 5mmにあ

り(図 4).体長 5脚以下の個体には，卵黄がまだ残っていた。また，水深別にみると. 5 m 

層の方が多かった。

稚仔魚の発生，分散については，採集尾数が少ないため特に顕著な傾向をつかむことはでき

なかった。

②標本船調査

標本船調査より得たサンプルの目別地区別体長組成を図 5に示した。今年は不漁のため，サ

ンフ。ル数が極めて少なく，連続的にサンプリングできたのは，今別西部地区だけであった。ま

た，サシフ。ルの体長は昨年に比べ小型であった。

3 成魚調査

試験船及び用船でイカナゴ成魚を漁獲することはできなかった(表 5)。原因としては，①漁

具の効率が悪い，②資源水準の低下.CE生息域が限定されている等が考えられる。

脇野沢漁協より入手Ltこサンプルの尾叉長及び体重組成は図 6に示した。尾叉長は 13.2-21. 5 

cm.平均 17.5cm. モード17.0-18. Ocmにあった。体重は 9.0-51. 0 9.平均25.19. モード15.0

-20.09にあった。なお，性別は産卵後聞もないため，区別することはできなかった。

4 系群調査

計測lた白糠の昭和58年サシフ。ルは53尾(体長22-40mm)で，脊椎骨数は63-67個に出現L.

モードは65.平均値は65.4. 偏差は O.99であった。昭和59年サンフ。ルは計測尾数54尾(体長27

-44mm)で，脊椎骨数は63-67個に出現L.モード65.平均値65.3. 偏差O.79左昭和58年サンプ
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ルとほぼ同じ結果であった(図 7)。

一方，脇野沢のものは，昭和58年サンフ。ルが計測尾数47尾(体長34-47mm)で，脊椎骨数は63

-67個に出現L，モードは65，平均値は65.0，偏差は0.93，であった。昭和田年サンプルは計測

尾数 179尾で，脊椎骨数は62-68{1Q1に出現しモードは66，平均値は65.4，偏差は1.01であった

(図 8)。

考 察

1 漁況について

今年のイカナゴ漁は，初漁日が遅<，漁期も短かく，前述のとおり漁獲量は過去最低に終った。

ますこ，標本船調査による今別西部地区のイカナゴ日別体長推移(図 5)をみると，この間イカナ

ゴの成長は窺われなし、。

本県沿岸は，今冬から春先にかけ，近年にない異常低水温に見舞われており(表 6)，このこ

とと上記現象は何らかの関係があるものと思われる。

冬~春先(1 - 4月)とし、う時期は，イカナゴにとって生態的に，産卵~瞬化~稚仔魚という

大事な時期に当たる。この時期水温が例年より極端に低ければ，環境変化に対する抵抗力，耐性

の小さい瞬化直後の仔魚にとってマイナスであろうことは容易に想像される。また， ，降化までの

期聞が長くなり，仔魚の発生時期もまちまちになることが推察される。

これらのことより，冬から春先における水温は，その年のイカナゴ漁を左右すーる要因の 1っと

考えられる。

2. 系群について

イカナゴの脊椎骨数に関する論文は，過去数多く報告されており，脊椎骨数は，水温と逆相関

し，北のものほどその数は多いとされている。また，鳥取県，宮城県では脊椎骨数が異なる 2系

群の混在 (63系群及び65系群)が報告されており1)，2)，本県においても過去，川村3)(1940) ， 

石垣，加賀4)(1957)らにより， 2系群混在の可能性が指摘されている。

本県太平洋側(白糠)で採集された昭和58年及び59年サンフロルは，共にモードが65に出現L.

d検定を行ったところ，有意水準0.05で有意な差は見られず(O. 1 < P < O. 2) ，同じ系群であ

ると推定される。つまり，本県太平洋側に分布しているイカナゴは脊椎骨数のモードが65にあり

65系群と考えられる。これは隣県の岩手県及び宮城県北部のものと同じ系群である。

一方，むつ湾(脇野沢)で採集された昭和58年及び59年サンフ。ルは，それぞれモードが65，66 

に出現Lている。ここで，この結果と川村及び石垣・加賀がそれぞれ茂浦，青森市のサンフ。ルを

用いて計測した結果とを比較Lてみた。石垣・加賀が計測したサシフ。ル数は計40個体と少ないがモ

ードは62と63に出現している(図 9)。川村が計測した結果をみると(図10)，一応モードは64

に出現しているが，これは， 63と65の2つのモードが重なりあっていると解釈することもできる。

図10をモード63と65の2系群からなるヒストグラフと仮定し赤嶺の Polymodalな度数分布を正

規分布へ分解する手法5)に従い解析したところ，モード63，平均値62.8，分散0.75(個体数98尾)

と，モード65，平均値臼 5，分散0.68(個体数回尾)に分けられた。脊椎骨数の変異は海洋の状
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態と密に関係しているものと考えられ，前述の 2系群が混在する鳥取県と宮城県の海洋環境をみ

ると，前者は春季，東進する対馬暖流と南へ向う日本海中央水が衝突する場所であり，後者は黒

潮陵水と親潮冷水が衝突する場所である。本県むつ湾湾口部(津軽海峡)をみると，イカナゴの

産卵期~稚仔魚に当たる 1~ 4月は，対馬暖流の勢力が最も弱L、時期であり，逆に親潮冷水が津

軽海峡側に張り出L.両者の衝突が考えられる。つまり，津軽海峡~むつ湾にかけては 2系群が

混在する可能性は充分あり得ると言える。しかしながら，昭和田年， 59年サシフ。ルの計測結果か

らは63系群の存在は窺うことができず，系群の変遷が想定される。本県沿岸を通る対馬暖流は，

長期的にみると低温化を示L6) (図11)，このことが変遷の一因とも考えられるが，詳しいこと

は今後の課題としたい。

本県のイカナゴ漁獲量は，昭和52年の 9，148トンを境に急減し今年は33トシと最盛期の僅か

0.2%に過ぎなし、。また，太平洋側に比べ，過去本県の漁獲量の大半を占めていた津軽海峡~む

つ湾湾口部での落ち込みが激しく，このことと前述系群の変遷とは何らかの関連があるものと推

測され，今後日本海産サンフ。ル等の計測を行い，本県イカナゴの資源動向解明の一助と LたL、。
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表 1 昭和59年イカナゴ日別漁獲量(単位均)

-煮干出荷

月
日佐井

|脚野沢 ニ長
今別

平館 蟹田 蓬田 平内 白糠 泊 小泊
福筒牛滝 西部東部. 

4 23 (オオナゴ) 135 

24 

25 

26 

?:l 

28 双)()

29 制5

30 615 

5 1 10 559 100 1， 178 

2 910 190 

3 90 

4 51 225 

5 

6 303 

7 215 375 270 

8 2∞ 64 709.5 

9 237 45 

10 (7初) 390 270 

11 513 

12 105 352 252 660 

13 23> 135 

14 (50) 229 122.5 60 

15 50 92 105 

16 120 416 120 

17 (加) 117 

18 (533) 4 40 

19 61 2，135 136 

20 848 1，343 

21 (494) 80 782 

22 (910) 19 560 1，972 

23 24 

24 45 64 51 

25 (1ω) 

26 

27 32 

28 192 

29 

30 250 

31 

6 

9 135 

10 173 

i口h 計 10 50 。，∞6) お0 4，132 1，362.5 4，743 4，536 5，617.5 
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表2 イカナゴ漁獲量経年推移 単位:kg 

34年 35 36 37 38 39 40 41 

小泊村 3，972 35，414 2，040 26，560 

市浦村

車力村 500 ωo 300 

鯵ケ沢町 お0 750 1，000 1， 150 

深浦町 435，940 37，650 37，650 

岩崎村 3，577 2，450 3，105 2，855 13，523 1，485 1，220 25 

計 444，289 38，614 6， 145 68，215 51，173 1，985 1，520 25 

ニ厩村 731 63，651 42，800 2，768 81，100 3，490 

今別町 712，218 1，985，850 70 318 1，424，798 233，114 73，853 880，859 190，345 

平舘村 963，617 1，115，196 135，279 1，918，799 295，858 174，765 1，394，252 151， 781 

百十 1，676，566 3，164，697 205，597 3，386，397 528，972 251，386 2，356，211 345，616 

蟹田町 19， 103 80，330 179，910 164，713 275，821 192.000 203，9∞ 72，800 

蓬田村 600 1，750 17， 130 47，900 49，0∞ 103，000 54，000 

青森市 300 1，759 9.200 6，945 3，226 110，973 11，103 

平内町 76，300 52，244 430，908 66，275 27，410 7， 000 113，400 163，760 

野辺地町 35，0∞ 10，000 34，307 4， 799 1，おO 4，124 808 

横浜町

むつ市 1，875 9， 125 5，563 7，075 4，∞o 2，000 

川内町 7，500 525，000 60，∞o 637，175 774，000 129，0∞ 18，150 

計 105，378 703，749 705，270 976，645 1，141，975 435，556 506，547 248，471 

脇野沢村 451，610 494，828 295，230 539， 735 859， 700 683，250 1，097， 5∞ 640，378 

佐井村 845，636 1，894，567 870，945 2，235，696 1，282，592 1，870，241 1，739，810 1，696，089 

大間町 8，356 11，616 24，240 21，291 63， 720 762 

風間浦村 9， 785 3，932 1，031 93 4 

大畑町 7，668 93，567 

言十 1，305，602 2，389，395 1，175，960 2，790，979 2，175，531 2，574，782 2，994，690 2，337，233 

東通村 13，858 2，385 930 32，940 26，020 62，778 12，200 

六ケ所村 62，5∞ 78，870 1，500 214，970 583，810 105，130 

ニ沢市 2，700 

百石町

八戸市 10，190 145，775 995，480 367， 070 149，830 187，060 541，192 

階上町 576 450 

計 24，048 2，385 208，275 175，856 401，960 390，826 833，648 661，222 

l口L 計 3，555，883 6，298，840 2，301，247 7，398，092 4，299，311 3，654，529 6，692，616 3，592，567 
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42年 43 44 45 46 47 48 49 

小泊村

市浦村

車力村

鯵ケ沢町 79 95 

深浦町 1，544 

岩崎村 1 

計 1，623 95 1 

二厩村 5，615 6，1ω 13，250 5，800 63，175 14，916 28，067 

今別町 263，439 23，∞o 92，630 257， 164 1，272，181 106，258 1，228，829 564，612 

平舘村 506，偲8 887，028 弘6，964 535，029 1，使l2，824 702， 736 1，310，971 1，514，988 

計 778，142 916，178 652，044 797，993 2，418，180 823，910 2，539，8∞ 2，107，667 

蟹回町 ol，500 211，7∞ 66，6∞ 65，∞o 85，650 73， 100 13，∞o 40，5ω 

蓬田村 106，200 12，剖O

青森市 30，290 8，250 1，3∞ 12，0∞ 35，αxl 200 

平内町 150，9ω 420 26，∞o 3，8∞ 2，240 

野辺地町 2，047 

横浜町 お，253

むつ市 54 170 

川内町

計 356，997 2お，224 93，900 80，800 120，650 73，300 38，663 40，590 

脇野沢村 589，739 106，416 268，259 517，425 104，776 1，257， 005 5，869，675 1，635，735 

佐井村 1，307，050 1，358，195 1，938，205 1，637， 739 5，383，463 2，636，524 3，296，668 1，954，724 

大間町 106，310 8，199 20，349 3，363 21，352 893 91， 178 22，823 

風間浦村 5，475 22，625 3，203 17，435 ω，211 10，673 7，649 273 

大畑町 3，386 60，354 4，365 

計 2，011，970 1，555，789 2，134，381 2，175，962 5，5ω，302 3，905，895 9，265，170 3，613，555 

東通村 61，450 103，紛O 90，975 53，926 133，477 284，770 618，お4 179，8ω 

六ケ所村 481，683 381，735 312，911 106，050 378，657 352，715 724，431 5∞，720 

三沢市 3，6剖 1，800 

百石町

八戸市 388，140 298，鈎O 67，7∞ 40，630 初4，840 376，440 793，952 172，747 

階上町

計 931，173 784，125 475，176 笈lO，606 816，974 1，013，925 2，136，747 855，136 

i口斗 計 4，078，252 3，490，999 3，355，596 3，255，561 8，925，ω6 5，817，030 13，980，380 6，616，949 
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単位:勾

50 51 52 53 54 55 56 57 58 

9，064 10，950 38，561 105，342 48，911 26，264 10， 777 

50 

624 

9，688 10，950 38，561 105，342 48，961 26，264 10， 777 

18，318 180，003 87，∞5 3，065 2，023 114 1，222 

878， 195 1，433，097 2，076，473 217，461 72， 784 22， 762 8， 716 243 29，361 

811，805 1，151，142 1，151，234 282，526 44， 758 12，549 8，769 44，154 

1，708，318 2，584，239 3，2幻， 707 679，990 204，547 38，376 19，508 357 74，737 

38，5∞ 39，320 13，8ω 64，240 84，080 29， 510 

116，9ω 246，764 142，013 934 3，825 21，754 

4，801 お4，740 36，270 24，762 

3，328 49，833 ω，241 240，075 91，575 9，557 6，991 3)，671 

16，387 1，875 4，815 

304，449 126，208 56， 777 12，314 

幻6 73， 792 22，610 4，564 

49，395 6，810 230 

41，828 89，429 5ω，284 105，601 442，010 10，491 10，816 118，620 

1，734，627 2，4お，049 1，643，759 659，442 269，272 13，800 140 

2，437，765 4，073，938 2，350，000 109， 725 292，847 16，140 1，8回 50 30 

ω，349 610 1，810 400 528 

23，684 2，815 1，979 3，395 3，お5 780 2，325 156 1，ω5 

1，525 1，549 

4，256，425 6，510，412 3，997，627 774，487 邸調5，032 30，720 4，175 3)6 3，414 

同4，115 265，448 498，915 112，ω5 ω，707 44，270 46，446 21，680 82，702 

831，360 5a，366 568，936 255，712 179，232 41，284 121，114 49，878 71，536 

2，200 16，300 25，450 22，5ω 20，800 15，3∞ 8，800 220 

390 

688，565 320，646 281，お8 88，976 44，784 40 1お，661 2泡，927 14，638 

2，3)3，240 1，200，760 1，374，929 479，333 344，523 100，894 310，021 l∞，485 169，096 

8，219，499 10，395，790 9，148，108 3，090，753 1，606，073 206，745 355，297 101，048 365，339 
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表3 イカナゴ稚仔魚分布調査

St.No 23 20 19 18 16 13 14 

年 月 日 59. 4.23 59. 4.23 59. 4.23 58. 4.23 59. 4.23 59. 4.24 59. 4.24 

水 深 m 175 95 75 72 72 56 64 

7.50 oc 6.20 7. 50 8.10 5.60 4. 10 4.20 

Om Om Om 。机 Om Om Om 

33.86 %0 33.14 33.57 33.42 32.82 33.31 32.93 

6.90 oc 6.80 5.80 6. 25 5.98 3.55 4.25 

各層水温・塩分 75祝 35m 30 m 35 m 35 m 25 m 30 m 

33.89%。 33.78 33.42 33.65 33.45 33.36 33.43 

6.400C 6.49 6.00 6.50 6.00 4.60 5.15 
トコ

150 m 85 m 75 m 65 m 65 m 50m 55 m 

33.67%0 33.94 33.92 33.93 33.93 33.62 33. 76 

曳 網 時 亥リ 12;50 ~ 12;57 14;12~14;17 14; 54 ~ 14;59 15;20 ~ 15;25 15;55 ~16;00 06;25 ~06;30 07;10 ~07;15 

曳網時間 分 7 5 5 5 5 5 5 

曳網速度 ノット 1.1 1.2 1.6 1.3 1.5 1.2 1.1 

イカナゴ採集尾数 3尾 3尾

ボンデンあり，入 福浦崎 1. 5 mile 焼山 1. 5 mile 大崎 1. 5 mile カンソク 06;20 カンソク 07;03 

っていけず。 牛滝距岸1.1 mi le 距岸 1. 0 mile 距岸 1. 8 mile 大島 3.6mile 弁天 2.1 mile 

備 考 犬漁島 2.2 mile その他稚仔 5尾 その他稚仔 6尾 弁天(脇野沢) 尻岩崎 1. 5 mi le 

陸 1. 8 mile 3.8 mile ボンデン有

ボンデン有 その他稚仔 3尾



St.No 15 17 6 7 8 11 

年 月 日 59. 4.24 59. 4.24 59. 4.24 59. 4.24 59. 4.24 59. 4.24 

水 深 祝 80 91 53 65 59 57 

5.100C 6.10 6.00 5.10 5.10 5. 10 

Om 。祝 。調 Om Om Om 

33.01施。 33.19 32.38 33.01 33.72 

5.900C 5.50 7.05 5.∞ 5.00 5.15 

各層水温・塩分 40m 40m 20m 30 m 30m 25m 

33.56施。 33.36 33.71 33.17 33.26 33.36 I 

6.印。C 6.65 6.95 6.15 6.39 5.201 

70 m 80m 40m 55 m 50m 50m 

33.96施。 33.91 33.23 33.87 33.88 33.87 

曳 網 時 刻 07;50~07;55 08;38 ~ 08;43 09:14 ~09 :19 10 02~10;07 10;49~10;54 11;20~11;25 

曳網時間 分 5 5 5 5 5 5 

曳網速度 ノット 1.2 1.4 1.5 2.2 1.6 2.1 

イカナゴ採集尾数

カシソク 07;45 焼山 3.2 mile 明神崎 カンソク 09;日 カンソク 10;42 カンソク 11:10 

貝崎 2.4mile 石崎 4.7 mile 灯台針 40。 貝崎 4.2 mile 大島 7.2 mile 双子 W (120ち

備 考 平舘 3.3 mile カγソク 08;31 1.1町並le 距岸 2. 5mi le 距岸 2.8 mile 針臼05う

その他稚仔 10尾 その他維仔 3尾 ボシデγ有 その他稚仔 2尾 4.2 mile 

その他稚仔 2尾 その他稚仔 2尾
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St.No 9 5 4 3 2 1 

年 月 日 59. 4.24 59. 4.25 59. 4.25 59. 4.25 59. 4.25 59. 4.25 

水 深 m 41 72 75 48 69 70 

5.100C 7.10 7.10 7.10 7.20 7.20 

Om Om 。宵t 0η1 Om Om 

32.73施。 33.65 33.64 33.72 33. 72 33.64 

4.990C 7.05 7. 00 7.00 7.00 7.36 

各層水温・塩分 10 m 30 m 30 m 20m 30 m 30 m 

33.11施。 33.75 33.72 33.75 33. 75 33.72 

6.∞℃ 7. 00 7.05 6.98 6.95 7.25 

30m 60視 65m 40m ωm  60視

33.61 %。 33.77 33.76 33.81 33.81 33.74 

曳 網 時 亥U 12;00 ~ 12;05 08;24 ~08;29 09;05~ω;15 09;35 ~ 09;45 10;ω~ 10;10 10;40~10;45 

曳網時間 分 5 5 10 10 10 5 

曳網速度 ノット 2.0 1.5 1.5 1.5 1.6 1.4 

イカナゴ採集尾数 2尾 14尾 2尾 3尾 4尾

カンソク 11;50 陸S 0.9 mile 高野 2940 高野 2650 曳網 10分 竜飛 900 

青森(フェリー) その他稚仔 4尾 1.1 mi le 2.1 mi le 高野 2800 2.2mile 

備 考 6.7 mi le 曳網 10分 曳網 10分 4.6 mile 曳網 5分

真横 2.8 mi le その他稚仔 4尾 その他稚仔 2尾 その他稚仔 4尾 その他稚仔 2尾

その他稚仔 1尾
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イカナゴ稚仔魚分布調査

St. No 27 26 25 24 23 9 

年 月 日 60. 3. 5 60. 3. 5 60. 3. 5 60. 3. 5 60. 3. 5 60. 3. 5 

水 深 宵1 91 67 86 83 181 58 

Om 6.800C 6.00 7.80 7.10 7.∞ 6.00 

25 m 7.300C 6.30 7.70 7.20 7.40 6.20 

各層水温・塩分

50 m 7.300C 6.40 7.70 7.30 7. 40 5.50 

75 m 7.400C 7.30 7.40 

曳 網 時 亥リ 07;35~07;45 08;34 ~08;44 09;55~10;05 11;13~11;23 12;24 ~ 12;34 14;40 ~ 14;50 

曳網時間 分 10 10 10 10 10 10 

曳網速度 ノット 1.1 1.1 1.4 1.1 1.1 1.1 

イカナゴ採集尾数 3尾(50 m) 1尾(5 m) 

5m層 漁獲なし 5 m 層 5m層 なし 5 m層 青森西灯台 3回~9

アイナメ 10尾 その他稚仔 1尾 50机層 その他稚仔 2尾 5m層

50m層 50 m層なし その他稚仔 13尾 50 m 層 なし ギンボ 10尾

備 考 その他稚仔 10尾 150 m層 7.80C アイナメ 4尾

その他稚仔 4尾

表 4
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St. No 12 13 7 4 

年 月 日 60. 3. 7 伺. 3. 7 60. 3. 7 60. 3. 7 

水 深 抗 55 53 68 71 

Om 4.100C 4.40 5.60 6.60 

25m 4.300C 4.30 4.20 6.90 

各層水温・塩分

回 m 3.800C 4.70 3.30 7.00 

75 m 。C 7.00 

曳 網 時 亥U 07;毘 ~08;(沼 08;40~08;日 09;35~09:45 11:13 ~11;23 

曳網時間 分 10 10 10 10 

曳網速度ノット 1.2 1.1 1.1 1.2 

イカナゴ採集尾数 1尾(5 m.) M尾(5m.)5尾(50m. ) 2尾(5 m.) 

大島から 270。 大島から 3300 平舘灯台 140。 風変わる

4mile 3.5 mi le 5町lile 5 m層

日Om.層 5m.層 なし 5m.層 その他稚仔 12尾

備 考 マコガレイ稚仔多 ボンデンが多いため その他稚仔有 回 m層

5in.層 なし 関 m層曳網できず。 ωm層 その他稚仔 27尾

その他稚仔有

l
g
回
同
町

l
l



イカナゴ成魚分布調査

St. No 1 -1 1-2 1-3 2 3-1 3-2 4-1 

年 月 日 59.11. 26 59.11.26 59.11. 26 59.11. 26 59.11. 29 59.11.29 59.11.30 

水 深 m 20 20 15 100 64 58 54 

各層水温・塩分

曳 網 時 刻 10;25 ~ 10;35 10;55~11;05 11 ;21 ~ 11 ;31 14;27 ~ 14;42 07;54~08;04 08;35 ~08;45 07;32 ~07;37 

曳網時間 分 10 10 10 15 10 10 5 

曳網速度 ノット 2.6 2.4 2.0 1.5 2.1 2.1 O. 9 ~2.1 

鯵ケ沢 7.4mile 潮早く網が立って ヒラメ 3尾 潮が早いため曳網 実質曳網 7分 底質 底質荒い砂

漁獲なし。 きた。 カレイ， コチ類 良くいかず。 魚なし。 砂~小砂利 (貝ガラ有)

網が底をかし、てい 曳網失敗。 ロープ長 50 m 底質細砂。 ナマコ 1尾 漁獲なし
漁獲なし
ボンデン有

備 考
ない模様。 ローフ 180 m 桁が良く下をかい 早上げ。
ロープ長 60m ていない模様。 桁に少し重りをつ

荒天のためヨ朗匂け
けたが， あまり効
かなし、。

ロープ長 180 m 桁が少し軽いか?
ロープ長 150 m 

表5

ー
ロ
斗
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ナンゼンを使用した。St 7以降は，サリノメーターが故障のため割愛した。なお，車水温等については，



St .No 4-2 5 6 7 8 3-3 

年 月 日 59.11. 30 59.11. 30 59.11.30 59.11. 30 59.11.30 59.11. 3 

水 深 宵1 80 79 80 60 66 同

表層 12.90C 11. 9 13.2 

5 m 12.80C 12.0 13.4 

各層水温・塩分

30 m 12.50C 10. 9 13.3 

底層 10.70C 10.7 13.3 

曳 網 時 刻 07;51 ~æ;Ol 08;46 ~08;56 09;33 ~09;43 10;23 ~10;ぉ 11; 13 ~ 11;23 10;31 ~10;41 

曳網時間 分 10 10 10 10 10 10 

曳網速度 ノット 1 ~ 1.8 1 ~ 1. 9 1 ~1. 9 1.9 2.1 1.7 

貝殻が入ってきた 福浦から 2.4mile 大崎 1350 貝崎 1250 貝崎 620 1. 7 mi le ネズッポ

ロープ長 240 m 桁が軽く，底を良く 2.5mi le 1. 7mile 桁，軽いためか底に カワノ、ギ

備 考
曳いてない模様。 ロープ長 240m カレイ， カジカ類採 ついていない模様。 タイ， キス

貝殻が入ってきた。 集。 桁を再びおとし更に 採集

ロープ長 240 m 貝殻多 5分間曳網。 ロープ長 180机

ロープ長 180 m 底質泥。

カレイ， コチ類

ロープ長 180 m 

l
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単位:oc 

月 旬
1 2 3 4 5 6 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

鯵ケ沢
7.0 6.6 6.8 5.8 5.2 5.8 4.7 5.5 5.8 7.1 7.6 8. 7 9.6 11.1 13.8 15.4 18.2 18.3 

(7.3) (6.9) 白.3) (6.1) (5.8) (6.0) (6.3) (6.6) (7.3) (8.2) (9.3) (10.4) (11. 8) (13.2) (14.1) (15.5) (16.9) (18.3) 

茂 浦
5.8 3. 7 3.4 2.5 2.1 3.1 2.8 2.4 2.9 4.2 5.4 6.1 8.6 9.2 11. 9 14.4 16.7 16.4 

(6.9) (5.5) (5.1) (4.3) (4.3) 臼.3) 臼.4) (4.7) (5.6) (6.6) (7.6) (8.8) (10.4) (11. 9) (12.8) (14.4) (15.9) (17.0) 

八 戸
6.5 5.3 5.1 4.1 4.1 3.4 3.4 4.3 3.9 3.5 5.1 5.4 7.4 6.8 8.6 11. 3 13.1 12.8 

(6.7) (6.0) (5.7) (5.4) (5.0) (5.2) (5.4) (5.9) (6.2) (6.9) (7.7) (8. 7) (10.0) (11.1) (12.0) (12.8) (13.5) (14.9) 

昭和 59年旬別平均水温(表層)表6

S39~58年までの平均値

ただし，茂浦は S43~57年までの平均値

)内，
I
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日本海マス漁場調査

奈良賢静・佐藤直三・池内 仁

調査目的

日本海に生育するマス類の資源動向を明らかにし，資源を有効に利用するための漁業管理並ひI

国際的資源評価において重要な役割を果す基礎資料を収集するとともに，当業船の指導にあたり本

漁業の経営安定に資する。

調査内容

1.調査期間 昭和59年 4月-5月

2. 調査海域 北緯 380以北，北緯43。以南の日本海海域(図 1) 

3. 調 査 船 試験船東奥丸(134.47トン， D 550馬力)

4. 調査方法

(1 )海況調査

シーホースを使用して各層 (0， 10， 20， 30， 50， 75， 1∞， 150， 200， 3∞ m)の測温

を行い，併せて気象観測(天候，風向，風力，波浪， うねり等)を行った。

(2) 資源分布調査

マス流網 (50間切)， 91冊30反， 94棚 40反， 9711.52反， 1∞冊10反， 1伺脚20反及び調査網

9種 (82鵬抜ける)27反，合計 179反を使用して試験操業を行った。

(3) 魚体調査

カラフトマス及びサクラマス各30尾について多項目調査(尾文長，体重，性別，生殖腺重量)

及び採鱗(サクラマスのみ)を行い，また，多項目調査用魚体以外のカラフトマス，サクラマ

ス各70尾について，セルロイド穿孔法により雌雄別尾文長組成を調べた。

(4)その他

ノルパックネットを用いプランクトン採集を行った。

なお，この調査は北海道から石川県に至る各道県及び日水研との共同調査として実施したもの

で，取りまとめに関しては， 日水研が行うものである。

調査結果

1.海況

昭和59年 3月-6月までの日本海沖合の表層水温を図 2に示した。 3月上旬の表層水温は，日

本海沿岸を北上する対馬暖流が停滞気味のため，前年同期より 2- 30C低目に経過した。また，

リマγ寒流が強勢で， 20C台の強い冷水が本県沖合まで南下していた。しかし， 4月に入ると全

般に水温上昇が目立つようになり， 100C台の暖水が北上してきた。 5月に入っても日本海の水温
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は順調に昇温し，100C台の暖水は，佐渡，大和堆まで広がった。その後水温の上昇が著しくなり

6月に入ると表層水温は，例年並~高目を示すようになった。

2. 資源分布

(1 )商業網

表 2に商業網による月別(航海別)漁獲状況を示した。

使用した商業絹は，延 2.499反で，カラフトマス 433尾，サクラマス 200尾を漁獲した。

カラフトマスの反当り漁獲尾数は全体で0.17と一昨年 (0.01)，昨年 (0.13)を上回ったも

ののその値は依然低位のままである。

サクラマスのそれは0.08と昨年 (0.01)を上回ったものの，一昨年 (0.12 )より悪い。

航海別にみると，第 1次航海(4月)の前半は，カラフトマス，サクラマスとも不漁であっ

たが，第 I次航海後半~第 2次航海(5月)にかけ，両魚種とも漁模様はやや好転した。

(21 調査網

使用した調査網は，延 459反で，カラフトマス 627尾，サクラマス46尾を漁獲した。

カラフトマスは，目合63脚，72mmで反当り尾数が大きしそれぞれ4.29，5.65であった(表

7)。

また，サクラマスに関しては，漁獲尾数が少ないため顕著な傾向はみられなかった(表 8)。

3魚体

カラフトマスの尾叉長，体重は， 4月37.2cm， 570!J， 5月38.0 cm， 600!Jと過去10年間では

最も小さかった(表 3， 5)。サクラマスもそれぞれ， 4月41.1 cm， 1， 023 !J， 5月43.6cm， 1，339!J 

と小さし特に 5月は過去10年間では最も小さかった(表 4， 6)。

考 察

調査網試験結果より，カラフトマスの適正目合は72脚付近にあったと推定され，これは昨年の同

調査1)の傾向と同じである。特に今回の場合，目合72脚での反当り尾数は5.65と商業網の33倍とな

り非常に高い値を示している。また尾文長，体重は， 33. 3 cm， 403!Jとそれぞれ商業網の0.88倍，

0.69倍に当たる。これらのことより，カラフトマスの母集団は，商業網で漁獲されている魚体より

やや小さいものが主体となっているものと推定される。

参考文献

1) 奈良賢静ほか (1984) :昭和田年青森県水産試験場事業報告， 203 -212 
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表 1 昭和59年度臼本海マス漁場調査結果

操 業 次 数 1航海ー 1操業 1 2 1 3 1 4 

投 月 日 4 臼 10日 4月 11日 4月 12日 4月 13日

時 亥。 20 : 50-21 :ω 17 : 34-18 : 00 17: 15-17 : 45 17: 08-18 : 18 
網 方 向 E W W E 

揚 月 日 4月 11日 4月 12日 4月 13日 4月 13日

時 刻 03 : 18-04 : 20 04 : 15-05 : 30 03 : 12-05 : 00 21 : 45-22 : 58 

網 方 向 W E E ssw-wsw 
投位 北 緯 400 40.1/ 390 59.3/ 390 20.7/ 380 42.1 / 

網置 東 経 138 0 23.1/ 138 0 15.7/ 1380 17.1/ 1380 20.5/ 

天 候 C b c c b 

気 風向・風力 ESE・1 N. 2 NW・4 SSW・1
波浪・うねり 1 • 1 1・2 1・2 2・2

気圧 (ロ1b) 1018.9 1014.5 1016.8 1017.8 

象 気温 (OC) 1.5 4.2 4.5 7.0 

透明度 (m) 6 7 8 7 

o m (OC) 2. 7 6.2 8.1 8.8 

10 1.7 4.4 7.8 8.1 

水 20 1.5 3.3 7.2 7.9 

30 1.4 3.2 6.5 7.8 

50 1.3 2.5 5.6 7.8 

75 1.2 1.8 4.7 7.8 

100 1.0 1.5 3.2 7.6 

温 150 0.6 0.9 1.8 6.6 

2∞ 0.5 O. 7 1.2 4.0 

3∞ 0.4 0.4 0.6 1.5 

91加担 30 30 30 30 

投
94 22 22 40 40 

97 15 52 52 52 
網

100 10 10 
反

106 20 20 20 
数

調査網 27 27 27 27 

五十 94 151 179 179 

カフフトマス 1 64 2 
魚
サクラマス 11 24 

種
オショロコマ

別 アブラツノサゃメ 5 2 
漁
マイワシ 33 15 

獲
スケトウダラ 16 3 

尾
マサパ 1 

数
タコイカ

調査網 カワノ、ギ 2 

48111111 (3反)
55/1(/1) 
63/1(/1) 

備 考
72 // ( // ) 
93 // (ν) 
106 // ( // ) 

121 // ( /1 ) 
138 // ( /1 ) 
157 // ( // ) 
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1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 

4月 14日 4月 15日 4月 16日 4月 17日 4月 19日

17: 13-17: 43 17 : 15 -17 : 45 20 : 52-21 : 20 16: 50-17: 20 17 : 35 -18 : 05 

E W W E W 

4月 15日 4月 16日 4月 17日 4月 18日 4月 19日

03: 15-04 : 50 03: 15-05 : 00 03 : 18-04 : 55 00: 10-02: 00 21 : 15-22 : 45 

W E ESE-S E S E 

390 20.0' 400 00.8' 410 14.2' 400 40.3' 400 50目7'

1370 45.4' 1370 38.6' 1390 03.7' 1390 18.7' 1390 28.7' 

b c b c 。
WSW・1 E • 2 NE・1 E • 3 NE・3
1・1 1・2 3 • 2 3・2
1019.8 1020.2 1021. 2 1013.2 1015.8 

7.5 7.0 6.5 8.0 7.5 

7 6 12 9 

8.6 7.8 8.4 8.6 7.9 

7.2 6.4 7.4 8.0 7.9 

6.5 5.3 5.9 7.9 7.8 

5.6 4.9 4.9 7.9 7.4 

5.3 4.0 3.6 7.9 7.4 

4.0 3.1 2.3 7.0 6.8 

3.3 2.2 1.6 6.4 6.6 

1.8 1.5 1.2 4.9 5.2 

1.3 1.1 0.8 2.7 2..6 

O. 7 0.8 0.4 1.0 1.1 I 

30 30 30 30 30 

40 40 40 40 38 

52 52 51 51 50 I 

10 10 10 10 10 

20 20 20 20 20 

27 27 27 27 27 

179 179 178 178 175 

81 1 110 38 46 

6 5 5 

14 4 12 2 

87 55 

3 1 4 

ネズミザメ 1 ネズミザメ 1 ホッケ 1 

イシイノレカ 1 

(体長170cmo)

オットセイ 1 

(放流)
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操 業 次 数 1 - 10 1 11 2 2 2 

投 月 日 4月 23日 4月 24日 5月 8 日 5月 9 日

時 刻 17 : 15 -17 : 46 17 : 08-17 : 38 18 : 03-18: 23 16 : 55-17 : 21 

網 方 向 E E NW  E 

揚 月 日 4月 24日 4月 25日 5月 9 日 5月 10日

時 亥。 03 :却-05: 15 03 : 15-05 : 05 03 : 13-05 : 50 03 :加-05: 30 

網 方 向 N-NNW-NW WSW E-ENE-S NE 

投位 北 緯 410 12.5' 410 24. 1 ' 410 18.2' 410 18. l' 

網置 東 経 1390 41. 0' 1390 13.8' 1390 22.4' 1390 30.7' 

天 候 。 c r C 

気 風向・風力 W. 2 SW・3 SE・1 SW・2

波浪・うねり 2 • 1 2・1 2 • 2 1 • 2 

気圧 (mb) 1019.5 1018.0 1∞7.5 1007.5 

象 気温 (OC) 3.0 5.0 9.5 8.0 

透明度 (m) 12 7 10 10 

o m CC) 8.0 6.2 10.1 9.6 

10 8.0 5. 7 10.1 9.6 

水 20 8.0 5.2 8.2 9.4 

30 7.9 4.4 6.5 7.5 

50 7.5 3.8 5.0 6.1 

75 6. 7 3.2 3.9 4.0 

100 5.5 1.9 3.1 3.3 

温 150 3.0 1.0 1.7 2.0 

200 1.2 O. 7 1.0 1.1 

300 0.6 0.4 0.6 O. 7 

91 訓郡 30 30 30 30 

投
94 38 38 38 35 

97 50 50 50 50 
網

1∞ 10 10 10 
反

10 
106 20 20 18 18 

数
調査網 27 27 27 27 

計 175 175 173 170 

魚
カフフトマス 50 155 124 28 

種
サクラマス 9 1 59 26 

オショロコマ
iJrJ 
アブラツノザメ 10 80 22 35 

漁
マイワシ 4∞ 76 94 270 

獲
スケトウダラ 1 5 

尾
マサパ 4 

数
タコイカ

ネズミザメ 1 ネズミザメ 2 ホッケ 2 

備 考 . 

L一一
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2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 

5月 10日 5月 11 日 5月 12日 5月 13日 5月 17日

17: 13-17: 40 16: 42-17 : 10 17 :お-17: 55 16 : 35-17: 03 17: 05-17 : 21 

W W w W W 

5月 11日 5月 12日 5月 14日 5月 14日 5月 17日

03: 15-05: 00 02: 55-05 : 00 03 : 15-04 : 50 03: 15-05 : 05 22: 10-23: 15 

NE NE-N ENE E E 
410 14.7' 410 59.2' 420 10.3' 410 36.5' 410 06.9' 

138 0 54.2' 1390 05.6' 1380 59.2' 1380 57.7' 1390 43.0' 

C c b c b c b c 
NW・3 SE・1 E・1 NNE・1 N. 2 

4 • 4 1・1 1・2 1 • 2 1・1
1016.0 1015.8 1017.0 1011. 0 1014.2 

5.5 6.2 7.0 9.0 10.5 

10 10 10 13 9.5 

8. 7 6.2 7. 1 9.4 12.0 

8.5 5.0 4目9 8.4 10.5 

8.3 4.3 4.7 7.4 9.0 

5. 7 3.9 3.8 6.7 8.4 

3. 7 2.3 2.4 3.8 6.8 

1.8 1.3 1.0 1.5 5.4 

1.2 1.1 0.8 1.0 4.5 

0.9 O. 7 。目7 0.6 2.5 

O. 7 0.6 0.6 0.4 1.7 

0.4 0.4 0.5 0.4 O. 7 

30 30 30 30 23 

33 33 33 33 50 

50 50 50 50 10 

10 10 10 10 18 

18 18 18 18 

27 27 27 27 
168 168 168 168 101 

90 118 11 141 。

6 62 28 4 

15 4 5 

179 550 170 500 640 

96 24 75 18 2 

6 7 7 13 

ネズミザメ 2 ホッケ 6 ネズミザメ 1 

ホッケ 6 

クロソイ 1 
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表2 月別漁獲調査結果(商業網)

月 操業回数(回) 有効反数(反) 漁獲尾数 (尾) 尾/反

4 11 1，545 カラフトマス 255 0.17 

サクラマス 59 0.04 

5 7 954 カラフトマス 178 0.19 

サクラマス 141 0.15 

言十 (平均) 18 2，499 カラフトマス 433 0.17 

サクラマス 200 0.08 

表 3 カラフトマス月別魚体調査結果(商業網)

月 平均 FL (侃) 平均 BW UJ) 生殖腺重量 (9) ♀/(♀+o) (%) 

4 37.2 570 ♀ 8.3 25.6 

o 2. 7 

5 38.0 600 ♀ 14.4 34.9 

o 4.2 

平 均 37.6 583 ♀ 11. 4 29.8 

古 3.3 

表 4 サクラマス月別魚体調査結果(商業網)

月 平均 FL (棚) 平均 BW (9) 生殖腺重量 (9) ♀/(♀+古) (%) 
4 41.1 1，023 ♀ 15.9 56目9

o 5.1 

5 43.6 1，339 ♀ 42.3 70.2 

古 8. 7 

平 均 42.7 1，227 ♀ 34.1 65.4 

古 7. 1 

表 5 カラフトマス年別・月別平均魚体測定値(商業網) 単位・上段cm.(FL) 
.下段9(BW) 

月 50年 51 52 53 54 55 56 57 58 59 

38.9 40.1 40.2 38.2 
3 

637 722 697 642 

40. 3 39.7 41. 2 39.4 43.7 39.4 39.0 40.0 37.2 
4 

7臼 693 727 661 640 688 636 690 570 

42.5 41. 0 39.9 40.1 38.3 40.4 38.0 
5 

941 お0 743 722 556 768 6∞ 
46.1 43.1 40.9 

6 
1，400 1，010 7ω 

42.5 41. 2 41. 1 39.7 43.7 40.4 38.8 40.1 37.6 
平 均

990 846 725 709 640 747 617 730 583 
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表 6 サクラマス年別・月別平均魚体測定値(商業網)

月 50年 51 52 53 54 55 

41.1 38.0 39.0 
3 

929 796 871 

45.3 41. 5 46.2 43.5 43.9 42.1 
4 

1，373 1，008 1，698 1，264 1，169 1， 169 

48.2 50.2 46.0 44.4 
5 

2，080 2，293 1，836 1，352 

40.4 48.4 
6 

780 1，835 

47.4 44.5 45.3 45.0 43.9 42.9 
平 均

1，896 1，461 1，588 1，602 1，169 1，248 

表 7 目合別カラフトマス測定結果表(調査網)

目 d口L 有効反数 漁獲尾数 反当尾数 平均 FL 
(棚) (反) (尾) (尾/反) (侃)

48 51 5 0.10 28.3 

55 51 104 2.04 29.8 

63 51 219 4.29 31. 3 

72 51 288 5.65 33.3 

82 

93 51 7 0.14 38. 7 

106 51 2 0.04 35.0 

121 51 2 0.04 

138 51 。 0.00 

157 51 。 0.00 

商業網 2，499 433 0.17 37.6 

表 8 目合別サクラマス測定結果表(調査網)

目 i口h 有効反数 漁獲尾数 反当尾数 平均 FL 
(脚) (反) (尾) (尾/反) (侃)

48 51 2 0.04 35.1 

55 51 4 0.08 31. 0 

63 51 7 0.14 31. 0 

72 51 4 0.08 37.3 

82 

93 51 9 0.18 47.3 

106 51 7 0.14 48.9 

121 51 7 0.14 47.8 

138 51 4 0.08 52.3 

157 51 2 0.04 54.1 

商業網 2.499 200 0.08 42.7 
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単位・上段四 (FL) 
.下段 9 (8W) 

56 57 58 59 

36.3 

753 

46.6 44.6 41. 1 

1，796 1，486 1，023 

48.9 43.2 43.6 

2，153 1，599 1，339 

47.3 42.1 42.7 

1. 903 1，283 1，226 

平均 BW
早/(♀+古)(%) 

(9) 

259.0 100.0 

290.3 45.8 

338.6 48.2 

403.0 49.4 

677.7 28.6 

465.0 1∞.0 

583.3 

平均 BW
♀/(♀+古)(%) I (9) 

610 50.0 

367 25.0 

361 14.2 

858 25.0 

2.0∞ 77.8 

2，124 71.4 

1，891 85. 7 

2，553 100.。
2，975 100.。
1，226 65.4 



サケ・マス壇殖事業振興調査(親魚回避経路調査)

I 親魚標識放流調査

佐藤直三・沢田兼造・池内 仁

調査目的

津軽海峡陸奥湾湾口部に来遊したサケ親魚について，その後の移動回遊経路や湖上河川等を把握

し，サケ増殖振興のための資料とする。

調査方法

昭和59年11-12月

下北郡佐井村地先

1.調査期間

2 調査地区

3. 調査方法 供試魚は定置網に入網したものを使用した。放流点まで船上の生費に収容して

運搬し魚体測定・雌雄判別・採鱗後アンカータグ式迷子札を付して放流した。

また，県内各漁協及び関係道県機関に対し標識放流の実施を通知するととに

に，再捕報告の依頼を行った。

調査結果及び考察

1. 時期別再捕状況(図 1.表 2) 

(1) 11月11日放流群

32尾放流し. 6尾が再捕されたので，その再捕率は18.8%であった。

(2) 11月19-20日放流群

126尾放流し.34尾が再捕されたので，その再捕率は幻.0%であった。

(31 12月10日放流群

42尾放流し.11尾が再捕されたので，その再捕率は26.2%であった。

すなわち合計 2∞尾を放流し 51尾が再捕されたので，全体の再捕率は25.5%であった。

これはほぼ例年並 (57年・ 20.9%. 58年・ 27.0%)であった。

再捕場所は，放流地先・ 4尾，南下(西進南下…日本海を含む)・ 31尾，北上(東進南下…

太平洋を含む)・ 16尾で南下の割合は61%であった。

これを放流時期別にみると.11月11日群では南下の割合が20%(1/5尾)だったものが，

11月19-20日群では71%(22/31尾). 12月10日群でも73%(8/11尾)となコており，時期

を経るごとに南下する割合が高くなっている。

一方，この地区では昭和57年以降継続して標識放流を実施しており，その期間はいずれも11

月11日-12月22日の間で，ほぼ10日おきに標識放流が行なわれており(表 2).各年とも漁期
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が進むにつれて徐々に南下率が高くなり， 12月上旬にピークがあると思われる。

また，県漁業振興課の調べによると，漁獲量のピークは，陸奥湾，本県日本海ともに，いづ、

れの年も11月下旬にみられているが，津軽海狭は年により異なっている。 (57年・ 12月上旬，

58年・ 12月下旬， 59年・ 11月下旬)

これらのことから，この地域に来遊した群は，陸奥湾及び本県日本海側に由来したものの占

める割合が少ないものと考えられる。

2. 再捕されるまでの経過日数(表 3) 

再捕魚のうち約55%(28尾/51尾)が4日以内に再捕されているが， 10日以上経過も約14%(7 

尾/51尾)あった。この 7尾の内訳は，北海道・木古内町 (13日)，上磯町 (20日)，本県むつ

市関根浜 (12・19日)，深浦町 (13日)，岩崎村 (21日)，階上町 (14日)である。各海域毎の

再捕されるまでの平均経過日数は，放流点から離れる程大きくなる傾向がみられる。

前述のとおり，この地区からは昭和57年以降標識放流が実施されており，この間延 119尾が再

捕されている。このうち約57%が4日以内に再捕されており，当然のことながら津軽海狭地区が

多く，この平均経過日数は 4.9日であった。

平均経過日数は陸奥湾内 5.7日，日本海 6.8日，秋田以南 8.2日，太平洋5.5日，岩手以南8.5

日と陸奥湾内を除いて，距離に比例しているといえる(表4)。陸奥湾内での平均経過日数は，

距離からみると多少大きすぎるように思われる。

また， 日本海及び太平洋方面で 4日間以内に再捕された割合も各々42%，50%と比較的高く，

この地区に来遊した群にじ、「足の早い」群も多く含まれていると思われる。

3. 雌雄別再捕状況

この期間中雌38尾を放流したが，そのうち14尾が再捕されたので，この再捕率は36.8%であっ

た。一方雄は 162尾を放流し， 37尾が再捕されたので，この再捕率は22.8%と雌のほぼ半分で，

57， 58年(ほぼ:1 : 1 )と異なっていた。

4 年令別再捕状況

3年魚 (28.6%)が4年魚 (25.1%)よりやや高い再捕率を示した。

5. 年令別組成

4年魚が殆どを占め (85目9%)，次いで 3年魚 (10.6%)， 5年魚(3.0%)， 2年魚(O. 5 

%)の順であった。

6 雌雄別年令組成

雌は 4年魚 (89.4%) ， 3年魚(8.0%)， 5年魚(2.6 %)と 4年魚主体，雄も 4年魚 (85.

1 %)， 3年魚 (11.2%)， 5年魚(3.1 %)， 2年魚(0.6%)と4年魚主体であった。

7. 雌雄別尾X長組成

雌は51-80cm(平均66.6cm)の範囲にあり，そのモ ドは65-69cm，雄は47-85cm(平均68.0

cm)の範囲にあり，そのモ ドは70-74c祝にあった。

8. 年令別雌雄別尾叉長

(1) 2年魚 維は 1尾だけで47c祝であった。
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(2) 3年魚 雌は 3尾 (51・56・61cm)であった。
雄は55-70cm(平均61.9伺)の範囲にあり，そのモードは55-59，60-65cmにあ

っfこ。

(31 4年魚 雌は56-80cm(平均67.4cm)の範囲にあり，そのモードは65-69cmにあった。

雄は53-80cm(平均68.5cm)の範囲にあり，そのモードは70-74cmにあった。

(41 5年魚 雌は 1尾 (70尾)のみであった。

秋田 3尾

雄は78-85cm(平均80.8cm)の範囲にあり，そのモードは75-79cmにあった。

o 
青森

大間崎。

• 

岩手 1尾

昭和田年11-12月(地区:佐井村)

*:放流 2∞尾

・:再捕 51尾

図 1 サケ親魚放流及び再捕
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表 l 放流および再捕状況

放 流 再 捕

Aι 月 日 場所 性別
尾叉長

年令 月 日 場 所
経過
漁具crn 日数

1 11. 11 佐弁 雄 68 4 11.24 北海道木古内町沖 13 

2 11 Fノ " 70 11 

3 11 11 11 71 // 

4 11 11 11 78 " 
5 11 " 11 75 11 

6 11 11 M 60 11 

7 11 11 雌 61 " 
8 11 " 雄 71 11 

9 " 11 " 60 11 

10 " 11 雌 65 11 

11 " 11 雄 62 11 

12 " " 
11 65 3 

13 11 11 11 75 4 

14 " 11 11 53 " 
15 " " 

11 59 11 11. 15 下北郡東通村石持沖 4 定置

16 // 11 Fノ 62 3 11. 15 北海道函館沖 4 定置

17 // 11 11 63 4 

18 11 " 
11 57 11 

19 " " // 80 5 11. 15 下北郡佐井村尻川沖 4 

20 // 11 // 70 4 

21 " " // 57 3 

22 " 11 11 74 4 

23 " 11 11 63 M 

24 11 11 11 70 " 11.30 むつ関恨浜沖 19 定置

25 11 11 雌 62 11 11. 15 下北郡佐井村大荒持沖 4 定置

26 11 11 雄 60 11 

27 " " 
11 66 11 

28 11 // 11 70 11 

29 11 11 11 64 3 

30 " " 11 60 4 

31 " 11 11 65 11 

32 11 " 11 63 11 

33 11.19 福浦 11 76 " 
31. " M " 68 " 

35 11 11 11 63 史， 12. 10 西郡岩崎村沖 21 定置

36 11 " 11 70 11 

37 11 11 11 75 11 

38 11 11 11 62 " 11.23 下北郡東通村白糠沖 4 定置

39 11 11 11 80 11 

40 11 11 11 78 11 11. 24 下北郡佐井村新山沖 5 定置

qδ qa 



放 流 再 捕

J世i 月 日 場所 性別
尾文長 年令 月 日 場 所 経過 漁具cm 日数

41 11. 19 福浦 雄 60 3 

42 fI 1/ " 72 4 

43 を， " " 68 " 
44 " " " 65 " 
45 " " 雌 70 " 
46 " " 雄 68 " 11. 28 北海道上磯町沖 9 定置

47 " M " 71 " 
48 " 

11 M 70 " 
49 " 

u " 78 " 11. 21 下北郡佐荊す焼山沖 2 定置

50 " " " 70 " 11. 23 下北郡東通村尻労沖 4 定置

51 " " " 68 3 11. 21 下北郡佐井村新山沖 2 定置

52 " " " 79 4 

53 " " " 75 " 
54 " " " 70 " 
55 " " " 66 " 
56 " " " 70 " 
57 " " " 71 " 
58 " 11 " 70 " 
59 fI " " 71 " 
60 fI 11 " 71 " 
61 11 " " 70 11 11.27 岩手県宮古湾口 8 定置

62 11 11 " 72 " 11. 21 下北郡佐井村新山沖 2 定置

63 " 
1/ " 78 " 

64 11 11 " 72 " 
65 " " " 73 " 12. 1 むつ市関根浜沖 12 定置

66 " " " 71 " 
67 11 1/ 11 77 " 
68 " " " 75 " 
69 " fI " 67 " 
70 " 

1/ " 78 " 
71 1/ " " 72 " 
72 1/ 1/ " 72 " 
73 " 

1/ κγ 71 " 
74 " " " 73 

11 

75 11 " " 69 11 

76 " 1/ " 79 
11 

77 11 11 " 70 
11 

78 11 11 " 62 11 

79 11 " 11 71 11 

00 11 " " 80 5 

an噌qo 



放 流 再 捕

A6. 月 日 場所 性別
尾文長 年令 月 日 場 所 経日過数 漁具cm 

81 11. 19 福浦 雌 70 4 

82 H 11 雄 75 11 

83 11 11 11 75 11 

84 11 11 11 76 11 

85 11 11 11 85 5 

86 11 11 11 70 I 4 
87 11 11 雌 74 11 

88 11 11 雄 70 3 

89 11.20 11 11 77 4 

90 11 11 雌 63 11 

91 11 11 雄 64 11 11. 21 下北郡佐井村焼山神 1 定置

92 11 11 11 64 11 

93 11 11 11 67 11 

94 11 " 11 55 11 

95 ι， 11 11 69 11 

96 11 11 11 69 M 

97 11 11 11 61 11 

98 11 11 11 66 M 

99 H 11 11 ω 3 
100 11 H 11 81 5 

101 " " 11 55 3 11. 24 下北郡佐井村大荒川沖 4 定置

102 11 11 11 68 ? 11.23 下北郡佐井村焼山神 3 定置

103 11 H 11 63 3 

104 11 11 11 ω 4 
105 11 H 11 57 3 

106 11 H 11 60 4 

107 11 11 11 75 H 11.25 西郡深浦町関沖 5 定置

108 11 H 11 63 11 

109 H 11 11 70 11 11.26 秋田県男鹿市五里合沖 6 定置

110 11 11 11 70 11 

111 11 11 11 60 11 11.24 下北郡佐井村大佐井川沖 4 定-.

112 11 11 11 61 3 

113 " 11 11 67 4 

114 11 11 11 67 11 

115 11 11 雌 67 " 12. 10 北海道上磯町沖 20 定置

116 11 11 錐 68 11 

117 11 11 11 57 3 

118 11 11 11 77 4 

119 H H き， 69 11 

120 11 H 11 ol 11 

民
Jv
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放 流 再 捕

Ao. 月 日 場所 性別
尾文長

年令 月 日 場 所
経過
漁具cm 日数

ロ1 11. 20 福浦 雄 61 4 

ロ2 11 " 
必F 68 " 

123 11 11 11 70 11 12. 3 西郡深浦町入前沖 13 定置

124 " M 雌 67 " 
125 11 11 11 67 11 

126 " 必， 雄 65 3 

127 " 11 雌 77 4 

128 11 " 雄 68 11 

129 " " fI 70 11 11. 23 下北郡佐井村新山沖 3 定置

130 11 " 雌 64 M 

131 " 11 m 69 11 11. 24 下北郡佐井村福浦沖 4 

132 " " 雄 73 11 11.23 下北郡佐井村牛滝沖 3 定置

133 11 11 " 60 " 
134 を， 11 雌 65 " 11.23 下北郡佐井村焼山沖 3 定置

135 " 11 " 64 " 
136 11 必， " 78 " 11. 21 下北郡佐井村福浦沖 1 定置

137 11 " 雄 74 " 11. 21 下北郡佐井村新山沖 1 定置

138 " 11 " 61 " 
139 11 M " 58 " 
140 " 

M " 70 " 
141 " 11 " 70 " 
142 11 11 " 59 " 
143 " 11 " 67 " 11.27 秋田県南秋田郡若美町沖 7 定置

144 " 11 " 72 " 
145 " 11 雌 61 3 11. 23 下北郡佐井村焼山沖 3 定置

146 11 11 雄 67 4 11. 29 北海道知内町沖 9 定置

147 11 11 " ω " 11. 23 下北郡佐井村新山沖 3 定置

148 " 11 雌 62 " 
149 " " 雄 70 11 

150 " " 雌 67 " 11.28 北海道上磯町沖 8 定置

151 11 " " 57 " 11.26 下北郡佐井村福浦沖 6 

152 11 11 雄 68 " 
153 11 " " 66 3 
154 11 " " 65 4 11.23 下北郡佐井村焼山沖 3 定置

155 " " " 70 " 11.23 下北郡佐井村大荒川沖 3 定置

156 fI fI fI 75 fI 1l.'Zl 秩田県男鹿市五合沖 7 定置

157 " " 雌 72 " 11.26 西郡深浦町追良瀬川 6 ヤ ナ

158 11 " 雄 75 m 

159 12. 10 佐弁 雌 65 " 12. 15 北海道福島町松浦沖 5 定置

160 " " 雄 66 " 12. 17 下北郡佐井村新山沖 7 定置
ーーーーーー」ー
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放 流 再 捕

J佑. 月 日場所 性別
尾文長 年令 月 日 場 所 経過

漁具cm 日数

161 12. 10 佐井 雌 61 4 

162 11 11 雄 70 11 

163 11 11 F〆 58 3 

164 " 
11 雌 70 5 

165 11 11 雄 59 4 12. 12 下北郡脇野沢村武士泊沖 2 定置

166 11 11 11 78 5 

167 11 11 11 66 4 

168 11 11 を， 65 fノ 12. 12 北郡市浦村磯松川沖 2 刺網

169 11 11 雌 68 λγ 12. 14 下北郡佐井村小荒川沖 4 定置

170 11 11 11 51 3 12. 17 下北郡佐井村新山沖 7 定置

171 11 11 雄 61 4 12. 10 下北郡佐井村新山沖 。定置
172 11 11 11 67 11 

173 11 史， 雌 56 11 

174 Fノ 11 雄 68 11 

175 11 11 雌 66 11 12. 14 むつ市田名部川沖 4 定置

176 11 11 雄 73 11 

177 11 11 雌 80 11 

178 11 11 雄 54 11 

179 11 11 11 47 2 

180 11 11 11 69 4 

181 11 11 11 71 11 

182 11 ，ノ 雌 76 11 

183 11 11 雄 71 11 12. 15 下北郡大畑町大畑前沖 5 定置

184 f/ 11 11 74 Fノ 12.24 三戸郡階上町沖 14 

185 11 11 11 67 11 

186 f/ 11 雌 75 11 

187 11 " 11 66 " 
188 " " " 73 " 
189 " " 雄 80 " 
190 " 

f/ 雌 72 " 12. 17 下北郡川内町川内川 7 ヤ ナ

191 " " " 56 3 
192 " " " 59 4 
193 " " 雄 60 " 
194 " 11 11 65 " 
195 " " " 64 " 
196 " " 

Fノ 65 " 
197 " " " 68 " 
198 " " 雌 65 " 
199 " " " 68 " 
200 " " 雄 63 " 

の，qo 



表 2 再捕場所別尾数

放流年月日 放流尾数
再 捕 尾 数

計 北上 (A) 南下 (B) 地 先 B/ (A十B)

59. 11. 11 32 6 4 1 1 20 9も

59.11. 19 * 126 34 9 22 3 71 

58. 11. 30 17 4 。 4 。 100 

58. 12. 5本 112 28 8 20 。 71 

58. 12. 9本 71 22 3 19 。 86 

59.12.10 42 11 3 8 。 73 

57. 12. 22 67 14 6 8 。 57 

本 は， 2日間にわたり放流

表 3 再捕までの経過日数(59年)
N:尾数
T:経過日数の合計

場 所
経 過 日 数

N T 平均日数
2二三 4ミ ら二三 10二三 10< 不明

秋田以南 2 (3) 20 6. 7 

日 本 海 1 2 2 (5) 47 9.4 

津軽海峡 8 16 4 5 4 (37) 193 5. 2 

陸 奥 湾 l (2) 11 5. 5 

太 平 洋 2 1 (3) 20 6. 7 

岩手以南 (1) 8 8. 0 

計 9 19 7 9 7 (51) 299 5. 9 

表4 再捕までの経過日数 (57-59年の合計) N:尾数
T:経過日数の合計

場 所
経 過 日 数

N T 平均日数
2 二三 4二三 6二三 10二三 10< 不明

秋田以南 1 1 2 1 1 (6) 41 8. 2 

日 本 海 4 3 3 4 (14) 95 6. 8 

津軽海峡 16 30 9 12 6 (73) 359 4. 9 

陸 奥 湾 7 3 4 (16) 91 5. 7 

太 平 洋 4 1 l 1 (8) 44 5.5 

岩手以南 2 (2) 17 8. 5 

言十 22 45 17 21 13 1 (119) 647 5. 4 
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H 回帰親魚採鱗調査

池内 仁・小倉大二郎

はじめに

この調査は，県水産事務所及びむつ・大畑ならびに鯵ケ沢地方水産業改良普及所が魚体測定及び

採鱗調査を行なったものを，青森県水産試験場がとりまとめたものである。

調査目的

回帰したさけ親魚の年令組成の分析を行ない，回帰生態の把握に資する。

調査方法

1. 調査期間 昭和59年10月~ω年1月

2. 調査地区 県内4ケ所(階上・白糠・大畑・大戸瀬)

3. 調査方法 上記地区に水揚げされたサケ親魚を毎月 3回，旬毎に各30尾について魚体測定

(尾文長，体重，性別，成熟度)ならびに採鱗を行ない，年令査定のサシプルとした。

調査結果及び考察

1 各調査海域聞の比較

表1に年令組成の結果を示した。

まず，各海域での月別の平均年令とその95%信頼区聞を求めた(表2)。各海域の平均年令は

4.0才前後にあり，海域毎の差はみられない。

次に，担|淀尾数の揃っている階上・白糠及ひ'大戸瀬について，各年令魚の出現率を時期別にプ

ロy 卜してみた(図1)。サシプリシグ数のせいかバラツキがみられ，増減の傾向は顕著に現わ

れてこない。そこで. 3.4.5年魚についての出現率の時期別の相関係数を求めてみた(表3)。

いずれの地区とも 3年魚は負の高い相聞を示し，時期が遅くなるに従って出現率が低下している。

4及び5年魚については，相関係数の絶対値そのものが小さいので. 3年魚ほどの傾向は窮われ

なかった。

最後に，各年令の出現率の差をみるため. 10月下旬より 12月下旬迄の全測定尾数を年令別に合
... ~(1l 

計して，そのd検定'を行なった(表4)。算出したd値が危険率5%のぷ値よりも小さいので，

3海域の年令別の出現率が等しいという帰無仮説を捨てるわけにはし、かず，海域毎に差があると

はいえなL、。ただしこのことから海域毎の年令別の出現率が等しいとはいえない。

以上のように，各海域毎の年令組成の聞に著しい差はみられなかった。

2. 大戸瀬地区での河川|と海域との比較

まず，両者の平均年令を求めた(表5)。いずれも平均年令は4.0才前後であり，差はみられ
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ない。

次に，各年令魚の出現率を時期別にプロットしてみた(図 2)0 5年魚の出現率は海域の方が

高い。その他年令魚では，余り差はみられなかった。

又， 3・4及び5年魚の時期別の相関係数を求めてみた(表6) 0 3年魚では海域の相関が高

く，時期が遅くなるほど出現率が低下している。同様に河川でも，負の相関を示した。 5年魚で

みると，河川では相関が高いものの，海域では明確な相闘がみられなかった。

最後に，両者のぷ検定を行なった(表 7)。 算出したど値が危険率O'.1 '7'0のぷ値よりも大きい

ので，両者の年令別の出現率は等しいという帰無仮説は捨てることができる。故に，両者の年令

別の出現率の聞には明確な差があり，海域の 5・6年魚の出現率が高い。

以上のように，大戸瀬地区での河川と海域の年令組成に差がみられたが， さらに階上地区での

表1 年令査定結果表

(地区) 階 上 白 糠 大 畑
(年令) 2 3 4 5 6 n 2 3 4 5 6 n 2 3 4 5 6 n 

1中0 雄計雌
1 12 2 15 12 2 14 1 3 4 
3 9 3 15 1 13 14 2 2 
4 21 5 30' 1 25 2 28 5 6 

下10 雄雌計
1 13 15 1 6 13 20' 3 5 4 12 
2 8 5 15 9 10 11 3 14 
3 21 6 30'、 1 6 22 30'， 3 16 7 26 

上11 雌雄計
13 1 15 1 14 15 4 
1 14 15 1 13 15 
2 27 1 30' 2 27 30 4 4 I 

中11 雌雄計
15 15 3 10' 13 3 3 I 
1 13 1 15 17 17 7 7 
1 28 30' 3 27 30' 10 

下11 計雄雌
1 13 15 13 13 9 1 
12 3 15 2 11 4 17 8 l 9 I 

l 25 4 30' 2 24 4 30' 17 2 19 

上12 雄雌計
15 15 3 11 14 
1 14 15 13 3 16 
1 29 30' 3 24 d 3fr 

中12 雄雌計
13 2 15 9 9 
11 4 15 20 21 
24 6 30' 29 1 30' 

下12 雄雌計
13 1 15 1 13 14 6 6 
13 1 15 l5 16 6 2 8 

i，l 26 2 30' 1 28 1 30' 12 2 14 

1 
雄雌

3 13 16 
6 6 2 14 

上計 3 19 6 2 30' 

中1 雄計雌
4 8 1 13 5 1 6 
12 3 2 17 4 4 

4 20' 4 2 3Q.. 9 l 10' 
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河川(新井田川・馬淵)11)と海域の年令組成のぷ検定を行なった(表8)。 大戸瀬同様，算出し

たぷ値が危険率 0.19'0のぷ値よりも大きいので，両者の年令別の出現率は等しいという帰無仮説

は捨てることができる。故に，両者の年令別の出現率の聞には明確な差があり，海域の 2・3年

魚の出現率が低く， 4・5・6年魚が高い。

2 

JPZ検定によれば，大戸瀬及び階上地区でも河川と海域との年令組成に明確な差があるという結

果になった。このことは，調査海域に来遊するさけの内，調査対象河川に潮上する割合が少なか

ったということであろう。

参考文献

石居 進:生物統計学入門(培風館) P.78-80 

野 辺 地 大 戸 瀬 大戸瀬周辺 3河川|の合計
3 4 5 6 n 2 3 4 5 6 n 2 3 4 5 6 n 

2 5 7 
1 1 
3 5 8 

14 1 1 4 1 6 
1 1 12 1 1 3 4 
1 1 2 26 2 30 2 7 1 10 

5 5 3 11 2 16 8 20 2 30 
1 1 l 11 2 14 6 23 6 35 

5 1 6 4 22 4 30 14 43 8 65 

15 3 18 2 12 1 15 18 102 121 
10 10 1 11 3 15 5 122 9 136 
25 3 28 3 23 4 30 23 224 10 257 

1 13 1 15 13 94 3 l 111 
1 13 1 15 8 310 20 338 
2 26 2 30 21 404 お 1 449 

6 10 4 20 14 1 15 3 47 1 51 
l 48 50 1 13 1 15 87 1 88 
7 58 5 70 1 27 2 30 3 134 2 139 

3 4 14 1 15 12 110 1 123 
6 47 9 62 14 1 15 7 249 6 1 お4
7 50 9 66 28 2 30 1 19 359 7 1 387 

1 13 14 1 10 4 15 4 16 20 
2 47 5 54 12 2 1 15 3 36 2 41 
3 ω 5 68 1 22 6 1 30 7 52 2 61 

5 33 38 
15 34 5 44 
10 67 5 82 

但し野辺地については増殖センター，河川については内水試よりのデータによる。
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表2 各海域の月別の平均年令

階 上 白 糠 大 畑 野 辺 地 大 P 瀬

10 雌計雄
4.0 ( 3. 9 -4. 1 ) 3.8 (3.6 -4. 0 ) 4.0 (3.6 -4.4 ) 3.6 ( 3.3 -3.9 ) 4.0 (3. 8 -4.2 ) 
4.1 (3.9-4.3) 4.0 (3. 9 -4. 1 ) 4. 2 ( 4. 0 -4.4 ) 3.3 (2. 8 -3.8 ) 4.0 (3.8 -4.2 ) 
4. 1 (4.0 -4.2 ) 3.9 ( 3.8 -4.0 ) 4. 1 (3.9 -4. 3 ) 3.5 ( 3 2 -3.8 ) 4.0 (3.9 -4. 1 ) 

11 雄雌
4.0 ( 3 9 -4. 1 ) 3.9 (3.8 -4.0 ) 4. 1 (4. 0 -4. 2 ) 4. 1 (4.0 -4.2 ) 4.0 (3.9← 4.1 ) 
4.0 (3.9 -4.1 ) 4.0 (3.9 -4. 1 ) 4. 1 (4.0 -4. 2 ) 4. 1 (3. 9 -4. 3 ) 4.1 (4.0 -4. 2 ) 

計 4.0 (3.9 -4.1 ) 4.0 (3.9 -4. 1 ) 4. 1 (4.0 -4.2 ) 4. 1 (4.0 -4.2 ) 4.0 (3. 9 -4. 1 ) 

12 雌雄
4. 0 ( 3.9 -4. 1 ) 3.9 (3.8 -4.0 ) 4. 0 ( 4.0 -4.0 ) 3.9 (3.7 -4.1) 4. 1 (4.0 -4. 2 ) 
4. 1 (4.0 -4. 2 ) 4. 1 (4.0 -4.2 ) 4.3 (4.0 -4.6 ) 4.0 (3.9 -4.1) 4. 1 (4. 0 -4.2 ) 

計 4. 1 (4.0 -4.2 ) 4.0 ( 3.9 -4. 1 ) 4. 1 (3.9 -4.3 ) 4.0 (3.9 -4. 1 ) 4. 1 (4.0 -4.2 ) 

雌雄
3.8 (3.6 -4.0 ) 4. 2 (3.9 -4. 5 ) 3.9 (3.8 -4.0 ) 
4.5 (4.2 -4.8 ) 4.0 (4.0 -4.0 ) 4. 0 ( 3.9 -4.1 ) 

言十 4.2 (4. 0 -4.4 ) 4. 1 (3.9 -4.3 ) 4.0 (3.9 -4.1) 

平均値 (959'0信頼区間)

表3 時期別の各年令出現率の相関係数

Eゎ寸土 階 上 白 糠 大 P 瀬

雄 .289 一 .536 .565 

3 年魚 雌 一 .816 一 .218 一 .817

計 一 .812 一 .772 一 .749

雄 .0 .571 .092 

4 年魚 雌 .365 .064 .300 

計 .288 .576 .122 

雄 .222 ...... .507 

5 年魚 雌 一 .192 .036 一 .145

計 一 .091 .166 .297 
'------一一一一一

表4 各年令出現率のぷ検定

ト寸土 階 上 白 糠 大 戸 瀬

(期待度数〉 (期待度数) (期待度数)

2及び 3年魚
9 18 13 

(13. 3) (13. 3 ) (13. 3) 

4年魚
180 181 174 

(178. 3) (178. 3) (178. 3 ) 

5及び 6年魚
21 11 23 

(18. 3) (18. 3) (18. 3) 

自由度 ( 3 - 1 ')本(3ー 1) = 4 

x2 cal = 7.720 < 9.488 (危険率 5%) 
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表5 大戸瀬地区での河川と

海域の月別の平均年令

表6 時期別の各年令出現率の相関係数

(大戸瀬地区の河川と海域)

月 河 )11 海 域 月 河 )11 海

雄 4.0 4.0 (3.8 -4. 2 ) 雄 一.388 一.772
10 雌 3.8 4.0 (3.8 -4.2) 3年魚雌 一.473 一.846
計 3.9 4. 0 (3. 9 -4. 1 ) 計 一.493 一.909

雄 3.9 4.0 (3.9 -4. 1 ) 雄 .531 .292 

11 雌 4.0 4. 1 (4.0 -4. 2 ) 4年魚雌 .606 .501 

計 4.0 4.0 (3.9 -4. 1 ) 計 .534 .320 

雄 3.9 4. 1 (4. 0 -4. 2 ) 雄 一.755 .472 

12 雌 4.0 4. 1 (4.0 -4.2 ) 5年魚雌 一.739 一.432
計 4.0 4. 1 (4.0 -4.2 ) 計 一.736 .135 

平均値 (95ro信頼区間)

表7 各年令出現率のd検定(大戸瀬地区での河川と海域)

河 )11 海 域 (期待度数〕

2及び3年魚 90 13 13.8 

4年魚 1223 174 187. 7 

5及び5年魚 55 23 8. 4 

自由度 3 - 1 = 2 

x2 cal = 26.153 > 13.815 (危険率 0.1 9も)

表8 各年令出現率のぷ検定(階上地区での河川と海)

河 JII 海 域 (期待度数)

2及び 3年魚 174 13 60.2 

4年魚 468 201 161. 8 

5及び6年魚 52 26 18.0 

自由度 3ー 1= 2 

x2cal = 50.029> 13.815 (危険率 0.1 9も〉
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大型魚礁効果調査

奈良賢静・小田切譲二・池内 仁

調査目的

大型魚礁既設海域において，魚礁の設置状況及び魚類の蝿集状況等を把握し，今後の効率的設置

方法を究明する。

調査 内 谷行そ，

l 調査海域 岩崎村沖

2 調 査 船 用船天正丸 C4.49トン， D 40馬力)

3. 調査方法

(1) 魚類分布密度調査

①計量魚探調査

大型魚礁，付近の天然礁及びその他海域での魚類分布密度を比較するため，各海域を計量

魚探(科学魚探)を作動させながら船を鍵状に走らせた。調査は昭和59年 7月 6日及び10月

9日に行った。

使用した計量魚探はSIMRAD・EY-M型で，周波数70KHZ，ピーム角22度のもの

である。計測結果は記録紙の他，カセットテープレコーダーに収集し，外部に委託し S1 M 

RAD・QD，Degital Echo， IntegratorC QD)で処理した。

②魚探調査

魚礁の形状，高さ等による魚の蝿集状況をつかむため，水深に対する礁高比の最も大きい

58年ピラミッド礁と最も小さい4咋1.5 m角型礁を対象にし，魚礁周辺を魚探を作動させな

がら船を鍵状に走らせた。調査は，昭和5咋 10月 8日に行った。

なお，魚探は日本無線 196型で，深度 0-120 m，感度 5，判別 4，TVG回路作動の状

態で使用した。

(2) 漁獲試験

嶋集魚種確認のため，釣獲試験及び延縄試験を行った。

釣獲試験は魚礁上及び天然礁で昭和59年 7月6日に行った。

延縄試験は， 54・56年魚礁上で昭和5咋 7月 5日-6日にかけ， 4咋魚礁及び58年魚礁上で

同年10月8日-9日にかけ行った。なお，用いた針数は， 7月が 150針， 10月がそれぞれ75針

ずつであった。

(3) 利用状況調査

岩崎村漁協の水揚台帳から，昭和59年 1月-12月までの漁獲量を，更に県統計より同地区の

昭和44年-58年までの漁獲量の推移を調べた。
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また，魚礁の利用状況をつかむため，底建網就業者 9経営体に対L，標本船調査を行った。

調査結果

岩崎村沖における大型魚礁設置状況の概要

岩崎村沖に設置されている大型魚礁は，昭和49年より現在(昭和60年 3月31日)に至 Q まで 7

回投入され，延19，039空m3の規模になっている。

用いた魚礁のタイプは，1. 5 m角型フ守口ック〔昭和49，53， 56， 57年)及びピラミッド礁(昭

和54，58年)，クラウンリ フ(昭和59年)の 3種類であり，水深に対する礁高の割合は58年魚

礁が最も大きく 14.2%，49年魚礁が最も小さく 3~らである(表 1 )。

魚礁の位置関係は，図 1に示している通りで， 53年と57年は同じ場所に， 54年と56年がほぼ同

じ場所に設置されており， 5地点に大別される。

1. 魚群分布密度調査

①計量魚探

データの解析は，昭和58年度青森県事業報告を参考に行った。

QDでは水深を，水面下 3m ~10m (第 1層)， 10m ~20m (第 2層)， 20m ~30m (第 3

層)……70m~80m (第 8層)の 8層と，更に海底の凹凸と魚群を分離するため，海底より 1

m~llm上(第 10層)， 11 m ~21 m (第 9層)の 2層，計10層に分け，各層の魚群分布密度

( 1 m'当りの平均後方体積散乱強度， s v値〕を dB値で表わしている(表2)。

解析にあたっては，魚群と判断する密度の基準を一叫 Bとし，次式をもとに魚群密度比を

求めた。なお， QDで処理した積分距離は50m( 0.027マイル)間隔である。また，航跡図を
α(75 + sv) 

図2に示した。 魚群密度比=10

α:積分距離，マイル(今回は 0.027 ) sv: d B値

7月調査の大型魚礁域での魚群分布密度は， 54・56年魚礁上に密度比 2.4のものが(図 3) 

更にその西側 1，000mの地点に密度比 6.9のものがみられた。天然礁域においては，密度比

18.2の大きな群がみられた(図 3)。他海域には大きなものが無く，密度比1.3~ 2.0のもの

がし、くつかみられた。

10月調査の大型魚礁域での魚群密度は， 53・57年魚礁と 49年魚礁の聞に密度比14.0の大きな

ものが確認された。天然礁域においては，密度比11.1の大きな群が，また 3.5 ~ 6.2のものが

数群みられていた(図 3)。

@魚探調査

魚探の解析にあたっては，まず記録紙に表われた魚群反応の面積を求め，それを船速で補正

し，更にその中から最も小さい値を 1とし，これをもとに他の値を指数化した。航跡図は.図

4に示した。

魚探反応による蝿集状況は， 49年魚礁， 58年魚礁とも魚礁周辺での魚群反応が多く，特に顕

著な違いはみられていない(図 5)。
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2. 漁獲試験

①一本釣

試験当日，潮の流れは南~北の下り潮であった。

漁獲物は，天然礁側でウスメバル40尾，キツネメバル 6尾， 4咋魚礁側では皆無であった

(表5)。

②延縄

7月， 10月の投縄位置を図 6，7に示した。揚縄時の潮の流れは，いずれも南~北であった。

7月の試験による漁獲物は，キツネメバル3尾，クロソイ 1尾，ギンアナゴ 1尾であった

(表 3)。

10月の試験による漁獲物は， 49年側，ウスメバル 1尾， 58年側，マダイ 1尾，クロソイ 3尾

であった(表4)。

3. 利用状況

(1 )統計調査

当海域に設置さわしている魚礁を最も効率的に利用している岩崎村漁協の昭和59年の月別，魚

種別漁獲量を表 6vこ，昭和44年 ~58年までの漁獲量の推移を表 7 C大間越漁協を含んでいるが

漁獲量，金額とも 90%以上岩崎村漁協が占めている)に示した。また，魚礁周辺で行われてい

る漁法として，一本釣，延縄，底建網，マス曳釣，こぎ刺網等があるが，そのうら一本釣(マ

ス曳釣含む)・底建網(小型定置に含まれる)についての58年~59年の漁獲量を表 8 に示した。

今年は特にメバルの漁獲量の増加が自につき，経年推移をみても，魚礁投入以前(昭和49年

以前)と比べ，同魚種の漁獲量が伸びてきているのがわかる。

(2) 底建網標本船調査

標本船調査の結果は，表10に示した。また，漁業者からの聞き取りによる底建網の設置状況

を図 8，表9に示した。今年は， 29経営体 (58ケ統)操業していた。

底建網漁業の主対象は，冬場 Cll~l 月)と春先 C 3 ~ 5月〕のヤリイカであり，そのため

網の設置状況は魚礁を中心に南へ伸びている。また，昭和59年 4月現在，各魚礁の中央部から

1伽以内に網は全体の52%に当たる 30ケ統が，更に 2伽以内となると全体の83%に当たる 48ケ

統が設置されていた(図 9)。しかし，夏~秋口 C6 ~ 9月〕にかけては，底建網就業者の約

4割が出稼ぎのため操業しておらず，またこの期間約 3割が底建網主体から他漁法(イカ釣等)

へ移り，残り約3割がタイ，ヒラメ等を狙い魚礁周辺に網を設置している。

標本船調査期間における漁獲状況をみると，実施者により操業期間がまちまちであり， cp

UEC日別 1ケ統当たりの漁獲量)を同レベルで比較するのは少し問題があるが，全体の傾向

として魚礁より 2伽以上離れている場所では， c PU Eは低い。また，魚礁より 1伽以内の場

所ではその他魚種(ヒラメ，マダイ等)の割合が高くなっている(図 9)。
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考察

1 魚群分布密度

① 計量魚探調査について

計量魚探を用い，大型魚礁域，天然礁域，その他海域を，それぞれ計測してみたが，現段階

では，その値を相対的に比較することはできても，定量化及び魚種判定は難かしし、。

魚群反応を相対的にみてみると，天然礁域では起伏の激しい場所で底魚の反応が多く，大型
2 ) 

魚礁域では魚礁と魚礁の間に浮魚と思われる大きな反応がみられ，昨年の魚探調査同様魚礁の

近接効果が窮われる。また，同日行った一本釣及び延縄試験より，底魚の反応は，ウスメバル

キツネメバル，クロソイが主であろうと推定される。

② 魚探調査からみた魚礁の形状(高さ)について

魚礁の高さに闘しては'3)-般に礁高の割合が水深に対して1的以上であれば回遊魚に対して

有効であると言われている。

前述のとおり，今回行った魚探調査結果からは，魚礁の形状，高さによる魚の蛸集状況に特

に顕著な傾向はみられていない。また，昨年行った同調査の結果においても特定の傾向はみら

れていなかった。

このことについては，①当海域の魚礁は魚礁聞の距離が短かく一つの魚礁域を形成している

②付近に規模の大きい天然礁(恵神の瀬〉がある，③環境(潮流等)の影響等の理由から，一

概に礁高比の大きいものと小さいものの蝿集効果が等しし、とすることはできない。 Lかし，必

要以上に礁高比を大きくすることはないと思われ，魚礁の高さはその海域の特性，対象魚種，

漁法に応じて設定することが望ましし、と考えられる。

当海域の場合，魚礁を最も効果的に利用しているのは底建網であり，その主対象魚はヤリイ

カである。このヤリイカは，瀬に付くことが知られており，これを数多く集めるためにはある

程度魚礁の高さが必要となってくる。

以上のことから今後当海域に魚礁を設置する場合，魚礁の高さは水深の10%を目安とし，水

深50飢以深の海域に設置する場合ピラミッド礁のような礁高の高いものを，反対に水深の浅い

ところでは1.5m角型ブロック礁のような礁高の低いものを状況に応じ， 2 - 3段に積み重ね

ヤリイカ等回遊性のものを誘導するよう，広がりを重視して設置することが望ましいと思われ

る。

2 利用状況

当海域に設置されている魚礁を効果的に利用している漁業として最も重要なのは底建網漁業で

あるということは先に述べた。ここで，底建網標本船調査結果より，昭和59年の 4-9月にかけ

ての魚礁周辺に設置されている底建網の生産量を推定してみる。

まず，昭和お年の魚探調査より，魚群の反応は，魚礁中央部より 8∞m先で、もみられたこと，
また，標本船調査より， 1 km以内の網には，タイ，ソイ等の底魚が入網していたことから，一応

魚礁中央部より 1伽以内を魚礁の効果範囲と想定する。
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そこで底建網就業状況(表 9)をみると， 1伽以内の就業形体は 3つに分かれ，底建網主体5

経営体 (9ケ統)，他漁法併用 5経営体(9ケ統)，兼業(出稼ぎ) 6経営体(12統)となる。

標本船調査結果(表10)より 1伽以内の標本船は， A ( 2ケ統)， B ( 1ケ統)， c (2ケ統)
D ( 1ケ統)， E ( 2ケ統)， F ( 1ケ統)となり，これを3つの形体に分けると，底建網主体

A， B， C，他漁法併用D，E，兼業Fとなる。また，標本船の 4-9月における底建網の漁獲

量推移を図10に示した(他漁法併用D，Eの 6-9月の漁獲量は，聞き取りによる推定値)。

各形体 1ケ統当りの 4-9月にかけての総漁獲量を求めるにあたっては，図10で得られた値に

表10より得られた，魚礁から 1伽以内に設置されている底建網の漁獲割合を乗ずることによって

求めた。

以上のことより各形体 1ケ統当りの総漁獲量 (4-9月)は，底建網主体 856kg，他漁法併用

お2kg，兼業 227kgとなり各々に各形体の統数を乗ずると，底建網主体 7，704kg，他漁法併用

2.お8kg，兼業 2.274kgとなる。従って，昭和59年4-9月にかけての魚礁効果範囲内に設置さ

れている底建網漁業の総生産量は， 12.698 kgと推定される。

参考文献

1) 鈴木史紀ほか(1984) :昭和5昨度青森県水産試験場事業報告， 50-57 
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3) 魚礁総合研究会 (1976) :人工礁の理論と実際(I1).日本水産資額保護協会， 6-7 
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底建網主体ーァ 合計 2.653kg 

2∞ 

100 

300 

B 

底建網主体 ao 
1， 533 

100 

2∞ 
C 1， 129 

底建網主体
1∞ 

笈xl
D 

他漁法併用 366 

イ カ釣 100 

ア リ 釣

200 

E 
555 

他漁法併用 100 
こぎ刺網

F 

出稼ぎ 264 

L ' ..__ーーー--14 5 6 7 8 9月

図10 標本船水揚状況(底建網〉

資料:岩崎村漁協

-158ー



岩崎地区大型魚礁設置状況

設置年度 昭和49'年 54・56 53・57 58 59 

投入 タ イ フ 1. 5 m角型 1. 5 m角型・ピ 1. 5 m角型 1. 5 m角型 1. 5 m角型 1. 5 m角型・ピラ クラウンリーフ

ラミッド型 ミッド型 1. 5 m角型

{固 数 744個 311個・ 8基 787個 980個 796個 400個・ 6基 567個・ 2基

空 官1 2.511 2.675 2.656 3.307 2.687 2.569 2.日4空m

磁針方位・距離
。 。 。 。

197 。229 218 230 202 

(基点，弁天島〕 4.5/an 4.6伽1 3.9伽 4.5/an 4.9/an 

水 深 (m ) 66 63 60 45 50 

底 質 砂 泥 中 砂 砂 砂 砂

魚礁の高さ (m ) 1 ~ 2 1. 5 ~ 7 1. 5 -4.5 1. 5 -6.4 1. 5 -7.0 

1) 分散状況 5∞mを一辺とす 半径80mとする S同年の北80m 北西~南東にか S 53年の上へ 2 南~北にかけ20m
る四角形。 4ケ所 円。 1.5m角型 のところに設置 けて幅 1∞m- -3段に積み重 東~西にかけ40m
に密集した所があ の~t側にピラミ されている。 200 m長さ 800 なっている。 の長方形。

る。 ッ卜がある。 mの長方形。

2) 付着生物 フジツボイガイ，マボヤ，ノ吋ドロゾア

3) 蝿集魚種 キツネメノミノレ・ク マダイ・クロソイ・アイナメ・ホ マダイ・クロソイ・アイナメ・ホ

ロソイ ッケ・カナガシラ ッケ・ギンアナゴ

表 1

1
1
困
問
申

l
l

岩崎地区漁業者からの聞き取りと，当場が行った魚探調査の結果をまとめたものである。

県漁業振興課及び当場が行った日本海中部地震被害調査の際(S 58年 8月'zl日)水中テレビカメラ及びダイパーによる潜水調査により確認した。

同上の水中テレビカメラ，潜水調査及び当場が行った漁獲試験により確認した。

2) 

3) 



表 2 計量魚探調査

Vessel 

P 1 ace 

Comments: 

TENSHOU MARU 

IWASAKI OUGATASHOU 

TAPE必5

Page 

Da t e : 84. 7. 6 

Sounder必: 1 Frequency : 70. 0斑Iz Source Leve 1 : la.4 dB 

Pulse Dura t ion : 0.60 ms Transducer 2 -10.8 dB Vol tage Resp∞se:ー5.5dB 
Pulse Rep.Freq.: 97p/In TVG: 45.0 dB Gain: -3.0dB 

Max .Range : 425 m Sv-Suppress: 一5∞dB C-Echosounder: -43. 7 dB 

Layer 0 i ii iii iv v vi vii viii ix x 

Upper-Lim 3.0 10.0 却.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70. OB+ 21. 08+ 11.0 

Lower-Lim 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 1∞.OB+ 11. OB+ 1.0 
Thres.mvp 35 35 35 35 35 35 35 35 

Rec .Ch 1 2 

Scale 1. 00 1.00 

Iρg/fotal 

O. 1 

0.02 *.養失 * .*~モ +時.~培養 *.*う十 *.~モ *.** *.州>>>>>>> *.** 0.01 
-82.1 -79.0 -94.2 -98.7 -98.3 -89.5 -89.0 -92. 5 > > > > > > > -90. 2 一74.3

72.3 7. 0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 5.3> > > > > > > 10.0 10.0 

0.2 

0.01 +モ.長持 長.** *.券発 +モ.長持 *.特長 持.~千* *.州>>>>>>> *.~モ *.~千

-83.1 -75.7 -83.0 -97.6 -95.3 -91.4 -91. 2 -93目0>>>>>>> -92.4 -80.3 

72.5 7.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10目O 5.5> > > > > > > 10.0 10.0 

表 3 延縄による漁獲試験結果

(昭和5咋 7月 6日調査〕

魚 種 体 長(棚) 体 重 (fJ) 生殖腺重量 CfJ ) 胃 内 廿行』

キツネメバル 34.9 CTL) 946 ♀ 9.8 

" 26.2 421 " 1.3 魚 類 15.8 

" 15.2 126 o O. 1 

ク ロ ソ イ 29.6 67 " O. 1 

ギシアナゴ 40. 7 126 

表 4 延縄による漁獲試験結果

(昭和59年10月9日調査)

魚 種 魚礁 体 長 Ccm) 体 重 CfJ ) 生殖腺重量CfJ) 胃 内 廿'*・

ウスメノミル 仰年〉 a>.8 CFL) 151 o 0.09 空 胃

ク ロ ソ イ $8年〉 24.6 (TL) 224 定， 0.36 M 

" " 26.4 a9 ♀ 0.52 " 
" " 27.2 お6 古 0.15 " 

てr ダ イ " 26.0 438 " 0.45 " 
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一本釣による漁獲試験結果表 5
(昭和田年 7月 6日調査〉

容(fj ) 内胃生殖腺重量(fj ) 重(fj ) 

3. 7 
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昭和59年魚種別，月別漁獲量表 6

9
円
k
千

主¥ミ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 i口斗 計

グ
。 。 。 。 229 48.416 11.030 1. 185 189 1. 035 432 93 62.609 

マ ロ 。 。 。 。 384 34.505 16.489 1.7旬 342 1.3)4 1. 690 152 56.556 

サ ノ、。
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

ブ リ
。 。 。 。 。 7 。 482 65 616 2.408 12 3.590 。 。 。 。 。 4 。 156 64 312 1. 563 5 2.104 

タ フ
145.871 31.835 343 。 。 。 。 。 。 。 。 。 178.049 
64，749 16.799 65 。 。 。 。 。 。 。 。 。 81.613 

タ イ
。 14 144 602 1.558 1.817 1. 894 500 58 63 148 7 6.805 。 32 436 1.559 4.133 4.227 4.379 1.ω6 147 150 323 13 16.495 

カ レ イ
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

フ メ
82 110 27 25 295 707 888 712 19 50 148 546 3.6ω ヒ
258 338 81 78 551 1. 356 2.219 1.624 41 104 302 1. 172 8. 124 

ホ ケ
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

ツ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
サ ケ

737 13 。 。 。 。 。 。 219 878 11.551 4.566 17.964 
200 3 。 。 。 。 。 。 153 467 4.829 2.743 8.395 

サクラマス
1. 077 765 2.210 2.346 2.599 95 。 。 。 。 。 64 9. 156 
903 693 2.430 3. 156 4.142 160 。 。 。 。 。 59 11.543 

メ ノ、 ノレ 587 310 16.086 30.450 23.012 3. 188 253 103 77 。 41 1，042 75. 149 
363 317 15.931 22.481 13.857 2.293 182 121 43 。 51 568 56.'2fJl 

イ
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

ソ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
スノレメイカ

1. 550 。 。 。 。 782 21.995 9.385 1.170 1.305 7.905 35.005 79.ω7 
回0 。 。 。 。 1.回3 12.034 5.355 550 822 1.206 22.727 45.297 

ヤリイカ
1.印8 80 761 6.342 4.892 113 165 。 11 298 844 7.595 22.609 
1.031 124 4.200 10.日O 7. 759 123 59 。 6 230 930 8.065 33.057 

そ の 他
13.461 4.684 10.944 13.536 19.731 23.520 10.607 9.424 1. 519 2.ω6 1. 575 3.865 114.962 
4.761 2. 561 2.922 5，324 4，336 9.531 12.375 10. 122 1.942 5，234 2.4C凶 2. 130 63，642 

メ口与 計
164.873 37，811 30，515 53.301 52.316 78.645 46.832 21.791 3.327 6.341 25，052 52.795 573.599 
73.侃5 3)，867 ai.065 43.128 35.162 54，002 47，737 20， ai4 3.2i型B 8.523 13.298 37，634 383.033 

(資料:県統計)

上段
下段

単位

l

l

H
品
N
1
1



トシ

千円

魚 種 44 年 45 年 46 年 47 年 48 年 49 年 50 年 51 年 52 年 53 年 54 年 55 年 56 年 57 年 58 年

'守 グ
66 87 14 8 31 105 18 47 13 7 44 146 6 19 2 ロ
27，583 40，6侃 10，393 7， 140 :a，668 70，773 22.548 50，057 20，932 11. 341 43，676 166，970 7，938 33，189 4，669 

サ ノ、e 費量 。 費畏 9 。 1 。 。 。 :a 58 35 8 3 2 
74 。 27 368 。 270 。 。 。1.321 2.凹7 3，471 385 1，405 494 

フ リ
59 45 27 22 29 24 10 5 3 11 14 11 6 2 8 
16，501 11，198 6，855 3，940 10.601 12.357 5，469 3，278 1. 980 4，476 4，894 5，183 3，520 790 3，554 

タ フ
※ 2 ※ 。 。 ※ 。 。 36 43 74 1:a 126 173 145 
21 919 56 。 。 160 。 。10，279 20，561 33.012 75，274 58.414 82，907 75.417 

タ イ
22 17 24 16 10 却 14 17 13 11 10 9 7 5 2 
11. 489 9，793 16，731 12.522 8，998 19，500 19，590 27，690 22.71但 23，127 20，769 22，卯4 15，228 13，298 5，539 

カ レ イ
2 1 1 1 ※ 2 1 1 1 1 ※ 2 ※ ※ ※ 

勾4 140 127 129 59 412 228 499 :ao 319 84 910 767 105 122 

ヒ フ メ
9 6 6 5 6 7 8 6 5 3 6 4 3 5 6 
3，053 1.811 2.310 2，224 2.642 5，319 7，402 7，331 7， 141 5，344 10，593 9，651 7，227 11. 932 13，204 

ホ ケ
。 6 3 25 6 16 43 15 1 12 1 1 13 ※ ※ 

ツ 。 392 273 498 311 1，286 1. 394 715 93 2.753 140 44 645 11 26 

サ ケ
I Z 4 来 費量 栄 1 。 2 19 33 4 38 26 20 
816 1. 006 633 110 46 137 431 。1，621 17，634 15，606 2.885 22.656 15，089 8.077 

サクラマス
12 9 13 13 11 3 2 26 6 22 9 6 14 12 10 
5，669 3，504 6，059 6，676 6，344 1， 765 2，α訓5 15，061 9，719 24，162 13，994 9，718 18.466 18.659 16，053 

メ 2、. ノレ 10 8 7 14 13 20 21 12 8 28 52 19 5 3 33 
1，2'也 1，187 1，050 2.182 2.ω9 4，617 6，493 4，489 3，898 16，192 34，931 12.953 3，147 7，592 29，α?s 

ソ イ
3 5 4 4 2 1 1 ※ ※ ※ 1 。 ※ ※ ※ 

ω9 879 936 1.073 780 433 488 210 35 257 401 。 254 14 121 

スルメイカ
。 ※ 3 11 29 。 お 35 58 89 78 29 53 64 53 。 56 91 1. 291 2.828 。16，586 31. 613 38.870 66，608 45， 196 12.069 :a，582 39，0∞ 32.627 

ヤ リ イ カ
146 139 165 204 122 40 1ω 215 111 56 51 1但 43 19 43 
34，084 26，579 44，055 54，099 35，077 23，ffi7 49，918 130，720 10:l，673 印，372 52.924 103，635 49，955 30，034 55，983 

そ の 他
880 7ω 1，077 525 1，413 836 734 191 206 166 476 449 168 558 237 
126，779 131，ω8 138.316 129，395 36，337 70.513 90，140 49.293 72.892 62.151 110.066 14i】 599 54.5自4 163.578 M 民主2

メ口L 計
1，210 1.ω6 1.348 858 1，672 1，075 1. 015 570 463 494 907 943 483 889 561 
228，114 229，163 227，912 221，647 182.790 210，599 222.753 320，956 295，ω5 306，618 388.293 566，266 :a9，748 住17，7佃 329，744 

※ 0.5トン未満

上段
下段

(資料:県統計〉

単位

岩崎地区年別漁獲量(岩崎村，大間越漁協)表 7

l
'
H
罰

M
l
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表8 岩崎村における漁法別魚種別漁獲量

単位 :kg(千円)

小型定置 一 本 釣
魚 種

58 年 59 年 58 年 59 年

マ グ ロ 471(1.289) 28. 352(2i. (03) 471 ( 789) 1. 224(1. 546) 

ブ リ 4.778α.034) 2. a7( 1.初7)

タ フ 604( 183) 336( 64) 57( 16) 

タ イ 1. 121 (2. 492) 4.285(10.002) 65( 138) 

ヒ フ メ 1. 512(3. 181) 3. 201( 7.205) 144( 189) 

刀1 ツ ケ

サ ケ 1. 991( 蜘) 9， C68( 4. 016 ) 

サクラマス 3. 472(5. 869) 4. 474 ( 6.416) 3.645(4.786) 1. 224(2. 126) 

メ ノ、ー ノレ 3ω( 161) 1. 735( 1.253) 63( 55) 

スノレメイカ 746( 1.771) 

ヤ リ イ カ 32.362(41.962) 19. 318(25.929) 25( 22) 

そ の 他 117，668(24.回2) 43.864(17.71ω) 

(資料:県統計〉

表 9 岩崎地区底建網就業状況(S回年 3-9月〕

就業形体 就 業 者
設置場所(魚礁から)

備 考
I伽以内 2伽以内 2伽以上

底建網主体 8経営体 16ケ統 9ケ統 7ケ統 農業等の兼業者が多い。

他の漁法併用 9 " 18 f/ 9 f/ 5 " 4ケ統
漁業専業者が多い。イカ釣，
こぎ刺網，タラ刺網等。

兼業(出稼ぎ) 12 " 24 f/ 12 f/ 6 f/ 6 f/ 5-11月にかけて出稼ぎ。

就業せず 4 " 8 " 
計33 " 

66 f/ 30 f/ 18 f/ 10 f/ 
，、h "'-....、

表10 昭和59年岩崎地区底建網標本船調査結果

トン数 設置場所(水深) 操業期間(出漁日数) 総漁獲量 CPUE(日/kg) 主な魚種組成

1.553.57年魚礁N湖'"(57"') 1.必4.2kg 38.1 ホッケ 47%ヤリイカaJ?も
A 3.6 4/8-7/初(39日) 50.6 

2.553.57年魚礁NE5∞ 489.0 12.5 51% aJ% 

1.553.57年魚礁E 醐 Z抱 5 13.0 47% 44% 
B 2.89 2/12-4/24 ( 23 ) 39.9 

2.558年魚礁 5 1.蜘 618. 5 a.9 81% 10% 

1 
C 3.88 549年魚礁 W 4∞(80) 2/12-7 /20 ( 31 ) 1.619.6 52.2 回?らサ パ 6%

2 

1.554弱年魚礁52.卿 (60) お2.6 19.4 66%ヤリイカ 33% 
D 4.49 3/27-5 /12 (12) 42.9 

2.553.57年魚礁55E6∞(毘〕 282.4 お 5 78% 14% 

1 
E 4.48 S弱年魚礁 NE訓 -450(紛-43) 3 /aJ-4 /20 ( 18) 640.9 35.6 86% 12% 

2 

1.558年魚礁 E 400(37) ( 15 ) 231.9 15.5 “?も 34% 
F 4.15 3/aJ-4/却 18.0 

2.558年魚礁 NE 2.日0(24) ( 12 ) 38.4 3.2 47% 41% 
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%Jβえ〉， dR げ~:~'~ ~芳t きzg く/ヲ公会)，

青森県北部日本海におけるヒラメの年令と成長

小田切譲二・池内 仁・奈良賢静・小倉大二郎

目 的

これまでにヒラメの年令と成長については，幾つかの報告があり鱗による前}||(l)，脊椎骨による

佐藤2)，耳石による篠田(3)，亀井(4)，山洞(5)，体長組成曲線法による土井(6)，板野(7)，山本(8)等が

代表的なものである。これらの報告から，海域による成長の違が明らかにされている。しかし 1

才魚の大きさのばらつき，年令形質による方法と体長組成曲線との相違，雌雄による成長の違い，

超大型魚には雌が多いなどの理由について十分明らかにされたとは言えなし、。

種苗放流事業を実施するに当り放流前後の資源状態及び放流効果の把握，放流後の資源管理に年

令と成長は重要な知見である。青森県北部日本海における年令と成長を耳石により調べ従来の知見

と比較検討したので報告する。

材料及び方法

用いた資料は表 1に示すように鯵ケ沢町魚市場，深浦町北金ケ沢魚市場に水揚げされたものであ

る(耳石採取尾数 765尾)0 1才魚の一部は七里長浜沿岸(水深10m].:.)浅)を桁網曳きした際採集

されたものを含んでいる。いずれも本県の北部日本海(権現崎以南~大戸瀬崎以北)で漁獲された

ものである。耳石は魚体から摘出した後管瓶中に水と共に保存した。摘出直後のものほど透明帯と

不透明帯との区別は容易であったが 1週間以上経過したものでは耳石表面上に白濁が見られるよう

になった。若令魚ほどその変化は早かった。その場合には電動消しゴムか耐水サシドペーパーによ

り研磨した。耳石の観察は時計血に水を入れ耳石が隠れる程度水中に浸し，双眼実体顕微鏡を使用

しミクロメーターで測定した。照明装置にはフィルター(昼光色〕を使用したほうが輸紋はより鮮

明となるようであった。なお，輪紋の観察及び耳石半径，輪半径の計測は，読み取りの個人差をな

くするため小田切が担当した。魚体測定の項目は，全長.体長，体重，性別，生殖腺の熟度と重量，

胃内容物種類と重量とした。

結 果

L 耳石の形状と輪紋について

形状は図 1に示すように後方が少し膨らんだ楕円形であるが，中央に不透明な核があり成長と

共に核を中心に増大し厚みも増す。輪紋の鮮明度は左右差よりも個体差のほうが大きく，左右ど

ちらが有利とは言えなかった。左(有限側)の耳石の核は中心をズレやや後域にあるので，計測

には右(無眼側)の耳石を用いた。輪半径は，核の前域に形成される不透明帯の最外縁を計測し

た。また，耳石長Rは体軸にそって耳石の核中心から前端までの長さをL、ぅ。
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表1. 採集標本の記録

AG. 採集年月日 採集尾数 雌 雄 全長範囲 漁 法 漁 場

cm 
1 58. 7.13 10 8 2 33.8 - 36.2 刺 網 鯵ケ沢

2 16 10 8 2 22.9 - 29.6 底建網 大戸瀬

3 25 23 9 14 22.7 - 2D.2 刺 網 鯵ケ沢

4 27 12 7 5 29.5 - 31. 6 fI fI 

5 11.29 64 21 43 25.0 - 41. 2 底建網 fI (赤石)

6 12. 7 5 4 1 40.9 - 48.0 fI 大戸瀬

7 22 39 17 22 29.5 - 43.8 fI fI 

8 25 7 1 6 47.8 - 74.0 底曳網 鯵ケ沢

9 26 33 15 18 25.0 - 29.2 底建網 fI 

10 59. 1. 9 2 2 。60.3 - 64.0 H fI 

11 13 38 8 30 28.4 - 43.6 底建網 大戸瀬

12 3. 7 2 2 。部.7 - 87.0 底曳網 鯵ケ沢
13 14 16 10 6 45.2 - 87.6 fI fI 

14 18 1 1 。81. 5 fI fI 

15 20 58 25 33 30.3 - 71. 5 fI fI 

16 4.19 74 43 31 お.0 - 91. 0 fI fI 

17 23 35 21 14 29.5 - 日.0 fI fI 

18 5.31 3 1 2 19.8 - 28.6 桁 網 fI 

19 6.12 3 2 1 64.0 - 79.4 刺 網 fI 

20 22 2 不明 12.8 - 13.0 桁 網 fI 

21 7.11 3 11 14.8 - 17.2 fI fI 

22 22 1 1 。18.5 二枚網 fI 

23 23 3 。 3 17.1 - 21. 5 桁 網 fI 

24 26 2 不明 18.5 - 19.5 fI fI 

25 8. 9 5 fI 19.8 - 24.8 11 fI 

26 12 1 " 23.2 二枚網 fI 

27 9.22 2 fI 23.1 - 34.2 桁 網 " 
28 10. 9 5 " 11.3 - 20.1 fI fI 

29 11 49 2 1 8.2 - 40.4 " ， (雌雄不明46尾)
30 11.21 18 16 2 40.4 - ω.2 定 置 fI 

31 24 21 11 10 35. 1 - 51. 0 11 fI 

32 26 3 不明 17.4 - 31. 3 桁 網 fI 

33 30 26 17 9 32.5 - 54.8 定 置 fI 

34 12. 4 16 11 5 42.0 - 55.3 11 fI 

35 7 8 5 3 56.0 - 84.5 底曳網 fI 

36 60. 2.28 8 4 3 17.0 - 23.1 11 11 (雌雄不明 1尾)

37 3.17 4 3 1 72.5 - 84.0 11 fI 

38 19 16 8 8 39.4 - 44. 7 fI " 
39 24 39 27 12 35.0 - 64.0 fI fI 

40 28 5 2 3 17.3 - 22.5 fI fI 

41 29 24 8 16 30.4 - 35.3 fI fI 

42 5.24 7 4 3 13.1 - 18.8 桁 網 fI 

43 6. 17 24 7 17 12.3 - 29.5 " fI 

44 19 4 4 。71. 0 - 78.0 定 置 fI 

45 7. 3 14 13 1 45.2 - 73.7 fI fI 

46 26 20 11 9 12.1 - 41. 5 桁 網 fI 
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有眼側(左) 無眼側(右)

図1 耳石の形状及び計測部位

2. 耳石の大きさと全長との関係

図2は耳石の大きさと全長との関係を示したものである。用いた資料は輪紋の形成される前の

0才魚と，輪紋の不鮮明な高令魚を含む 720尾についてである。図の点のばらつき具合から見る

と，全長の増大と耳石の成長とは直線的関係にはなく，高令魚になると耳石の成長は衰えてくるよ

うである。電算機で2次， 3次及び指数による回帰を見たところ 2次曲線に最も良く適合してい

るから両者の関係は次式によって現される。

雌 TLニ 0.519R2十 7.714 R + 0.054・・…・ー ・・・…(1) N=  423キ

雄 T L = 0.432 R2 十 7.997 R -0.062…・・・・・・……(2) Nニ 389* 

大きな差ではない杭全長に対する見掛上の耳石の成長は雄が雌よりやや良いので，同一全長

では雄の耳石が大きし、。言い換えれば，同一耳石長では雌の全長が雄より大きい。

3 各輪紋の平均輪径

輪数を異にする魚体群ごとに各輪怪を求めると表2に示すようになる。なお，耳石径の相違に

6. /......__1 _h _.t:n:~/'-.::7~_"'__""-，- l L ~ 
よって生じた分散を取り除くためにR:/Rでもって各標不径を補正した。'I{は全長と耳石長との

関係曲線上の値である。

この表からは輪紋ごとに LEE又は反LEE現象など特別な関係は認められないので，各輸の

平均値を用いた。但し，一輪数群は採集漁具の違によって魚体の大きさが異なるので除いて計算

を行った。これら輪径の定差図(9)を描くと図 3を得る。図を見ると，各点はほぼ同一直線上に並

ぶことが認められる。そして， この直線の勾配(雌 0.942雄0.877)は年間成長量の比の値であ

る。この値から雌の成長が良いことが解る。

4. 各輪紋形成時の計算体長

各輪紋までの平均輪径が求められたので，次ぎにそれらが形成された時の魚体の大きさを推定

する。全長と耳石長との関係は前記の 2次式で表わされる。表2における各 riの平均値をRに

代入した各 1iの値を求めて表示したものが表 3である。表3の値によって定差図を描くと図

4を得る。

*雌雄不明の92尾を含む。
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図2. 耳石の大きさと全長との関係
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表 2- 1 計算体長と輪数魚別の平均輪径(雌)

輪数尾数 r 1 r 2 r 3 r 4 r 5 r 6 

1 41 (2.00士0.34)

2 100 1. 98土 0.22 2.96土 0.27

3 83 1. 98 ::1:: 0.21 2.90士 0.26 3.83::1:: O. 34 

4 35 2.12士 0.26 3.00土 0.29 3.76士0.40 4.45士0.39

5 16 2.00士 0.23 2.93士 0.44 3. 75士0.59 4.49士0.61 5.16土0.58

6 13 2.16土 0.36 3. 10士 0.59 3.90土0.61 4.65士0.59 5.29士0.62 5.77士0.62

平均 296 2.05 2.98 3.81 4.53 5.23 5. 77 

表 2一2 計算体長と輪数魚別の平均輪径(雄)

輪数尾数 r 1 r 2 r 3 r 4 r 5 r 6 

1 47 (1. 79土 0.31)

2 114 1.98士 0.26 2.94士 0.24

3 78 1. 99::1:: 0.24 2.89士 0.25 3.74土0.27

4 24 2.14士 0.24 2.96::1:: 0.27 3. 70土0.24 4.32士0.19

5 9 2.06土 0.22 2.99士 0.38 3.66土0.41 4.25士0.31 4.73士0.25

6 5 2.02士 0.19 2.94士 0.20 3.66土0.22 4.46::1:: 0.27 4.94士0.26 5.29土0幻

平均 277 2.04 2.94 3.69 4.34 4.84 5.29 
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図3. 輪径の定差図
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輪紋形成時の計算体長(全長)表3.

r 6 r 5 r 4 r 3 r 2 r 1 数輪

61. 8 54.8 45.6 37.0 27.7 18.0 雌(側)

54.3 48.8 42.8 35.3 27.7 18.0 雄(棚)

図4において各点は輪径におけるそれらと同様にほぼ一直線上に並ぶ。それら 5点を通る直線

が横軸と 450の勾配をなす直線に交わる点Pによって与えられる極限全長は雌 187.3晴雄93.6cm

となる。 BERTALANFFYの成長モ

デルに従ってヒラメが成長する

その式におけるパラ

メータを次ぎのように推定した。

定差図から傾きe-kは求められ

雄るのでKの値は雌0.0599，

0.1309となる。また， t 0はto

=t十 1/klog( 1∞一 1t )/ 

1 CXl )闘に第 1輪形成時の全長

を代入して求めた。尚，輪紋の

形成時期は図 5の縁域指数値の

盛

期は 2月と推定された。さらに

と仮定し，

時期別推移から12-3月で，

30 

20 目。
戸
×
区
¥
(
ロ
』
1
出

) 10 

産卵期は 6月と推定されている

ので第 1輪形成時の年令は0.6712月11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 

これらを代入すると才となり，

toが求められる。従って成長式として次式が得られる。

雌 1 t = 187.3 ( 1 -e -0・0599(t十1.0204) ) ・・

93.6 ( 1 -e -O. 1309 ( t十0，9645) )…・

縁域指数の季節変化図5.

(3) 

(4) 1 t = 雄

これによって

満年令時の全長と体重

(3)， (4)式から満年令時におけるそれぞれの全長を推定すると，表 4が得られる。

描かれた平均成長曲線が図 6である。

5. 

3 - 4才頃から徐Aにその差が大きくなるのが解る。

全長と体重の関係は次式によって与えられる。

B W = 3.885 X 10-6 T L3. 164 ……………(5) 

雌維の差は 2才までは小さいものの，

一方，

r = 0.848 N=  680 
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表4. 年令と全長

年 令一才二才三才四才五才六才七才八才九才十才

雌 (cm) 21. 3 31. 0 40.1 48.6 56.7 64.3 71. 5 78.2 84.5 90.5 

雄 (cm) 21. 2 30. 1 37.9 44. 7 50.7 56.0 ω.6 64.6 68.2 71. 3 

表 5. 年令と体重

年 令ー才二才二才四才五才六才七才八才九才十才

雌(g ) 90 297 669 1，230 2，003 2，982 4，173 5，540 7，079 8，795 

雄(g ) 89 270 560 944 1， 406 1，926 2，472 3，027 3，593 4，136 

cm 

90 

80 

70 

全 60

50 

40 
長

30 

20 

10 

。 T 2 3 4 5 6 7 8 9 10才

図 6 ヒラメの成長曲線
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考察

1.輪紋形成時期

耳石に不透明帯が形成される時期は12月下旬-3月でこれまでの報告にあったように，海域に

よる違は殆ど見られなかった。当海域では，不透明帯が形成される期間の水温は 80C以下になり

ヒラメの成長が停止するal煽間と一致じていた。
2. 全長と耳石との関係

全長範囲を狭くとる場合は別として，広く取る時には直線関係にないことは明らかであると言

える。輪径の測定部位をどこにとっても直線よりは曲線に良く当てはまる。直線を当てた篠田(3)

の場合，掲載している図から判断して直線より曲線によく合っていると思われる。直線を用いた

ために若令魚と高令魚，いずれも全長を過小に算出している。この点を緩和するために変極点、を

設け 2つの直線で対応させたのが亀井(4)である。 これによって若干緩和されてはいるが，基本

的に解決されたとは言えないだろう。そのため成長式により 1才あるいは 5才以上の高令魚の全

長を算出する際過小となる恐れがある。 1才魚の大きさにばらつきが見られるのはこのことが一

因していると考えられる。また，高令魚を過小に算出すると，成長式のパラメータを算出する時

の係数(e -k)が過小になり成長は低く見積られてしまう。極限全長が 80.7(3)，92.1(5) cmと小さ

いのはそのためと考えられる。これまでの報告では 128.6cm(4)が最も大きな極限全長であり， こ

れは全長と耳石との関係に 2つの直線を用いてだされたものである。

従来は面倒であった曲線の当てはめも，現在では電算機を使えば容易に各種曲線の当てはめが

瞬時にできるので，活用すればこれからは十分威力を発揮するであろう。

3. 雌雄の成長差について

これまで，飼育ヒラメでは雌雄に成長差のあることが報告ωされていたが天然ヒラメでの報告
例はなかった。今回の調査によって天然ヒラメに雌雄の成長差があることを初めて明らかとする

ことができた。雌雄の成長差がこれまで認められなかった理由は測定数(特に高令魚を含む)の

多寡が最も効いたと考えられる。更に，雌雄別に全長と耳石長との関係をださなかったことも一

因しているであろう。

大型魚に雌が多い日という事実は，漁業者や市場関係者の問で注目されていた。今回測定した

ものでも全長が50c慨を超えると雌の占める割合が極端に多くなっていた(全長50cm-100 cm， 77 

尾中雌65尾)。このことは，雌の成長が雄を上回ることで説明がつく。

体重比で見ると雌/雄は 2-3才で 110- 119 %， 4才を超えると 130%以上となるO 人工的に

飼育する時には成長が促進されるので，雌雄の差は短期間に更に顕著になるであろう。ヒラメの

養殖は全国的に広がってきているが，雌のみを飼育することができるならば経営上有利になるで

あろう。

4. 寿命について

これまでに実測した最大のものは雌が全長 101.5 cm，体重 16.6kg雄が84.5叫 8.4kgであっ

たがこれらを成長式(3)，(4)に代入するとそれぞれ12才， 16才と推定される。この外に，雌雄は確
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認できなかったが全長 107cm， 16.2kg，があり雌とすれば13才となる。一方，下北郡佐井地区で

刺網漁業が始まった日， 55年には年に 2-3尾18kgを超すもの(一部雌が確認されている)が獲

れた。これらを(5)式に代入すると全長は 110cmを超え， (3)式から雌の14才と推定される。漁獲さ

れているサイズでは最高令が 16才であることから， ヒラメの寿命は20才を超えず17-18才前後と

推測される。

5. 年令形質によらない成長式の求め方について

Polymodal な度数分布を正規分布へ分解するには曲線のあてはめ~cよって可能であるが，

最近は電算機を使周回することでより容易となった。各モード群が年級群であるならばこれらの

方法によって年令毎の平均体長と標準偏差が求められる。但し成長に雌雄差がある場合には注

意、が必要となる。雌雄同数をサシプリシグできて，同一年級群の雌雄差が小さく単一モードの場

合にのみ雌雄を込にした平均値が求められる。 しかし雌雄のモードが別々に現われた時にはそ

れぞれを一つの年級と読み取る恐れがある。これまでの報告で最も低い成長(6)を示したのがこの

例に当てはまると推測される。

終りに，供試魚特に高令魚の入手に多大な便宜を与えられた見崎商居見崎繁信氏に厚く御礼申

し上げます。又， 1才魚の採捕及び耳石採取に協力してくれた調査船青鵬丸の方々，木村大氏(大

畑地方水産業改良普及所主任)，電算機使用に助力してくれた佐藤晋一氏(むつ地方水産業改良

普及所技師)に感謝の意を表する。

要 約

昭和58年~ω年の聞に青森県日本海北部で獲られたヒラメの右耳石(無眼側)を用いて年令と成

長を調べた。

1. ヒラメの全長と耳石長(輪半径)との関係は次ぎの 2次式で表わされ，同一耳石長では雌の全

長が雄より大きL、。

雌 TL = O. 519 R 2 + 7. 714 R + 0.054 

雄 TL = 0.432 R 2 + 7.997 R - 0.062 

2. 不透明帯め形成される時期は 12-3月で， ヒラメの成長が停止する期間とほぼ一致する。

3. B ERTALANFFYの成長式に従ってヒラメが成長すると仮定すると次式が得られる。

雌 lt- 187.3 (1_e-0.0599(t+l.0204) ) 

雄 It- 93.6 ( 1_e-0.1309(t十0.9645))

4. 成長式より推定した漁獲魚の最高令は雌14才，雄16才であることから， ヒラメの寿命は20才を

超えず17-18才前後と推定される。

5. 雌雄の全長の差が顕著になるのは 3-4才頃からで， 各年令時の全長は次表で表わされる。

年 令ー才二才三才四才五才六才七才八才九才十才

雌 (cm ) 21. 3 31. 0 40. 1 48. 6 56. 7 倒.3 71. 5 78. 2 84. 5 90. 5 

雄 (cm) 乱 2 30.1 37.9 44.7 50.7 56.3ω6 64. 6 68. 2 71. 3 
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青函トンネル工事排水に伴う漁業影響調査

池内 仁・奈良賢静

調査目的

青函トンネルの建設に伴う工事排水等が流入する沿岸域の水質を把握する。

調査内容

1.調査年月日 昭和59年11月 1日

2. 調査海域 今別町黒崎，三厩村増川，算用師，元宇鉄の各河川河口から半径 5∞mの円周
内(図 1) 

2 3km 

図 I 調査点

n
d
 

n
d
 



3. 調査項目および調査方法

a採水

バンドーン型採水器を使用して 1m層より採水した。

b水温

オートラブ・ TS計を使用した。

c塩分 (S)

向上

d 水深

測深錘を使用したo

e 透明度

透明度板を使用した。

f 水素イオン濃度指数 (pH) 

室温にて，ガラス電極法(目立D-5型)で行った。

g 溶存酸素(D0) 

ウインクラ一法で測定した。

h 濁 度

積分球式濁度計(日本分光Sep-TU・P)を用いて測定し， J 1 S-K-OI0lに指定する

精製カオリン換算値で表示した。

化学的酸素要求量 (C0 D) 

アルカリ高温20分間ヨード変法で分析した。

全 燐 (Total-P)

海洋観測指針に従った。

k R eact i ve -P (P 0 4 -P ) 

A practi回 1handb叫(of s回 wateranal ysis (C anada 1972) に従った。

NH4-N 

同 上

立1 N02-N 

同 上

n N03-N 

同 上

調査結果

各項目別測定結果は，表 1の分析結果表に示した。
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59年11月 1日

観測 気温 水温 水深 透明度 DO DO COD 渇度 (1 ) (2) NHc-N N02-N N03-N 塩分量
観測地点 天候 pH μPgO-d姐干V官Totaヨtl-/P宮

(1)/(2) 
時刻 。C 。C 甘l 宵1 m脅/s 9も mg/ s mr;/s f1g-a μg-aV官μg-aVs V1g-aVs 施。

元宇鉄 1 11 : 25 c 12.1 16.9 3 10 加t. 8.37 8.05 99.0 0.24 0.12 0.02 0.22 oω 0.28 0.08 0.30 33.5998 

2 111 : 30 c 17.1 7.10 加1. 8.39 7.87 97.2 O. 13 0.09 (ー) 0.31 。 0.31 0.05 0.08 33. 7225 

3111:36 b c 17.2 5.50 bot. 8.37 7.64 94.5 O. 10 0.10 0.15 0.21 O. 71 0.38 O. 12 0.01 33.7266 

4 1 11 : 40 b c 12.4 17.8 13.20 10.9 8.35 7.67 96.0 0.21 0.05 0.05 0.25 0.20 0.95 0.10 0.20 33.8385 

算用師 1 11 : 59 c 12.6 16.2 3.30 bot. 8.39 8.26 1∞o O. 13 0.22 (ー) 0.27 。 0.95 0.12 0.08 330705 

2 1 12 : 05 c 16.7 6.45 bo1. 8.37 7.88 95. 7 0.18 0.39 O. (泡 0.25 0.32 0.74 。06 O. 15 33.2622 

3 I 12 : 09 c 17.0 5.10 bot. 8. 38 7.81 96.2 O. 13 0.09 。目 05 0.26 0.19 0.90 0.09 0.05 33.6576 

4 1 12 : 13 c 13.3 18.2 10.10 加t. 8.36 7.62 95.9 O. 19 0.03 0.38 0.83 0.46 0.90 0.11 O. 15 33.8591 

増)11 1 12 : 30 b c 14.7 17.7 4.30 bo1. 8.38 7目94 97.6 0.45 0.26 0.05 0.22 0.23 1. 54 0.08 0.01 31.5510 

2 1 12 : 35 b c 17.1 2.70 加t. 8.34 8.81 108.4 0.21 0.37 0.08 0.40 0.20 0.37 0.08 0.12 332239 

3 1 12 : 40 b c 16.9 6.70 6.0 8. 36 7. 77 95.5 0.29 0.50 0.02 0.25 0.08 1. 14 0.06 0.08 33.5464 

41 12 : 45 b c 13.5 17.8 9. 15 加1. 8.44 7.75 96.7 0.19 0.44 0.05 0.32 O. 16 0.21 0.13 O. 15 33.4804 

黒崎 1 12 : 55 b c 13.4 16.6 3.40 2.1 8.38 7.86 95.7 0.27 1. 07 0.08 0.32 0.25 1. 21 0.08 O. 14 32.9949 

21 13 : 00 b c 16.8 4.10 bo1. 8.38 7.92 96. 7 0.32 0.23 0.20 0.23 0.87 1.03 0.10 0.14 32.8995 

31 13 : 05 b c 16.8 5.75 bot. 8.41 7.70 94.3 0.27 0.58 0.06 0.40 0.15 1. 81 0.06 0.20 33.2735 

4 I 13 : 10 r 11. 4 18.2 7.40 bot. 8.36 7.61 95.8 0.21 1. 04 0.09 0.47 O. 19 0.89 O. 12 0.14 33.8679 

Max・ 18.2 10.9 8.44 8.81 108.4 0.45 1. 07 0.38 0.83 1. 81 0.13 0.30 33 8679 

M i n・ 16.2 2.1 8.34 7.61 94.3 O. 10 0.03 (ー) 0.21 0.21 0.05 0.01 31. 5510 

Ave・ 17.2 8.38 7.89 97.2 0.22 0.35 0.09 0.33 0.85 0.09 O. 13 33.3484 

σn 0.6 8.02 0.29 3.2 0.09 0.31 0.09 O. 15 0.44 0.02 0.07 0.5552 

観測年月日青函トンネル工事排水漁業影響調査水質分析表表 1
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察考

COD.濁度およびTota!-pのデータを使用してクラスター分析を行った(図 2)。

この結果.以下の 4種のクゃループに分類された。

3.増)111 .黒崎2) 4.算用師 1• 3. 2. (元字鉄 1• グノレーフ。 1

4.黒崎 3) 3. (算用師2.増)112.2 

4 ) (黒崎 1• 3 

(算用師 4) 4 

4となるに従って測定値が増加し3. Iに比べて 2.各グループ間の測定値を比較してみると，

ている。このことから，元字鉄から算用師，増川，黒崎となるに従ってCOD.濁度およびTota!

1 I 
-ーー _1 L.__ 

一ーーーー一ーー__1

-pの値が増加してくるという結果を得られた。

3 

3 

4 

2 鉄

鉄

鉄

師

鉄

師

JII 

，..._. 
子

字

，..._. 
子

，...ー，
子

用

用算

算

増

7じ

フじ

フじ

フじ

2 

2 

4 

2 

崎

師

)11 

)11 

用

黒

増

増

算

3 JII 増

3 崎黒

崎黒

4 崎黒

各調査点のクラスター分析
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次に，水産用水基準(昭和58年 3月改訂)には，透明度. pH. DO. CODおよびP04-Pの

海域に於ける基準値が定められている。今回の測定値と基準値を比較してみた。

観測値 基準値

1.透 明度 2.1 ~孟 10.9 最低値2.5m 

2. p H 8.34豆三三 8.44 7.8~豆 8.4

3. D 。 7.61 三主~ 8.81 61119/&以上

4. C 。D o. 10ζζ0.45 11119/&以下
5. P04 -P  O三二三三 0.38 0.48μg-at/ &以下

黒崎川のSt. 1では流出した河川水のため濁っており，透明度が低下していたが，その他は殆ど

基準値をクリヤーしており，清浄な海域だといえる。

又，昨年度(昭和58年度)の事業報告に COD. 濁度および P04 -P の経年変動(昭和50~58年)

を示した。それと今回の測定値を比較してみると，濁度の最高値が若干高い値を示したものの58年

10月26日のデータとほぼ同じ水準にあり.57年以降はそれ以前と比較しても極めて清浄になってき

ているといえる。
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200海里水域内漁業資源総合調査委託事業

津田 兼造・菊谷 尚久・小倉大二郎

調査目的

2∞海里漁業水域の設定に伴い，当該水域内における漁業資源を科学的根拠に基っーいて評価する

ために必要な関係資料を整備する。

I 太 平 洋

調査方法

1 調査期間

2. 調査海域

昭和59年 4月~昭和60年 3月

太平洋 2∞海里水域内

3 標本船及び市場調査員

標本船 八戸港所属スルメイカ釣漁船 3隻

調査員 八戸漁業協同組合連合会職員 吉田勝鴻・榊 昭一

4 調査項目

(1 )標本船調査

スルメイカ釣標本船の選定を八戸漁業協同組合連合会に依頼し. 6 月 ~12月間の標本船操業

実態細目調査表の記入方を市場調査員に依頼した。

(2) 生物測定調査

八戸魚市場に水揚げされた魚種について，精密調査(多項目調査)ならびに体長組成調査を

実施した。なお調査に当っては，精密調査を東北区水産研究所八戸支所に，体長組成調査を現

地市場調査員にそれぞれ依頼した。調査内容は以下のとおりである。

調 査 魚 種 調 査 地 調査期間 調査回数 調査尾数

スノレメイカ JI 戸 6 ~ 12 月 7 293尾

ア カ イ カ " 8 ~ 9 2 104 
精密調査

マ サ ノ¥ " 7 ~ 12 1 50 

マ イ ワ シ 11 7 ~ 12 8 400 

スルメイカ 八 戸 7 ~ 11 8 400 

体長組成調査 ア カ イ カ 11 9 1 50 

て才 イ ワ シ " 7 ~ 12 6 606 
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調査結果

各調査項目については，後記の日本海地区の結果も含め，水産庁が一括してとりまとめることに

なっているが，その概要は次のとおりである。

1.標本船調査

スルメイカ釣標本船の操業海域を図 1に，操業実態を表1に示した。

操業海域は各船とも 6 月 ~7 月上旬の聞は日本海が中心で，魚群の移動に伴って漁場が北とし

その後太平洋に移動した。日本海においては5トγ未満の金比羅丸が本県鯵ケ沢沖， 7 ~10 トン

クラスの勝栄丸・安栄丸が佐渡近海~能登半島沖合にまで出漁した。一方太平洋においては八戸

近海が主な漁場となっていたが，安栄丸は一部銚子沖合まで出漁した。

各船の漁獲量は，金比羅丸が延べ80日間の出漁で10，397kg，勝栄丸が延べ63日間の出漁で5，141

kg，安栄丸が91日間の出漁で23，598kgで，総漁獲量は昨年の 3隻合計33，011kgの約1.2倍に当る

39， 136kgであった。また太平洋での漁獲量及び全体に占める割合は，金比羅丸が10，092kg・97.1

%，勝栄丸が 3，346kg・65.1'1ら，安栄丸が19，233kg・81.5%で，合計32，671kg・83.5%で、あっTこ。

なお各船合計の月別出漁日数・月別漁獲量・ 1隻当り日別漁獲量C)は以下のとおりで， 1隻

当り目別漁獲量は 9月>8月>6月>の順で多く， 12月が最も少なかった。

6月 27日・ 5，l28kg・C1叩 kg)

7月 45日・ 6，094kg・C135 kg ) 

8月 50日・ 10，128kg・C203kg)

9月 35日・ 9，930kg・C284kg)

2. 生物測定調査

10月 24日・ 2，281kg・C 95 kg ) 

11月 38日・ 5，262kg・C138 kg ) 

12月 15日・ 313 kg・C 21 kg ) 

スルメイカ・アカイカ・マイワシの体長組成を表 2~4 に示した。

各魚種の月別の体長分布範囲及びモード C)は以下のとおりであったが，月別のモードを昨年

と比較した場合，スルメイカは 1~5cm大型化，アカイカは変化なし，マイワシは 1~2cm大型

化の傾向を示していた。

(スルメイカ:外套背長)

7月 19.0 ~26.0棚・ C 23.0cm・対前年+3cm)

8月 22.0 ~28. 0 cm・C24.0cm・ fI +5cm) 

9月 24.0 ~28. Ocm・C26.0cm・砂+1 c飢〕

11月 26.0~32.0c祝・ C 29.0cm・ か +5cm)

(アカイカ:外套背長)

9月 23.0 ~34.0cm ・ C 26.0側・対前年::l::0 c祝〕

(マイワシ:標準体長)

7月 nO~24.5cm C 18.5cm及び2O.0cm・対前年+O. 5 ~ 2 cm) 

8 月 13ι~22.Oc祝 C18.5cm・。 +lcm)

10月 12.5 ~23. Ocm C 19~ 0侃〕

12月lO.0 ~ 19.5 cm C 12.0 cm ) 
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日
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1
1

安栄丸(10.0トン)勝栄丸(7.2トン)

太平洋スルメイカ釣標本船操業海域

図中の数字は〔操業月一操業回数〕

図 1

金比羅丸 (4.9トン)



太平洋地区スルメイカ釣標本船操業実態

区沢ぎて 太平洋 日本海 計

出漁日数漁獲重量(kg) 漁獲箱数 出漁日数漁獲重量(kg) 漁獲箱数 出漁日数漁獲重量(kg) 漁獲箱数

6 4 8 2 4 8 2 

7 11 1，064 204 4 305 61 15 1，369 265 

8 19 4，270 732 19 4，270 732 

金比羅丸 9 15 2，640 465 15 2，640 465 

( 4. 9トン) 10 8 745 112 8 745 112 

11 15 1， 325 258 15 1，325 258 

12 4 40 8 4 40 8 

計 76 10，092 1， 781 4 305 61 80 10，397 1，842 

6 11 1，715 343 11 1，715 343 

7 10 385 77 2 80 16 12 465 93 

8 16 1，703 339 16 1，703 339 

勝 栄 丸 9 6 670 116 6 670 116 

( 7. 2トン) 10 6 165 33 6 165 33 

11 9 410 82 9 410 82 

12 3 13 4 3 13 4 

計 50 3，346 651 13 1， 795 359 63 5，141 1，010 

6 12 3，405 643 12 3，405 643 

7 12 3，3ω 597 6 960 192 18 4，260 789 

8 15 4，155 790 15 4，155 790 

安 栄 丸 9 14 6，620 1，127 14 6，620 1，127 

(10.0トン) 10 10 1，371 275 10 1， 371 275 

11 14 3，527 672 14 3，527 672 

12 8 260 50 8 260 50 

計 73 19，233 3，511 18 4，365 835 91 23，598 4，346 

ム日、 計 199 32，671 5，943 35 6，465 1， 255 234 39， 136 7，198 

表 1
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スルメイカ操業別外套背長組成(太平洋)

漁 法 本 釣

船 名 第 7明晴丸 第 10宝勝丸 第 8金勢丸 第 10稲荷丸 第 11 成福丸 成 田 丸 第 78 住吉丸 第 8 大吉丸

漁場位置 鮫角N18マイノレ 鮫角N2iマイノレ 鮫角 E2O"マイノレ 鮫角ENE1肘 4ル 41051 'N-146036'E 鮫角 N16マイ/レ 40023'N→41052包 40027'N-141057'E 
漁獲月

一
日 7. 28 ~ 28 7. 30 ~ 31 8. 9 ~ 10 8. 28 ~ 29 9. 7~ 9 9. 29 ~ 10.1 11. 20 ~ 21 11. 26 

漁 獲 量 105 kg 585 kg 1，402 kg 1，965 kg 1，940 kg 1，270 kg 1，0∞kg 1，560 kg 

10. 0 ~10. 9 

1 1. 0~ 

12.0~ 

13.0~ 

外
14.0~ 

15.0~ 

16.0~ 

17.0~ 

套
18.0 ~ 

19.0~ 7 

20.0~ 16 

21.0 ~ 16 1 

背
22.0~ 5 18 3 3 

23.0~ 5 22 8 10 

24.0~ 8 24 15 13 9 

25.0~ 9 10 15 19 

長
26.0~ 1 5 8 15 20 7 

27.0~ 3 4 2 6 

28.0~ 1 3 8 2 

29.0~ 11 17 

30.0~ 12 17 
cm 
31.0 ~ 5 13 

32.0~ 1 1 

33.0~ 

34.0~ 

35.0~ 

言十 50 50 50 50 50 50 50 50 

表2
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アカイカ外套背長組成

(太平洋) 漁 法 ま き 網

漁 法 一 本 釣 船 名 第 16海栄丸 第 15不動丸 第 58 祐徳丸 第 38幸辰丸 第 66 小袖丸 第 32永勝丸

船 名 第 31八紘丸
漁場位置 鮫角 N15マイル 八木 E11マイノレ 八木E16ー2σマイル 鮫角 NEllマイル 鮫角 ENE25マイル 宮古沖 α51)

漁獲月 日 7.5 7.27 8.10 8.27 10.20 12.5 

漁場位置 泊沖35マイル 漁 獲 量 140トン 100トン 120トン 2∞トシ 2∞トン 2∞トン

漁獲月 日 9.18 ~ 21 10. 0 ~10. 4 2 

漁 獲
1O.5~ 8 

量 3，225 kg 11.0 ~ 4 

16.0~16.9 11. 5~ 14 

17.0 ~ 
12.0~ 22 

18.0~ 標
12.5~ 1 12 

13.0~ 8 
19.0~ 13.5 ~ 2 4 

外 20.0 ~ 14.0~ 2 4 
21.0 ~ 14.5~ 1 2 1 

22.0~ 
準
15.0 ~ 3 5 

23.0~ 2 15.5 ~ 1 7 8 12 

套 24.0~ 5 16.0~ 3 11 10 2 

25.0~ 7 16.5~ 3 17 12 1 

26.0~ 10 17.0~ 4 6 14 2 

27.0~ 5 体
17.5 ~ 11 3 16 8 

背 28.0~ 6 
18.0~ 22 1 17 14 7 

18.5~ 27 7 21 12 8 
29.0~ 7 

19.0~ 17 9 20 5 14 
30.0~ 6 19.5 ~ 12 22 21 2 13 1 
31.0 ~ 

長
20.0~ 6 27 1 3 

長 32目 O~ 1 20.5~ 1 15 1 1 

33.0~ 21.0 ~ 2 5 4 

34.0 ~ 1 21. 5 ~ 2 3 

35.0~ 22.0~ 3 2 

cm 36.0~ 
22.5 ~ 1 2 

cm 
37.0~ 

23.0~ 2 1 

38.0~ 
23.5~ 1 1 
24.0~ 2 

39.0~ 
24.5~ 1 

40.0-- 25.0~ 

百十 50 計 106 100 100 100 100 100 

マイワシ操業別体長組成(太平洋)表 4表3

l
t
]戸
∞
叶

t
1



E 日 本 海

調査方法

1.調査期間 昭和59年4月4百和ω年 3月

2. 調査海域 日本海2∞海里水域内

3. 標本船及び市場調査員

標本船 鯵ケ沢港所属スルメイカ釣漁船2隻

鯵ケ沢ヤリイカ底建網2ケ統

深浦プリ大型定置網2ケ統

調査員 鯵ケ沢漁業協同組合職員 長尾敏彦

深浦 /，f 11 高橋義信

4 調査項目

(1) 標本船調査

スルメイカ釣標本船及びヤリイカ底建網楳本船については，その選定を鯵ケ沢漁業協同組合

に依頼し， 4月~翌3月までの操業実態細目調査表の記入方を市場調査員に依頼した。

またプリ大型定置網標本船については，深浦漁業協同組合に選定を依頼し， 5 月 ~12月間の

定置網漁況調査表の記入方を市場調査員に依頼した。

(2) 生物測定調査

下前，鯵ケ沢，大戸瀬，深浦の各魚市場の水揚物について，精密調査及び体長組成調査を実

施した。調査内容は以下のとおりである。

調 査 魚 種 調 査 地 調査期間 調査回数 調査尾数

スノレメイカ 下前・鯵ケ沢・深浦 7 ~ 1月 18 8回忌

精密調査 ヤリイカ 鯵ケ沢・大戸瀬・深浦 4 .12~ 3 9 530 

マ サパ 大戸瀬・深浦 5 2 回

体長組成 フ リ 深浦 5 ~ 12 42 1， 138 

調 査 マ サパ 大戸瀬・深浦 5 2 157 

調査結果

1. 標本船調査

(1) スルメイカ釣標本船

標本船操業海域を図2に，操業実態を表5に示した。

標本船は天洋丸，仁栄丸 (19~20 トンクラス)・左も. 6 月上旬~7 用中旬にかけては能登半

島西方海域~本県鯵ケ沢沖の日本海で操業を行った。 7月下旬以降においては，天洋丸は 9月

上旬まで北海道沿岸各地(太平洋:釧路・襟裳沖，日本海:宗谷沖)， 12月中旬まで太平洋八

戸沖， 12月下旬まで日本海鯵ケ沢沖等で操業し，一方仁栄丸は12月上旬までー賞して八戸沖で
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操業を行い，その後 1月中旬まで鯵ケ沢沖で操業を行った。

両船の漁獲量は，天洋丸が延べ 102日間の出漁でZ7， 190 kg ，仁栄丸が延べ 110日間の出漁で

3O，990kgで，合計58，180kgと昨年の 2隻合計57，179kgとほぼ等しい水揚げがみられた。またこ

れらに対する日本海での漁獲割合は，天洋丸が19，840kg・73.0%，仁栄丸が13，6回kg・44.0%.

合計33，490kg・57.6%であった。

なお両船合計の月別出漁日数・月別漁獲量・ 1隻当り日別漁獲量()は以下のとおりであっ

たが. 1隻当り目別漁獲量は11月>6月>7月の11闘で多く.10 Jjが最も少なかった。

6月 51日・ 17，310kg・(339 kg) 10月 4日・ 25 kg・( 6 kg) 

7月 44日・ 11，730kg・(267 kg ) 11月 18日・ 7，980kg・(443kg) 

8月 41日・ 10，185kg ・(248kg) 12月 23日・ 4，140kg・C180 kg ) 

9月 28日・ 6，440kg・(230kg) 1月 3日・ 370 kg・(123 kg ) 

(2) ヤリイカ底建網標本船

般本船の操業実態を表6に示した。

標本船は延べ22日の出漁で 932.8kgを水揚げしたが，漁獲量は一昨年(4，部4kg)の19.2%.

昨年(2，016 kg)の46.3%と，年々減少してきている。

今年は盛漁期が12月で印Okgの水揚げがみられたが，これまでと同僚漁切れが早く，漁期後

半に当る 2月以降は皆無状態であった。

(3) プリ大型定置網標本船

標本船のプリ類及び混獲漁の漁獲状況を表7に示した。

越漁場では延べ 159日の出漁で計 231，7回 kgを水揚げし， 昨年(152， 677 kg)の1.5倍の

漁獲量であったο その主な内訳は，プリ類の 9，562 kg (4. 1 %)のほか，サケ 27，793kg (12.0 

%) ，マグロ2O，211kg (8.7 '7ら).サパ 4，891kg (2. 1 '7も).ヤリイカ 1，919kg(0.8 %)等

であった。

一方黒滝漁場では延べ 145日の出漁で計 1印，528kgを水揚げし，昨年 (98，659kg)の1.6倍

の漁獲量であった。内訳はプリ類の 4，2臼 kg (2.7 '7も)のほか，サケ35，144 kg (21. 9 %) .サ

パ 4，824kg (3.0 %) .サクラマス 3，299 kg (2. 1 %) .ヤリイカ 2，989 kg (1. 9 %)等であ

っTこ。

プリ類の漁獲量は，昨年と比較して越漁場が39.2%.黒滝漁場が52.7%.平均で42.5%と減

少しており，またブリ類のうちブリ(銘柄大・中・小)が占める割合も越漁場11.2 %，黒滝漁

場42.0%.平均20.7%と昨年(越漁場58.1%.黒滝漁場52.2%.平均56.6%)を下回り，小型

魚の割合が多い傾向にあった。

2. 生物測定調査

(1) スルメイカ

月別外套背長組成及び成熟度を表8に，操業別外套背長組成を表9に，調査魚漁獲海域を図

3に示した。
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日本海地区スルメイカ釣標本船操業実態

正て吠
E 本海 太 平 洋 計

出漁日数漁獲重量漁獲箱数 出漁日数 漁獲重量 漁獲箱数 出漁日数 漁獲重量 漁獲箱数
( kg ) ( kg ) ( kg ) 

6 27 9，015 1，803 27 9，015 1，803 

7 13 3，730 746 9 2，035 397 22 5， 765 1，143 

8 18 5，520 1，104 3 475 95 21 5，995 1， 199 

洋
9 5 640 128 6 305 64 11 945 192 

天 丸
10 2 15 3 2 15 3 

(19.5トシ)
11 8 3，895 779 8 3，895 779 

12 5 935 187 6 625 125 11 1，560 312 

1 

計 68 19，840 3，968 34 7，350 1，463 102 27， 190 5，431 

6 24 8，295 1，649 24 ~， G~!J 1， b4~ 

7 13 2，630 528 9 3，335 665 22 5，965 1. 193 

8 20 4，1ω 738 20 4， 190 738 

仁
9 17 5，495 1，099 17 5，495 1，099 

栄 丸
10 2 10 2 2 10 2 

(20.0トン)
11 10 4，085 817 10 4，085 817 

12 10 2，355 471 2 225 45 12 2，580 516 

1 3 370 74 3 370 74 

計 50 13，650 2，722 60 17，340 3，366 110 30，990 6，088 

A 口 計 118 33，490 6，690 94 24，690 4，829 212 58， 180 11，519 

一一一一一一

表 5

1
1
回
申
H

，
|

日本海地区ヤリイカ底建網標本船操業実態

標 本 船 月 出漁 日 数 漁獲重量 (kg) 漁獲箱数|

4 4 24 6 

12 8 600 150 

第 8長徳丸
1 6 304 76 

(4.9トン)
2 4 4.8 2 

3 。 。 。
計 22 932.8 234 

表 6



表7 ブリ大型定置網標本船漁況(日本海)

〔越漁場〕

月 フ カ マ グ ロ ヒ マイワシ ウ

ノレ

大 中 ガ フ コ 言十 一才 メ 計
フ
大 中 百十 メ

ツ

ク ズ J 

ン グ
}才

フ ク ワ

ド ギ フ オ ロ 、ン サ 、/

5 7 7 24 24 348 348 

6 55 55 93 19， 595 19， 688 

7 10 6 16 167 405 405 60 60 28 

8 18 18 392 428 67 12 4 16 

9 

10 442 21 266 889 257 1，875 32 46 46 99 

11 17 23 204 6， 372 286 6. 902 19 6 25 56 

12 3 235 41 279 7 7 

計 524 50 498 7， 514 976 9， 562 266 124 20， 087 20， 211 155 408 408 28 

〔黒滝漁場〕

月 フ リ カ て才 グ ロ ヒ マイワシ ウ

ノレ

大 中小 ガ フ ゴ 百十 ずZ メ iit フ 大 中 計 メ
ツ

ク ズ イ
ン グ '7 

フ ス ワ

ド ギ フ オ ロ ジ サ 、/

5 6 6 180 180 

6 4 4 89 807 896 40 40 60 

7 36 36 221 241 241 60 60 

8 27 71 152 7 397 590 731 138 11 149 

9 

10 239 204 1，007 355 29 1. 834 114 74 74 36 

11 9 99 794 255 1， 127 30 30 5 

12 6 472 195 673 21 21 115 115 

計 311 211 1，268 1， 628 846 4， 264 1，066 227 1， 190 1， 417 41 115 280 395 60 
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(単位:kg) 

サ ノ、ゃ ア タ イ サ サ タ ス ヤ そ l口込

ク ノレ

大 中 計 特 大 中 E十
リ

フ メ の

イ
マ イ

:ン ケ ス フ カ カ 他 言十

35 127 2，116 2，278 202 273 7 482 4， 542 22 538 67，747 75，988 

59 360 267 693 96 368 13 477 7 170 6 80，910 101，999 

46 105 6 157 61 328 147 536 198 1，868 3，435 

426 805 94 1，3:あ 18 67 122 3 210 599 2，645 

13 193 206 1 6 7 836 6 3，347 6，454 

11 76 32 1 120 16， 573 80 236 3，690 27，682 

25 74 140 2翌日 4 6 10 10， 384 90 15 1， 133 1，390 13，547 

591 1，484 2，816 4，8白1 383 1，117 333 4 1，842 27， 793 4，639 485 1， 919 159，551 231，750 

l..- 一一一 '--

サ ノ¥ ア タ イ サ サ タ ス ヤ そ メ口L 

ク ノレ

大 中 百十 特 大 中 五十
リ

フ メ の

イ
て才 イ

ジ ケ ス フ カ カ 他 言十

257 2，670 1箆l 239 421 13 匂3 3，215 54 1 35，694 43，967 

21 310 214 忌6 142 湖7 33 572 9 2Cβ 59，402 61，732 

12 56 a 25 ま弱 273 6ヨ5 291 779 2，332 

124 537 283 944 16 70 160 2 2右目 9 220 2，891 

20 132 74 Z当日 12 33 45 532 2 1 3，836 6，700 

8 38 60 1 107 24，102 41 458 1，151 27，021 

19 76 19 114 17 6 23 10，510 75 883 1，581 1，890 15，885 

196 1，368 3，260 4，83! 430 1，213 578 3 2，2胤 35，144 3，$  1，185 2，989 103，242 160，528 
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σ 

• 

スルメイカの月別外套背長分布範聞及びモード

( )は以下のとおりであったコなお成熟状態は，

完熟個体が雌で 7 月 ~9 月 (34.7 ~50. 0 %) .雄

で 8 月 ~10月(幻.5 ~42.1 %)た多く，逆に11月~

420 1月は雌雄とも極めて少なかった (0~ 6.7 ，/，0) 0 

また雌の交接率も 7 月 ~9 月 (51.5 ~75.0 %)に

高く. 11 月 ~1 月 (3. 7 ~ 6.7 %)に低かった。

7月 16.0 ~26.0 咽・( 21. 0ω ・対前年+1佃〕

8月 17. 0 ~29. 0佃・(23.0 cm・ H 十 1c同

9月 19.0 ~25. 0 cm・(22.0 cm・ 11 - 1 cm) 

10月 18.5 ~25. 0佃・ C24.0. 25.0cm・

1/ + 3 ~ 4 cm) 

11月 19.0 ~27. 0 cm・C21. 0四 . 11 - 2 cm) 

12月 18.0 ~26. 0 cm・(22.0cm ) 

1380E 1390 140。 141。
(2) ヤリイカ

図 3 スルメイカ調査魚漁獲海域

外套背長組成を表11に示した。

月別外套背長組成及び成熟度を表10に，操業別

(3) 

月別の外套背長分布範囲及びモード()は以下のとおりで，昨年と比較してモードは小型化

の傾向を示していた。なお成熟状況は. 12月を除いて雌雄ともその殆んど(雌97.8~ 1∞%. 

雄89.6 ~ 100 %)が完熟個体であり，また雌の交接率は 2月 (41.7 %)が最も高く. 4月(10.0

%)が最も低かった。

4月 16. 0 ~35. 0佃・ C21. 0四・対前年::f::Ocm)

12月 18. 0 ~31. 0四・(22.0佃・ 11 -4佃〕

I月 17.0~33.0佃・ C 20.0佃・ 11 -3佃〕

2月 16.0 ~29. 0佃・ C22.0四・ 11 士O咽〕

3月 17. 0 ~37. 0佃・(20目o. 22. 0 ~24. 0佃・ 11 -14cm ) 

ブ

月別尾文長組成を表12に示した。

月Bりの尾長分布範囲及びモード()は以下のとおりであった。なおモードを昨年と比較する

と 5 月 ~8 月は10~30佃大型化. 10 月 ~12 月は1O~40佃小型化の傾向にあった。

5月 40.0 ~55.0佃・〔日 O佃・対前年 +25cm ) 

6月 45.0 ~85. 0 cm・C50.0佃・ 11 +30cm) 

7月 40.0~90.0 佃・ C 55.0 cm・ が +25c皿〕

8月 25.0~85. 0咽・(40.0 cm・ 11 + 10四〕

10月 25.0~80.0 四・( 40.0. 50.0叩・ H 士 O~ー 10佃〕

11月 25.0 ~80. 0 cm・C50.0佃・ 11 -10cm) 
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12月 20. 0 ~60. 0佃・ C40.0佃・対前年一40cm) 

(4) マサパ

尾文長組成を表13に示した。

調査の実施は 5月のみであったが，尾文長分布範囲及びモードc)は以下のとおりであった。
5月 26.5 ~34. 0 cm・C32.5佃〕

表 8 スルメイカ月別外套背長組成及び成熟度(日本海)

調 査 月 7 8 9 10 11 12 1 

性 ，'51j ♀古 計 ♀ 色 言十 ♀ 古計 ♀古 百十 ♀古 計 ♀ 古 計 ♀ 色 言十

1 1. 0~ 1l .9 

12.0~ 

13.0~ 

14.0~ 

外 15 目 O~

16.0~ 21 1 3 

17.0~ 11 12 23 1 I 1 1 1 2 

18.0~ 12 20 32 3 1 1 4 21 1 3 2 2 5 1 5 10 

套 19.0~ 12 20 32 9 111 20 1 1 2 3 71 5 12 2 1 2 61 6 12 3 1 7 10 

20.0~ 14 15 29 1 113 4 5 1 5 10 11 12 23 9111 20 11 15 26 1 1 

21. 0~ 18 15 33 7 115 22 10 14 24 18 6124 20 11 31 9116 25 6 18 14 

22.0~ 14 12 26 9.113 22 10 16 26 10 7 117 15 4 119 13 16 29 4 1 1 5 

i背 23.0~ 10 2 112 12 8 30 13 5 118 81 3 11 81 5 13 15 8 23 7 1 1 8 

24.0~ 7 7 14 5 19 6 1 6 12 16 14 30 212 4 919 18 

25.0~ 2 2 10 10 4 3 7 9121 30 213 5 10 1 11 

26.0~ 1 1 5 5 212 4 212 4 

長 27.0~ 2 2 2 2 

28.0~ 

29.0~ 1 1 

30.0~ 

同 3 1. 0~ 

32.0~ 

33.0~ 

34.0~ 

35.0~ 

メ口斗 言十 1a 971 :ro 72 781 1:田 491 51 1∞ 81ω 1回 ω40 1∞ お 751 1回 27 231 50 
成 未 熟 .61.1 525 57.0 37.5 21.8 <9.3 陶.0同A40.0 85.2 39.1 64.0 98.3 77.5 90.0 I∞ 60.0 aJ.O 00.3 87.0 92.0 
熟
半 熟 3.9 22 13.0 12.5 37 25.3 16. ド7.522.0 3.7 33.3 17.3 1.7 3).0 9.0 0133 16.7 3.7 13.( 8.0 

度
開 ytb 巳 熟 35.0 2社7ま).0 回β 41.( 45.3 34. 持1238.0 11.1 27.5 18.7 01 2.5 1.0 01 6 3.3 。。。
♀交接率(%) 51.5 75.0 71 25.9 5.0 61 ー 3.7 
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表 9-1 スルメイカ操業別外套背長組成(日本海)

漁 法 本

船 名 宝 慎 丸 大 光 丸 天 洋 丸 広 漁 丸

漁 場 位 置 40003'-1390 42' 41006'-1390 16' 400 51'-1400 ()()' 40 0 32'-1390 34' 

調 査 月 日 S 59. 7. 3 7. 10 7. 16 7. 26 

漁 獲 量 40 kg 1，2ωkg 275 kg 85 kg 

性 別 ♀ 古 言十 ♀ 古 言十 ♀ 古 5十 ♀ 古 日十
」

1 1. 0~1 1. 9 

12.0~ 

13.0~ 

14.0~ 

外 15.0~ 

16.0~ 1 1 

17.0~ 5 8 13 

18.0~ 7 10 17 2 3 5 

套 19.0~ 8 6 14 8 9 2 2 

20.0~ 3 2 5 9 8 17 2 2 

21.0 ~ 6 6 12 1 1 2 3 7 10 

22.0~ 2 4 6 6 4 10 7 8 15 

背 23.0~ 1 1 3 7 10 10 1 11 

24.0~ 3 4 7 7 7 

25.0~ 2 3 5 2 2 

26.0~ 9 2 11 1 1 

長 27.0~ 5 5 

28.0~ 

29.0~ 

30.0~ 

同 31.0 ~ 

32.0~ 

33.0~ 

34.0~ 

35.0~ 

l口』 計 24 26 50 20 30 関 29 21 50 30 20 50 
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釣

観 3日包三 丸 海 竜 丸 美 rヨi三ー， 丸 宝 寿 チL 明 宝 丸

40' 23'-1390 30' 400 24'-139' 29' 40' 40'-139' 30' 40' 36'-139' 40' 400 42'-1390 31' 

8. 7 8.11 8.29 9. 5 9.20 

130 kg 45 kg 215 kg 40 kg 110 kg 

♀ 古 百十 ♀ 古 計 ♀ 色 五十 ♀ 古 計 ♀ 1う 計

1 

1 1 l 1 2 I 

3 3 4 4 8 2 7 9 1 1 2 1 1 

3 3 6 6 1 4 5 4 2 6 1 3 4 

4 8 12 3 3 3 4 7 2 10 12 8 4 12 

1 6 7 1 1 2 7 6 13 4 10 14 6 6 12 

3 10 13 7 5 12 2 3 5 8 3 11 5 2 7 

4 1 5 5 3 8 5 1 6 4 4 2 6 8 

4 4 4 4 2 2 1 3 3 6 

1 3 3 

1 1 1 

22 28 50 26 24 50 24 26 50 24 26 50 25 25 50 
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表 9-2 スルメイカ操業別外套背長組成(日本海)

漁 法 本

船 名 東 丸 大 三口と 丸 宝 寿 丸 明 宝 丸

漁 場 位 置 400 43'-1390 32' 400 35'-1390 41' 410 06'-1390 59' 400 42'-1390 32' 

調 査 月 日 10. 9 10. 12 10.19 11. 21 

漁 ー獲 主J亘亘主 50 kg 150 kg 115 kg 175 kg 

性 思リ ♀ 色 五十 ♀ 古 百十 ♀ 古 百十 ♀ 古 計

1l .0~1 1. 9 

12.0~ 

13.0~ 

14.0~ 

外 15.0~ 

16.0 ~ 

17.0~ 

18.0~ 2 3 

套 19.0 ~ 1 1 2 6 4 10 

20.0~ 1 1 2 5 5 10 5 6 11 3 6 9 

21.0 ~ 8 9 5 4 9 5 6 8 5 13 

22.0~ 3 5 8 2 1 3 5 6 10 3 13 

背 23.0~ 5 2 7 1 I 3 3 2 2 4 

24.0~ 6 6 12 8 4 12 2 4 6 1 2 

25.0~ 4 8 12 2 11 13 3 2 5 • 1 2 3 

26.0~ 2 2 4 

長 27.0~ 2 2 

28.0~ 

29.0~ 

30.0~ 

同 31. 0 ~ 

32.0~ 

33.0~ 

34.0~ 

35.0~ 

i口斗 言十 27 23 関 23 27 50 31 19 50 29 21 50 
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釣

正 宝 丸 天 祐 丸 仁 栄 丸 竜 宝 丸 仁 栄 丸

400 43'-1390 33' 400 10'-1390 48' 400 31'-1390 32' 400 11'-1390 47' 400 55'-140 0 06' 

11. 30 12.11 12.12 12.20 S 60. 1. 9 

160 kg 1，000 kg 235 kg 160 kg 330 kg 

♀ o 言十 ♀ 古 五十 ♀ 古 計 ♀ 古 言十 ♀ 古 計

1 1 2 

2 2 5 5 10 

2 2 3 4 7 2 2 4 3 7 10 

6 5 11 5 10 15 2 4 6 4 1 5 1 

12 6 18 4 7 11 3 6 9 2 3 5 6 8 14 

5 6 3 4 7 6 7 13 4 5 9 4 1 5 

6 3 9 2 3 5 3 8 8 4 12 7 1 8 

1 1 2 3 3 4 3 7 5 3 8 

2 4 1 5 6 6 

2 2 1 1 

31 19 50 19 31 50 25 25 50 31 19 50 27 23 50 
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表10 ヤリイカ月別外套背長組成及び成熟度(日本海)

調査月 4 12 2 3 

性 ~Ij ♀ 古 計 ♀ 古 計 ♀ o 計 ♀ 古 言十 ♀ 古 言十

11. 0 ~ 11. 9 

12.0~ 

13.0~ 

14.0~ 

15.0~ 

外 目、 O~ 1 1 1 

17.0~ 2 3 5 4 1 5 1 6 3 3 

18.0~ 5 1 6 2 2 4 4 3 1 4 1 1 

19. O~ 1 13 2 2 4 8 3 11 :J 1 6 4 4 

2O.0~ 15 I 16 5 9 14 10 5 15 2 2 8 8 

套
2 1. 0~ 20 1 21 I 12 13 9 4 13 5 I 6 7 7 

22.0~ 14 2 16 6 9 15 6 6 12 6 4 10 8 8 

23.0~ 11 2 13 2 11 13 6 3 5 3 8 7 I 8 

24.0~ 15 16 4 4 4 5 9 2 3 5 8 8 

25.0~ 7 4 11 10 10 1 4 5 l 4 5 1 1 

26.0~ 5 7 12 9 9 1 7 8 3 3 2 2 

背 27.0~ 3 9 12 12 12 9 9 3 3 I I 

28.0~ 9 9 7 7 9 9 2 2 

29. O~ 11 11 4 4 4 4 1 1 

30.0~ 4 4 2 2 5 5 1 1 

長
31. 0 ~ 5 5 1 I 1 3 3 

32.0~ 4 4 

33.0~ I 1 1 1 

34.0~ 

35.0~ 4 4 1 1 

t暗 36.0~ 1 1 

37.0~ 1 1 

38.0~ 

39.0~ 

40.0~ 

ム口‘ 言十 1ω 71 180 18 92 110 53 67 120 36 24 60 45 15 60 

成 未 熟 。。。22.2 33.7 31. 8 。10.4 5.8 。。。2.2 。1.7 
熟
半 熟 。。。5.6 8.7 8.2 。。。。。。。。。
度
制 白フロ 熟 1∞ 100 1∞ 72.2 57.6 ωo  I∞ 89.6 94.2 100 1ω I∞ 97.8 lα) 98.3 

♀交接率(%)10.0 22.2 28.3 41. 7 26.7 
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表11-1 ヤリイカ操業別外套背長組成(日本海)

漁 法 底 建 網

船 名 松運丸 大公丸 第 7一丸 第11豊漁丸 第11豊漁丸

漁場位置 深 浦 大戸瀬 大戸瀬 深 浦 深 浦

調査月日 s 59. 4. 5 4. 16 4. 24 12. 4 12. 20 

漁穫量 20 kg 40 kg 20 kg 44 kg 304 kg 

性 別 ♀ 古 計 ♀ 古 計 ♀ 古 計 ♀ 古 計 ♀ 古 計 l

16.0~16.9 1 I 

17.0~ 2 2 2 1 3 

18.0~ 5 5 1 1 1 1 

19.0~ 2 2 10 1 11 2 2 2 2 

20.0~ 2 2 13 1 14 3 8 11 2 1 3 

外 21. O~ 5 5 4 1 5 11 11 5 5 1 7 8 

22.0~ 4 4 6 1 7 4 1 5 2 5 7 4 4 8 

23.0~ 2 1 3 3 1 4 6 6 3 3 2 8 10 

24.0~ 7 7 5 5 3 1 4 2 2 2 2 

套
25.0~ 5 4 9 1 1 1 1 6 6 4 4 

26.0~ 1 3 4 4 4 8 5 5 4 4 

27 目 O~ 2 4 6 1 5 6 6 6 6 6 

背 28.9~ 2 2 7 7 1 1 6 6 

29.0~ 7 7 4 4 1 I 3 3 

30.0~ I 1 3 3 2 2 

3 1. 0~ 4 4 1 1 1 1 

長
32.0~ 3 3 1 1 

33.0~ 1 1 

34.0~ 

例 35. O~ 3 3 1 

36.0~ 

37.0~ 

38.0~ 

39.0~ 

40.0~ 

合計 26 34 60 28 32 60 55 5 60 6 44 日 12 48 印
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表11-2 ヤリイカ操業別外套背長組成(日本海)

漁 法 底 建 網

船 名 漁 進 丸 大 ~ 、i 丸 大 盛 丸 大 F品¥ 丸

漁場位置 鯵 ケ 沢 大 戸 瀬 大 戸 瀬 大 戸 瀬

調査月 日 s 60. 1. 8 1. 28 2. 1 3. 28 

漁 穫 量 72 kg 24 kg 却 kg

性 ~Ij ♀ ぢ 計 ♀ ~ 計 ♀ 古 計 ♀ 合 計

16.0~16.9 1 1 

17.0~ 1 1 4 4 5 1 6 3 3 

18.0~ 4 4 3 1 4 1 1 

19.0~ 2 1 3 6 2 8 5 1 6 4 4 

20.~ 3 4 7 7 1 8 2 2 8 8 

外 2l.~ 3 I 4 6 3 9 5 1 6 7 7 

22.0- 1 2 3 5 4 9 6 4 10 8 8 

23.0~ 3 1 4 3 2 5 5 3 8 7 1 8 

24.0~ 1 2 3 3 3 6 2 3 5 8 8 

套
25.~ 1 1 1 3 4 1 4 5 1 1 

ai.O~ 1 5 6 2 2 3 3 2 2 

27.~ 8 8 1 1 3 3 1 1 

背 28.~ 9 9 2 2 

29.~ 4 4 1 1 

30.~ 5 5 1 1 

31.~ 1 1 3 3 

長
32.~ 

33.0~ 1 1 

34.0~ 

同 35.0~ 1 1 

36.~ 1 1 

37.0~ 1 1 

38.0~ 

39.~ 

40.0~ 

合計 14 46 60 39 21 旬 36 24 ω 45 15 60 
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表12 プリ月別尾文長組成(日本海)

調査月 5 6 7 8 10 11 12 計

lU'"'-'14 

1号~

2U'"'-' 3 3 

25~ 5 3 1 17 26 

尾 3U'"'-' 37 9 16 34 97 

35'、- 50 18 17 34 118 

文 4U'"'-' 6 1 68 44 38 75 232 

どト 19 3 6 28 19 32 40 147 

5U'"'-' 25 18 6 20 44 57 33 却弓

長
5号~ 3 11 11 10 26 24 3 88 

匂ト 14 10 13 36 35 1 1ω 

同 6伝、d 2 6 2 6 2 18 

70'"】 6 7 1 12 9 35 

7号、d 5 3 1 8 2 19 

8U'"'-' 6 4 4 15 7 36 

8号、， 3 1 4 

90- 3 3 

笠ト

計 53 65 60 240 240 240 240 1，138 

平均尾文長 (cm) 49.2 61. 3 64.2 43.4 53.5 51. 0 40.9 

表13 マサパ尾文長組成(日本海)

調 査 月 5 

性 ~Ij ♀ 会 計

26. 0 ~ 26.4 

26.5 ~ 1 1 

27.0 ~ l 1 

27.5 ~ 5 5 

尾 28.0 ~ 2 2 4 

28.5 ~ 3 1 4 

29.0 ~ 1 3 4 

文 29.5 ~ 1 2 3 

30.0 ~ 2 3 5 

30.5 ~ 2 4 6 

長 31.0 ~ 1 2 3 

31.5 ~ 3 3 6 

32.0 ~ 2 4 6 

例 32.5 ~ 4 3 7 

33.0 ~ 3 1 4 

33.5 ~ 

34.0 ~ 1 1 

34.5 ~ 

計 25 35 ω 

平均尾叉長 (cm) 31. 0 30.0 30.5 

平 均 体 重 (fn 343.3 307.4 322.4 
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放流技術開発調査(ヒラメ)

小田切譲二・小倉大二郎・池内 仁・奈良賢静

発表誌名

昭和59年度放流技術開発事業報告書(ヒラメ班)，昭和依存3月， P 9 - 19 

抄録

1. 59年は異常低水温の影響により，天然の稚魚の着底期は例年に比べ 1-2旬遅れた。稚魚の生

息尾数は 620万尾と推定されたが，これは弱年以降では最高であった。

2. 稚魚の食性は， 58年には全長 5cmで主餌料がアミ類から魚類に変り56.57年に比べ小さなサイ

ズで転換していた。環境中のアミ類は4属7種で. P.ornataが最優占種であった。稚魚は摂餌

の際，アミ類の種を選択していなかった。

3. 人工種苗を放流した時の再捕例では，これまでの最大移動距離は40kmにすぎず，天然魚の例(平

均距離.北上20km.南下40km)と比べ移動は狭い範囲にとどまっている。

4 天然魚の体色異常【無限側〉の出現率は， 59年 0才魚は1.9%と例年より高かった。 1才魚以

上は 7.0%であり，銘柄別にみると「小」以下は 7%以下で. r中」以上は 9-50%であった。
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水産資源委託調査

津田兼造・小倉大二郎・菊谷尚久

発表誌名

昭和59年度沿岸重要資源委託調査結果報告書

抄 録

1漁況

昭和59年 1 月 ~10月の間における沿岸重要魚種漁獲量(県統計)は 346 ， 687.4 トンで，昨年同

期(385，230.4トン)の90%であった。なお対象魚種別の漁獲量は以下のとおりである。

(1 )マイ ワ シ:漁獲量248，100トンで，昨年同期(273，314目6トン〉の91%

(2) ウルメイワシ:昭和36年以降漸減状態にあり，昭和55年以降は皆無。

(3) カタクチイワシ:漁獲量 116.2トンで，昨年同期 (64トン)の1.8倍。

(4) マ ア ジ:漁獲量 0.2トンで，昨年同期¥0.1トン)の 2倍。

(5) スルメイカ:漁獲量70.810トンで，昨年同期 (61，197.8トン〕の1.1倍。

(6) マ サ ノミ:漁獲量50，倒トンで，昨年同期 (20，a74トン〕の 2.5倍

2. 魚体調査

青森市後潟の小型定置網における漁獲量を対象に調査した。

(1)マイワシ

体長は9.5-22.0仰の範囲で，最大モードは4・5・10・11月の17.0cm，最小モードは12月

のl1.5cmであった。体重及び肥満度はそれぞれ10~ 105 {} ， 8. 5 ~ 15. 0の範囲にあった。年令

は 5~6 月に雌雄とも 3~4 才魚が出現したが，これ以外では 2 才魚が主体であった。なお最

高は11月にみられる 5才魚であった。

(2) カタクチイワシ

体長は 6.0~ 14.5cmの範囲で，最大モードは 7月の 12.0cm，最小モードは9月の 7.5cmであ

った。体重及び肥満度はそれぞれ59 未満~ 359， 8.5 ~ 15.0の範囲にあった。年令は 7~8

月は 2~3 才魚， 9月は 1才魚であった。

(3) マ サノミ

体長(尾文長)は11.0~29. 0 cmの範囲で，最大モードは8月の 24.0cm，最小モードは9月の

15.0cmであった。体重及び肥満度はそれぞれ 1ト ZlO9， 9.5 ~15.5の範囲にあり，また年令

は 1~2 才魚の範囲にあった。

(4) マアジ・スルメイカ

マアジは調査日に漁獲がなく，スルメイカもまとまった漁がなかったため調査できなかった。
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東通原発地点海域温排水等影響調査

小倉大二郎・奈良賢静・池内 仁・小田切譲二

発表誌名

昭和59年度東通原発地点海域温排水等影響調査報告書

抄 録

1 イカナゴ稚仔分布調査

東通村白糠~小田野沢沖の海域において 5 月 ~6 月にかけて延 5 回(計 68点) .光力利用敷網

によりイカナゴ稚仔の採集を行った。

イカナゴ稚仔は小老部川~小田野沢沖にかけて分布量が多く，これまでの調査と同様の分布傾

向にあった。なお本年はイカナゴ漁の初漁日が遅れ. 5月上旬の尾叉長モードが昨年度と比較し

て約10111111小さいなど魚体も小型であり，本年 2 月 ~6 月にかけて発生した異常低水温現象との関

連性がうかがわれた。

このほか，昨年度採集分をも含め本海域で採集したイカナゴ稚仔標本の脊椎骨数を計測した結

果，モードは65( urostyleを含む。)で，宮城県北部~岩手県に分布するものと同数であること

明らかとなった。

2. サケ稚魚分布調査

イカナゴ稚仔分布調査と同時期，同地点で採集を行ったほか，併せて白糠，小田野沢漁港内に

おいて投網採集も行った。

サケ稚魚は水深10m以深に多く分布し，特に小老部川沖以南，小田野沢沖周辺に分布量が多か

ったO また沖合ほど平均尾文長が大きくなる傾向が認められた。

老部川産のサケ稚魚は調査海域周辺で期聞を通じて尾文長モード 3~4cm台で出現したが，泊

以南の海域では分布が認められず，北上の傾向を示していた。

なお，白糠，小田野沢両漁港内では老部川産の稚魚を含む大量のサケ稚魚の分布が観察された

が，開放型海域である同地区では静穏な環境下にある港湾施設が稚魚生育上重要な場となってし、

るものと考えられる。

このほか胃内容物調査の結果，本海域におけるサケ稚魚の主要餌料は昆虫類(尾叉長3cm台)， 

榛脚類(同 4~5cm台) .魚類稚仔(同 6cm台以上).端脚類(サイズの大小に関係なし〕等で

あることが明らかとなった。
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八戸漁業用海岸局

事業目的

試験船，取締船ならびに一般漁船との聞に漁業，指導監督通信を行うことにより，人命・財産の

保全，航行の安全，海難の防止，操業秩序の維持による漁業生産の向上安定を図る。特に諸外国

200海里水域における規制通信の確保と，だ捕防止のための通信連絡を最重点とする。

事業内容

1.実施期間 昭和59年 4月1日~昭和60年 3月31日

2. 交信海域 世界全域

3.担当者局長 尾崎義

総括主任目 時利 '悦

主 任日下部恒 雄

技 師尾崎秀 秋

ほかに青森県無線利用漁業協同組合通信士 8名

4. 取扱通信種別

(1) 漁業・指導監督通信

0 サケ，マス漁業位邑漁獲報告通信

O サンマ調整通信

0 イカ，サパ調整通信

0 日韓共同水域規制通信

0 米国 200海里漁業規制位邑漁獲報告通信

O ソ連200海里漁業規制位昆漁獲報告通信

。他諸外国 200海里漁業規制位置，漁獲報告通信
O ニュージーランドイカ操業位邑漁獲報告通信

0 太平洋イカ流し網漁業規制通信

0 漁海、凡水温報告，周知通信

0 標識魚再捕報告通信

0 濃霧，流氷情報通信

0 緊急入出域報告通信

0 北海道底曳入会報告通信

0 漁海況，水温報告通信

(水産庁関係)

11 

11 

/1 

11 

11 

11 

11 

11 

(青水試)

11 

(海保関係)

11 

(北海道庁)

(情報サービスセンター)

0 試験船，調査船，練習船，監視船，巡視船等との指導監督通信

(2) 航行警報，周知通信
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(3) 遭鉱緊急安全通信

(4) 保安通信

(5) 気象通信

(6) 非常通信

(7) 漁見市況放送

(8) 漁業専用通信

(9) 公衆通信

5. 通信.方式

(1) 無線電話 却局波数

無線電信 10周波数

超短波 5周波数

(2) 遭難周波数常時無休聴守

電信 2.091KHZ 

電話 2.182KHZ 

超短波幻.524KHZ 

(3) 青森，八戸電話局直通ファックス送受信

(4) 通信所，送信所間端局パルスリモート・コントロール

事業実施状況

1 気象航行警報等の随時放送により，海難事故の未然防止に努めた。

2. 日本瓶太平洋における漁海況等の迅速なる収集および諸放送により漁業生産の向上に寄与し

た。

3. 外国漁業専管水域にともなう魚種別漁獲報告， 日執週報，旬報の取扱いおよび入出域通報の

報告通信等の徹底により，だ捕防止，安全操業に寄与した。
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表 1 取扱通信実績

よぐ
1 日平均

通信数(件) 時間(分) 備 考
通信教(件)時間(分)

業漁
送 信 11.749 32.2 

通
信 ~ム〈之一 信 103.434 283.4 

計 115.183 66.137 315.6 181. 2 

指導監督 66. 787 101. 792 183.0 278.9 

導指
漁況放送 365 6.844 1.0 18.8 

通
信

気象通信 3，029 7.403 8.3 20.3 

計 70.181 116，039 192.3 318.0 

事
事故通信 36 1. 643 0.1 4.5 主なるもの

故

計 36 1.643 0.1 4.5 

ノ~、 送 信 5.774 15.8 

衆
通
信 戸ムι主 信 3.711 10.2 

計 9，485 15.506 26.0 42.5 

メ口与 計(A) 194.885 199.325 534.0 546.2 

前年度計(B) 188.360 250.833 516.1 687.2 

ω/(同 103.59も 79.59'0 103.5% 79.5% 
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表 2 事故通信月別内訳

よ~ゴ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 備 考

傷病・海難系 6 6 12 10 13 15 12 8 4 8 1 21 97 

火 災

衝 n大h 2 2 

接 青虫 1 1 l 2 5 

航行不能(含曳航) 2 1 2 2 2 1 2 -1 12 

座 礁 一 1 1 

浸 水 1 2 

臨 検 2 1 4 4 81 12 5 1 2 -1 39 

Tミ 捕 一

連 fノ'J

病 気 3 2 2 3 1 1 2 1 2 1 -1 18 

怪 我 1 1 3 1 2 2 1 1 1 13 

海 中 転 落 1 1 1 1 1 5 

機関・船体系 3 3 1 5 1 2 1 4 21 22 

通信航海計器系 71 16 11 81 12 9 5 7 4 2 4 51 90 

計 13 25 26 19 30 24 18 17 91 10 9 91209 

表3 管内船舶局数

詰~空 電 信 電 話 准 加 入 言十 備 考

A1A  14 
昭 59.4. 1 (A) 76 330 428 

] 3 E 8 

A1A  19 
昭 60.4. 1 (B) 76 318 427 

] 3 E 14 

A 1 A 135. 7 '}'O 

(同/ω 100.0 'yo 96.4 'yo 99.8 'yo 

] 3 E 175.0'Yo 
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鯵ケ沢漁業用海岸局

事業目的

試験船，取締船ならびに一般漁船との聞に漁業，指導監督通信を行うことにより，人命，財産の

保全，航行の安全，海難の防止，操業秩序の維持による漁業生産の向上安定を図る。特に諸外国

2∞海里水域における規制通信の確保とだ捕防止のための通信連絡を最重点とする。

事業内容

1 実施期間

2. 交信海域

3. 担当者

昭和59年 4月I臼~昭和60年 3月31日

日本海全域，北部太平洋海域，青森県沿岸および沖合海域

局長長谷繁蔵

主任工藤 衛・大友 守

技師中川賢一

4 取扱通信種別

(1) 漁業，指導監督通信

0 日本海サケ・マス漁業位置報告通信

O 日韓共同水域規制通信

0 諸外国 200海里漁業規制位置，漁獲報告通信

0 漁海況情報収集並びに速報通信

0 調査協力船との漁海況情報通信

O 試験船および取締船との通信

0 気象および航行警報等の周知通信

0 要求通信

(2) 遭難，緊急，安全通信

(3) 漁業通信

5. 通信方式

(1) 無線電話 (SS B方式)による送受信

(2) 気象，漁海況のファックス受信

(3) 遭難自動受信機による無休聴守

(4) セルコール送信機による通信

事業実施状況

1 気象，航行警報等の随時放送により，海難事故の未然防止に努めた。

2. 日本海，太平洋における漁海況等の迅速なる収集および諸放送により漁業生産の向上に寄与した。

3. 外国漁業専管水域にともなう魚種別漁獲報告， 日報，週報，旬報の取扱いおよび入出域通報の

報告通信等の徹底により安全操業に寄与した。
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表 1 取扱通信実績

子1型指導監督 漁 業 気 象 事 故 保 安 相手局数 通信時間 備考

(件) (件) 時分 (件) (件) 7(局54) 時分4 1，2剖 234 22.30 450.30 

5 1，627 741 23. 15 3 1，155 470. 10 

6 2，329 1，201 22.30 2 1， 776 450.30 

7 3，2部 1，581 23.15 2 2，217 470.10 

8 2，531 1，327 23.15 8 1，734 470.10 

9 2，351 992 22.30 1，505 450.30 

10 1，858 961 23.15 2 1，363 470.10 

11 1，581 748 22.30 1，064 450.30 

12 1，330 571 23.15 1 920 470.10 

1 144 419 23.15 4 185 470.10 

2 324 438 21∞ 1 198 424.40 

3 お8 551 23.15 5 却9 470.10 

計(刈 18，959 9， 764 273.45 28 13，080 5，517.50 

前年度制B) 26，527 11，704 273.45 1 36 19，413 5，535.50 

凶/(B) 71. 5% 83.4% 1∞.0% 77.8% 67.4% 99.79も

表 2 空中線電力別隻数

言す~ 10 W 50 W 以下 電信，電話併設 計 備 考

官 庁 船 3 3 7 

民 間 船 79 52 131 

計 (A) 82 53 3 138 

前年度計 (B) 83 55 3 141 

凶/(B) 98.89も 96.49ら 1∞ 09ら 97.99ら

表3 地域別， トン数別，隻数

コ設坦空官庁 沢辺 深浦 鯵ケ沢 市浦 下前 小泊 二厩 青今 森別 言十 備考岩崎 竜飛

10トン以下 1 1 1 24 18 2 47 

11 ~ 20 2 9 6 2 13 13 7 2 54 

21 ~ 50 3 3 7 5 4 1 23 

51 ~ 1∞ 1 1 1 1 2 2 4 12 

1∞トン以上 2 2 

計 (A) 7 3 14 15 2 44 37 10 6 138 

前年度計(同 7 3 15 16 2 44 38 11 5 141 

凶 /(B) ?ら 9も 9も ヲも 9も ?ら ヲも マ。 % 9も
L.. __  1∞.0 1∞.0 93.3 93.8 1∞.0 100.。97.4 90.9 120.0 97.9 
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漁業研修事業

目的

漁業就業者及び、漁業指導者等を対象に，短期研修や各種の講習を実施し，水産技術の修得，各種

資格の取得，その他教養知識の向上を図り，豊かな漁村づくりに寄与する。

事業内容

1.実施期間 昭和59年4月~昭和60年3月

2. 実施場所 青森県水産試験場漁業研修センタ-

3. 実施状況 表 1に示した。

研修結果

項目別，月別の研修結果を表2に示した。研修件数 28件，研修日数33日，受講者数延493名であ

った。

表1 昭和59年度漁業研修実施状況

研修年月日 研 修 等 名 講 師 研・修等対象

59. 4. 18 ウニと飼料海藻の増殖 水産増殖センター 西北地域漁協組合員

主任研究員能登谷正浩 及び役職員

4.25 サクラマスの回遊生態と増殖 内水面水産試験場 同 上

技 師 原子 保

5. 9 ウニの加工について 水産物加工研究所 同 上

主任研究員島田俊雄

5.23 ヒラメの増殖 水産増殖センター 同 上

脇野沢村漁協青年部長

6. 13 ヤリイカの生態と増殖 水産試験場 同 上

主任研究員田村真通

6.20 内水面養殖業の現状と将来 内水面水産試験場 同 上

場 長 長峰良典

7. 5 日本海のスルメイカ資源状況 水産試験場 同 上

主任研究員 田村真通

7. 18 ウスメバルの生態と資源管理 水産試験場 同 上

技 師 涌坪敏明
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研修年月日| 研修等名

59. 7. 24 Iサケ増殖現地協議会
8. 17 I人工礁造成事業の現状と効果

てっ営経の業漁船漁
9

1

 

2

t

3

 

Q
U
 

魚病，サケ，マスふ化・飼育技|岩手県栽培漁業センター

術研修 |宮古分場 支倉 理

鯵ケ沢地区漁村青年協議会 |鯵ケ沢地方水改普及所

日本海における栽培漁業の現状|日本海区水産研究所

と将来

10. 26 Iサイトそ上親魚保護対策現地協議|漁業振興課

9. 4 

9. 6 

9.20 

10. 11 

海況把握と漁況について

i斗
;z:;; 

殖増の、レ」ワア

0
0
3
f
Q
U
 

11. 21 I 海難事故防止講習会

12. 7 

12. 19 

60. 1. 23 

鯵ケ沢地区漁村青年協議会

沿岸漁業改善資金説明会

コンパス自差修正研修会

講 師

漁業振興課

水産試験場

技 師 鈴木史紀

東北区水産研究所

所長 篠岡久夫

水産試験場

水産課

日本海区水産研究所

研修等対象

西北地域漁協組合員

及び役職員

向上

全県下漁協組合員及

び役職員

西郡中教研理科部会

西北地域漁協組合員

及び役職員

向上

向上

同 上

青森海上保安部

第 3研究室長 田中邦三|域漁協組合員，役職員

津軽海峡，太平洋地

鯵ケ沢地方水改普及所

漁政課主事 神 正人

水産試験場

東奥丸船長 高井英和
24 
1. 1 Iスルメイカの回遊生態に関する|水産試験場
25 
学習会

2. 19 I底建網の技術交流とアワビ漁場|鯵ケ沢地方水改普及所

西北地域漁協組合員

及び役職員

同 上

同

同

上

上

同 上

大戸瀬，大間越漁業

管理について I I研究会

2.20 Iサケ稚魚海中飼育放流技術と回|水産増殖センター | 西北地域漁協組合員

帰状況 |魚類部長 横山勝幸 i及び役職員

2. 27 I 59年スルメイカ漁況の推移と衛|水産試験場 | 向 上

星情報利用の可能性

3. 8 I 漁場監視団西北プロック会議

3. 18 I漁業協同組合監事研修会
22 I 
3. 1 I特殊無線技士資格取得講習会
23 

水産課

漁政課

日本電波協会東北支部

同 上

同 上
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表2 昭和59年度漁業研修結果

区y一一一一一一月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

研 修 件 数 2 2 2 3 2 3 2 2 2 2 3 3 お件|

研 修 日 数 2 2 2 3 4 3 2 3 2 3 3 4 33 日|

足J立E 講 者 数 23 21 6 I 'Zl 62 47 54 79 21 21 'Zl 105 493人

件数 1 1件|

資 格 取 得 日数 2 2 日

人数 58 58人

件数 2 1 2 1 1 1 2 1 1 12件

項 増養殖倣培漁業含む) 日数 2 1 2 1 1 1 2 2 1 13 日

人数 23 7 6 I 'Zl o I 21 54 66 11 215人

件数 2 1 1 1 5件

漁資海況源， 漁業生技術，態 日数 2 1 2 1 6 日

人数 。 13 10 。 23人

件数 1 1 2 件

漁 業 経 営 日数 3 1 4 日

人数 62 8 70人

件数 1 1 2 件|

目 玉伊品ξ『・ 全 操 業 日数 1 1 2 日」

人数 13 11 24人|

件数 1 1 1 1 2 6 件

利用加工・その他 日数 1 1 1 1 2 6 日

人数 14 13 13 16 47 103人

日数 1 1 2 日
宿 泊 施 設 矛リ 用

人数 10 6 16人

(証) 半日の研修も 1日とした。
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庶 務 概 要

(1) 機 構

総 務 室

漁 業 部

場 長一一次 長 調 査 剖日

八戸漁業用海岸局

」ー鯵ケ沢漁業用海岸局

船 寸:

運 丸

試 験 奥 丸

鵬 丸

(2) 職員配置表

S 59. 4. 1現在

~ 行政
海事職 技能職 技能職 臨時 臨時 非常勤 専任

研究職 労務 計
職
(一) (一) (二) 事務手 補助員 嘱託員 当直員

場 長 1 1 

次 長 1 1 

総務室 6 1 2 1 2 12 

漁業部 7 7 

調査部 6 1 

27 8| 
本場計 15 6 l 3 1 2 

開運丸 11 9 201 

東奥丸 8 7 1 16 

青鵬丸 6 3 9 

試験船計 25 19 1 45 

八戸漁業用 4 4 
海岸局

鯵ケ海沢岸漁業 4 4 
用局

海岸局計 8 8 

メ口込 計 15 14 25 1 19 3 1 1 2 81 

au 。ム



(3) 職員名簿

区分|職

'研究職|場

名|氏 名11 区分|職

S59. 4. 1現在

名|氏名

l次

行政職|室

グ l主

総 " " 

" 主 事|多田奈奈子

" l吉田英喜

海事職(ー)11等航海士|佐藤 ，勇

12等航海士|村一上誠七

I " I磯島秀雄

I 1等機関士|野村昭二

I " I工藤秀雄

" 2等機関士|山田正雄

|工藤清五郎" 

務l技能戸(廿

" 広

貢

一

竹

栄
田

藤

島

吉

内

北室

|寺沢五月 11 I 

非常勤嘱託員|富永武治 11 I 

専任当直員|竹森武一 11 I 

" 

M l工藤定五郎1丸

研究職|部 長|赤羽光秋

漁 1 " 1主任研究員|田村員通

業

久

紀

ニ

明

凱

史

勝

敏

回

木

野

坪

中

鈴

天

涌

師技

部

|兜森良則 11東

研究職|部 長|佐藤直=

調 1 " 1主任研究員|沢田兼造

" l小田切譲二

l小倉大二郎

技 師|池内仁

査 " 

" 

丸

静

久

一

勇

郎

樹

賢

尚

一

四

築

良

谷

一

崎

代

津

奈

菊

一

宮

田

梅

手

一

長

長

長

務
一

H

事

一

関

信

時
一
臨

一

船

機

通

-

|

 
、‘，，，
一
，，‘、

グ

職

M

M

事海

ー

l

部

開

運

丸

" 

" 郎

治

夫

重企
雅

幹

回

田

野

成

山

相

員

M

M

関機

" 

" 
彦

一

和

郎

蔵

一

太

勝

一

英

市

長

岡

一

井

藤

野

新

一

高

工

天

一

長

長

長

M

一

関

信

一

船

機

通

-、，，
J

一一
-
〆
t

、

グ
一
職

M

M

事海

奥

蔵

ニ

声

二

兼

賢

博

悌

川

山

村

見

荒

畑

木

将

士

土

土

海

海

関

航

M

航

機

等

等

等

'

i

q

G

咽

A

グ 12等機関士|島村文則

技能職|甲 板 長|寺沢健三郎

" 

甲板員|紀本昭雄

l木村英行

" l吉田高夫

" 機関士|高橋茂蔵

I安田 勝
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区 分 職 名 氏 名 区 分 職 名 氏 名

東奥 技能職 機関員 佐藤 剛 行政職局長尾崎義隆

丸 臨時労務補助員 高木広美 11 総括主任 目時利悦

海事職←)船 長佐々木武ニ 11 主任日下部恒雄

青 11 機関長伊藤利明 11 技師尾崎秀秋

11 通信土 原因陸奥男 行政職 局 長 長谷繁蔵

11 1 等航海土 中川武光 11 主 任 工藤 衛

鵬 11 2等航海士 金崎 旭 11 11 大友 守

11 2等機関士 五十嵐孝一 11 技 師 中川賢三

技能職 甲板長川上岩雄

丸 11 甲 板 員 佐藤隆文

11 機 関 員 成田義夫
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(4) 予算執行状況

0 昭和59年度水産試験場費

細 目 事 業 名 決 算 額

場 費 436，990，000 

人 件 費 428，860，000 

一 般 諸 経 費 2，073，000 

庁 aE3 b 管 理 費 6，057，000 

漁業研修セソター運営費 4，696，000 

管 理 費 3，293，000 

研 修 費 1，403，000 

水産資源開発調査費 20， 095， 000 

沿岸資源開発調査費 2，502，000 

沖合資源開発調査費 17，593，000 

水 産 資 源 調 査 費 490，000 

水産資源委託調査費 4.90，000 

漁況海況予報調査費 3，450，000 

漁況海況予報調査費 3，450，000 

試 験 船 整 備 費 111，021，000 

運 航 費 72，459，000 

上 架 修 理 費 35，530，000 

機 器 購 入 費 2，030，000 

特 殊 装 備 整 備 費 1，002，000 

海 岸 局 費 2，425，000 

八戸漁業用海岸局費 1，773，000 

鯵ケ沢漁業用海岸局費 652，000 

組織的調査研究活動推進事業費 1， 100， 000 

組織的調査研究活動推進事業費 1，100，000 

計 580，267，000 
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0 昭和59年度令達予算

細 目 事 業 名 決 算 額

人 事 管 理 費

赴 任 旅 費 肌 ~6~J
財 産 管 理 費 32，000 

そ の 他 の 需 用 費 32，000 

:1Iニ 画 総 務 費 1， 959， 000 

東通原発温排水漁場影響調査 1，959，000 

水産業企画調査費 105，000 

青漁画業ト ン影ネル響建設調工事査 105，000 

水 産 対 策 費 1，761， 000 

漁業用海岸局無線施設等整備事業 1， 761， 000 

漁 業 調 整 費 5，200，000 

卵稚仔分布精密調査 2，215，000 

200海里水域内漁業資源調査 2，985，000 

水 産 業 振 輿 費 1，781，000 

サケ・マス資源増大対策調査 434，000 

放流技術開発事業(ヒラメ) 1，347，000 

漁場整備開発事業 10，570，000 

大型魚礁設置調査 2，420，000 

大規模増殖場開発調査 2，190，000 

人工礁造成事業効果調査 3，270，000 

海域総合開発調査 2，690，000 

計 21，555，061 

-220-



(5) 刊行物

誌 名 発行年 月

l 昭和58年度 漁況・海況予報事業結果報告書 59 12 

2 昭和59年度 漁況・海況予報事業結果報告書 60. 12 

3. 組織的調査研究活動推進事業報告書(佐井地区) 60. 12 

4. 青森県沖合の海況変動に関する研究 その 1 変動周期について 60. 3 

5 イカ釣漁場開発調査資料X 60. 3 

6 昭和59年度 外洋性イカ(スルメイカ・アカイカ)に関する生物榔

定標識放流，海洋観測基礎資料集 60 3 

7 昭和59年度定線観測結果表 60. 3 

8. 昭和59年度 沿岸重要資源委託調査結果報告書 60 3 

9. 青森県漁海況月報(コピー) 埠'""" 月
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青森県水産試験場事業報告

昭和59年度

発行昭和 60年 12月

青森県水産試験場

青森県西津軽郡鯵ヶ沢田T

大字赤石字大和田

宮 (01737)2-2171 

印刷昭和 60年 12月

青森コロニー印刷

青森市大字季畑字松元 78

宮 (0177)38-2021附
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